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昭和 33年 2月 紺綬君主章受章
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昭和 41年 11月 勲四等地臼小綬章受章

昭和 56年 4用 勲三等他日中綬章受章



故山田 輝郎氏略歴

明治27年 11月16日 山田安民長男として、奈良県宇陀郡伊那佐村

民生まれる。 大正 9年 (1920) 早稲田大学政治経済学科を卒業後

直らに、父が創業し明治 42年ロート目薬を発売した山田安民薬房

を継ぎ、今日のロート製薬株式会社の基礎を築いた。昭和 24年ロー

ト製薬株式会社に改組、初代社長に就任し、戦中、戦後の混乱期に

着実に事業を伸長させた。特に昭和 29年胃腸薬シロンの空前のヒコ

卜により、家庭菜業界のリーダーとレての地位をかためるに至る。

昭和 34年新しい理念にもとづく新事業場「ロートユートピア」を大

阪市生野区巽に建設レ、青年時代よりの夢を実現した。

事業の発展fL伴って実業界以外の分野にも積極的な関心を示した。

昭和 39年東京オリンピ y クにおいて我が自の水泳陣が、往年の活躍

ぷりの見るかげもとEく、世界の水準から大きく立ちおくれている事

を憂え、我が国の水泳界に活力を取りもどすため山田スイミングク

ラブを創設、種々の独創的手法によって、当時女子水泳界に「旋風J

とよばれた革命的進歩をひきおこし、そのハイライトとして、予言

通り東京オリンピジクより数えて 8年後のミュンへンオリンピック

において、同クラブ所属の青木まゆみ選手による金メダル獲得とい

う偉業をなしとげた。一転して、学聞の分野、特に論理を尊ぶ自然

科学の進歩が我が国にとって、極めて重要な意義を持つ点に着目レ、

昭和52年山田科学振興財団を設立した。昭和53年より昭和 57年に

至る閥、ロート製薬株式会社代表取締役会長に在任。



山田輝郎氏が逝去されま たし

ロート製薬株式会社代表取締役当財団の基金を提供されました.

会長山田輝郎氏は、かねてより病気療養中のところ、去る 4月17日

午前 5時 41分逝去されました。

ロ密葬は 4月 19日に行われ、葬儀及 び告別式はら月 13日午後、

ート製薬株式会社の社葬を以て執行され、次頁に掲げる弔辞を理事

長が奉呈されました。

c冥福をお祈りする次第です。ここに謹んで報告仕り、

葬儀に当りまして、理事長をはじめ財団にと関係の多数の御方が

また逝去に際しましては、各方面よりと丁重なお悔C会葬賜わり、

謹んで御礼申し上げます。みが寄せられました。

評議員会5月16自に行われた昭和 57年度第 I回理事会、なお、
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故山田輝郎殿に捧げる弔辞

山田科学掻興財団を代表して、謹んで、山田輝郎殿の御霊前に追悼の辞を捧げます。

山田科学振興財団は 5年前、山田輝郎殿より提供されまじた基金 30億円によって設立された財団

であります。山田輝郎殿は 50余年にわたり製薬事業の発展につくされましたが、その成功は広く社

会の人々の援助の賜であるとされ、私財を社会に還元して公益財団を設立したいとお考えになりまし

た。そして、日本の社会の発展にとって、論理性と独創性の重視は特に重要であれ殊に自然科学の

基礎的分野においてこれらの点を助長する乙とが基本的に重要であろうとお考えになり、自然科学振

興を目的とする財団の設立を計られたのでゐります。私ら、乙の主旨に共鳴レまして、山田輝郎殿が

提供されました基金により、山田科学振興財団を設立し、その運営に当って参りました次第でありま

す。

去る 2月、財団の 5周年記念の集いを催しまして、 5年閣の財団のl順調位発展のあとをお見せした

いと念じたのでありますが、浅念ぽ埼玉ら御出席は叶いませんでした。しかし、そのときの様子をおし

らせしまして、喜んで頂けたのではないかと存じます。山田輝郎殿は、財団の第 l回の研究交歓会に

お見えにとより、親しくお言葉を頂きました。そのときのお言葉に甘えて、昨年は財団に「分子線エピ

タクシー」の装置を導入するための資金をお願いしましたところ、快く梱承認頂きまして、これまた

感謝に耐えとEいことでとぎいます。

山田輝郎殿は山田科学振興財団の役員に参加なさらず、運営の一切を私らにお委せにとZりました。

しかし、私らにとっては財団の行手を照らす燈火であられました。財団の乙とは私ら絶えずおレらせ

申上げ、いつも喜んで頂いたように寄じます。それに対して、また私らに申されましたことは、常に

私らの心の支えでありました。特に、私立の財団には、いわば「点試」の役割を期待し、有望とわか

れば大規模な「汎行」的助成を国にお願いする、というお言葉は、年とともに重みを増し、私ら運営

に携わる者にとって基本的な指針となった言葉であります。

このたび天寿とはいえ、もはやその温顔に接レ、そのお人柄から出るすぐれたお言葉をきく機会を

失いましたことは、誠に痛恨の極みであります。ここに、ったない言葉を御霊前に捧げ、細冥福をお

祈り申し上げる次第でC'd'います。何とぞ安らかにお休み下さいませ。

昭和 57年 5月 13日

山田科学振興財団

理事長 永宮 健 夫
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財団、山田氏を敬弔す

57. 5. 16.ロイヤ Jレホテル

追悼の辞を述べる理事長
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マヤ文明の遺跡をたづねて

Excursion もoMaya Zone 

山口大学工業短期大学部 池 谷 元 伺

昭和田年10月末に、

メキシコ市で開催さ

れた「第10回先史学

.原始学科学国際連

合会議」の年代測定

分科で講演し、方法

論分科の座長を務め

fこ。会議lζ引続き、マヤ文明地帯への excursion

があり、密林iと壊もれた古代マヤ遺跡を訪れ、

ESR年代測定用試料を入手した。乙の機会を与

えて頂いた「山田科学振興財団」に心から感謝し、

乙の紀行文をもって報告書に代える。

赤レンガのピラミッドーーコマルカルコ

メキシコ市からピ、Jレエモッサに飛ぴ、パスでホ

テルに向った。広大な湿地帯にやせ細った牛馬が

放し飼にされていて、そばには白さぎのような鳥

が 1~ 2羽ついている。よく見ると牛馬につく虫

をついばんで、共生しているようである。貧しい小

屋の集落が、と乙ろど乙ろにある。乙の光景はど

乙かで見たような気がすると記憶をたどったら、

昨年訪れたアマゾン流域の集落だと気付いた。

あの時は、海水面の高かった時代のアマゾンが

巨大な湖か入り江だったに違いないから、その証

拠となる堆積物や貝殻を ESRで年代測定し、

「幻の湖」を立証しようとでかけたのだった。サ

ン・パウロ大学で講義と研究だけをするつもりで

日本を発ち、マラリアも考えずマナウスへと飛ん

だ。リオ・ネグロ(黒い河)の黒い水が、幻の湖

からの堆積物の流出のためかどうかを数日の休暇

中に調べようというのだ。朝になると野性の小さ

な猿の群が通り過ぎてL、く密林の隅に、アマゾン

研究所があった。熱帯の花粉アレルギーと蚊l乙悩

まされて、熱帯は人間よりも虫達のものだと思っ

た昨年の夏が、遠い昔のことのように恩われる。

員殻化石による海岸段丘のESR年代測定を手が

けていたばかりに、アマゾンの幻の湖iζ飛び込ん

でしまったのである。

今度の旅は先史学・原始学科学連合の国際会議

の旅行であり、参加者は考古学者達である。訪ね

た最初の遺跡は、コマルカルコという赤レンガ造

りのピラミッドで、 8世紀lζは見捨てられたとい

う。貝殻を細かく砕いたようなセメントを盛りな

がら、 1~2c皿厚のカワラのような赤レンガを積

み重ねたピラミァドであり、考古学的にも珍しい

ようである。発掘土器片には、漫画ょうの線画

が措かれている。私は早速、ガイドをしている考

古学者に頼んで、セメント材中の貝殻片を ESR

年代測定のために入手した。予備的結果では、貝

殻年代は古く、地層の貝を用いたようである。

密林に埋れたマヤ遺跡

涼しい風が、緑の海のように広がる密林の上を

吹いてくる。汗びっしょりで、石造りの大神殿ピ

ラミッドlζ登った私達は、一息ついて下を見おろ

した。傾斜が45度の階段は、 40~50roの高さの神

-1-



殿からは、まるで崖のように見えて、降りる ζ と

を考えると恐くなる。乙の遺跡の周辺には、幾つ

かの木に覆われた小山が見られる他は、大平原と

見違えるような密林が続いている。あの小山も、

人造の遺跡群の lつに違いない。幾つかの神殿は

発掘され、一部分は再建されてはいるが、ほとん

どは崩れかかった石造りの建物である。と乙ろど

ころに、「乙の建物を崩したのは俺だ」と言わん

ばかりに、大木が崩れた建物に根を割り込ませて

いる。宮殿の入口の上部壁面には、雨の神チャー

クの奇怪な顔が彫られていて、建物lζ入ろうとす

る人をにらんでいる。日本では寒いというのに、

乙乙メキシコユカタン半島では、ムギワラ帽子に

半袖で、強い日射しに流れる汗をふく熱帯である。

インドより早いゼロの概念、 20進法の数学、独

自の神聖文字、太陽と月と金星の観測に基づいた

正確な磨、この高度に発達したマヤ文明は、スペ

イン人の侵略以前の10世紀までにはすべて崩壊し、

密林の中に埋もれてしまった。他の文明との安易

な妥協を拒否し、大きな誇りを持って自己主張す

るようなマヤ文明も、やはりローマ帝国のように、

自ら内部崩壊したのだろうか。

気候の変動は、新しいカルスト(石灰岩〉地帯

であるユカタン半島では、植生lζ致命的打撃を与

えたかも知れない。浸食の進んでいないカルスト

地帯では、川が全くなく、降雨水と地下水に頼ら

ねばならないからだ。食料の備蓄の少ない時代で

ある。皐越に人々はこの地を去り、雨が再び戻っ

た時、人々よりも早く、熱帯の樹木がすべてを覆

いつくしていたのかも知れない。支配階級神宮の

過酷な租税徴収への農民の反乱と逃亡や外敵の襲

来など、マヤ文明崩壊については諸説があり 1.2)、

論争はっきないが、栄華必衰の理はいづこも同じ

ようである。

日本の奈良時代iとは滅びてしまったマヤ文明は、

どこからやってきて、どのように引継がれていっ

たのだろう。広大な遺跡に、私達40名程の考古学

者グループは呑み込まれ、静けさが支配する石墜

に彫られた人物像を眺めると、日本の神代の時代

lと宮殿lと放り込まれたような気持がする。マヤ文

明を作った人々は、私達にずっと近い人々だった

のではなかろうか。 ζ こに描かれている絵は、神

代の時代の日本人と変らぬようにみえる。ただ、

彼等のはきものの「ぞうり」は鼻緒が2本ついて

おり、もう l本を足の中指と薬指の聞に入れては

いている。古代の日本や中国のぞうりは、どうだっ

たのか。多分考古学者はこんなことを議論するの

だろうと、遺跡を歩きながら考えた。彼等にとっ

ては、兎ば「月」を意味すると知った時3)、私達

はマヤのインディオと祖先を共有するに違いない

と思った。

裸のフランス女性

旅行では、思いがけない楽しみK会う。ある日

ホテルで昼食をとろうと、プールのある中庭を横

ぎった。年代測定の話題で親しくなれた可愛いい

イタリア女性が、プールで泳いでいて、私を見つ

けるとニッコリと笑った。ビ.ニキ姿を眺めながら、

考古学を研究する知的女性は、やはり胸のふくら

みもそれほどではないと、泳いでいるフランス女

性に目を向けた。プールサイドに立った彼女の胸

には、水着はなかった。胸のふくらみと乳首は立

派だった。彼女も自信を持ってさらしているのだ

ろう。みんな素知らぬ顔をしているので、私も眺

めているのが恥かしくなり、食堂K入った。それ
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でも、プールが一番よく見える席に着いた。その

席には、知り合いの人類学博物館教授夫人が居た

ので、「フランス女性は勇敢ですね」と言ったら、

「篤いているのはメキシコ人と日本人だけよ。ニ

ースではみんな裸なんだから」と答える。「あな

たもですか」と聞いたら、少し当惑しながら「み

んながそうなら、私もそうするわ」と答えた。す

かさず「判った。それでメキシコの会議は、 600

人余りしか集まらず、前回のニースでの会議に

3，000人も集まったのですね」と冗談を言ったら、

「あなたって、なんて面白い人なんでしょう」と

ノドの奥でいつまでも笑っていた。

遺跡を歩き回って、汗びっしょりになり、観光

パスのクーラからの風に当っていたら、このフラ

ンス女性が入ってきて、空色のハンケチを冷やし

ている。ハンケチを乾かしているのかと思ったら、

よく見ると空色のパンティではないか。私はあき

れはてて笑いをかみ殺した。文化が異るとはいえ、

日本女性では考えられない。日本とは異質の自由

で明るいフランス文化に人々が憧れる理由が判る

ような気持がした。もっとも考古学者でなかった

ら、たとえば物理屋なら、乙んな研究者がいるだ

ろうか。私もフランス語を勉強しよう。

巨石人頭像のオルメカ文化

日本の縄文末期、中国の周王朝の頃、メキシコ

湾岸の湿地帯l乙巨石人頭像や文字を残すオノレメカ

文明があらわれた。約 2万年前の石器時代から、

トウモロコシ農耕が始まるのが紀元前2，000年で

あり、紀元前1，200年lとはオルメカ文明が現れて

いる。巨石人頭像を保害したラベンダ屋外博物館

には、高さ 3m・重さ18トンもの玄武岩製の像も

ある。約 800年の農耕の歴史が、メキシコにオ Jレ

メカ文明を生んだのだろうか。それとも、未開な

民族に文明が流入したのだろうか。石lζ描かれた

ロケットのような図から、宇宙人がやってきたと

する説さえある。中南米には、宇宙人という SF

小説的空想の方が、もっともに思えるような遺跡

が多い。ナスカのインディオの描いた地上画は、

300 m以上の高空で、なければ何の絵かがわからな

い線画である1)。放射性炭素年代測定では、 5世

紀頃に描かれたとされている。

紀元前13世紀までは未開民族のオルメカ人が、

突然高度の文明を持ち、紀元前後には滅亡してい

る。その跡を継ぐように、メキシコ中央高原lとは、

太陽のピラミッドを作ったテォティヲカンが、湾

岸のすぐそばのユカタン半島には、古典期マヤが

現れる。 我国では弥生文化が始まった頃である。

一つの文化が滅び、その直後から近くで新しい文

化が始まっている場合、異民族集団の流入・侵略

・破壊があったと考えるのが妥当であろう。文化

はそこで大きく変質する。文明度に差がありすぎ

た場合、土着文化は滅んでしまう。

マヤ以前の古代文明であるオルメカも、流入文

明であるに違いない。マヤ建造物の正面の装飾は、

巨大な神々の顔面像であり、太平洋岸諸民族の装

飾に似ており、中国商朝の祭用青銅器の蛇神面に

も似ている1)。オルメカ文明も、アジアの民族が

作り出したものだろうか、ギリシマ人の入植者、

古代エジプト人、はてはアトランティスの生き残

りと謎はっきなし、。

この分野花、私達が進めている ESR年代測定

が、どの程度寄与できるだろうか。考古学者達は、

放射性炭素法に満足している。なによりも、 ESR

法にそれだけの精度を要求されても、現時点では
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競合できない。結局 BSR法では、数万年を越え

て数百万年の問、!4C -法の上限を越えて、 K-

Ar法の下限までの、信頼すべき年代測定法がな

い「空白の期間」をうめる年代測定法でしかない。

その意味で、オルメカ・マヤ文明試料の年代測定

は、 BSR法の下限を確認する仕事でしかない。

謎には満らている。しかし、どうやら私が強力に

進める研究ではなさそうである。考古学者のコン

サルタントとして、 ESR利用を考えるくらいで

あろう。しかし、一連のマヤ文明試料を、メリダ

博物館から譲り受ける話を決めておいた。彼等の

研究にも協力する見返りとして…-。

76歳のアメリカ女性支古学者

チチエン・イツァというマヤ後期古典文化遺跡

は、いろんな点で印象に残った。ピラミッド型神

殿、その内側には古い時代のピラミッドが隠され

ている。私達はメリダ博物館の考古学者の案内で

内側に入った。 神宮がいけにえの心臓をのせ

たとされる皿を腹iと置いて横たわる石像チ守クモ

ール、その向側に、赤いジ守ガー像が安置きれて

いる。神殿から数百メートル離れて、聖なるセノ

ーテ(井戸)があり、ここに女子や子供を投げζ

んで祈願したという。カルスト地帯の洞くつに、

地表が陥没したと恩われる自然の大井戸には、地

下水面が見える。

赤いナ γプサックを背負い、杖をついたアメリ

カ人女性考古学者は、 76歳だという。芸術家であ

った彼女は、考古学11::関心を持ち、 60歳を越えて

大学院へ行き Ph.D.を取った。強い意志を持ら、

人の迷惑にならぬよう行動している ζの女性を見

て、誰もが感激したようである。フランス女性は

「独りで参加するには、少し心配だわ。彼女は最

後の旅行といっているけど、来年になったら、又

参加しているわよ」と声をひそめて言った。多分

その通りだろう。私も、熱帯旅行はアマゾンで乙

りたはずだのに、乙れが最後の大旅行と参加した

のだから。夕刻になって、歩き疲れた彼女が階段

を登る時、少し危なげに見えたので腕を貸した。

彼女は日本の著名な考古学者の名をあげ、知って

いるかとたずねた。私が、兎と月の話をした時、

彼女は強い関心を示した。中国の一部分でも、そ

のような説話があるという。私が「あと).t.こを見て

いると、元気がでてきます。流れゆく時lζ抗って、

生きている証を残したいと研究してきましたが、

うまくいくと、まだ充分の持時閣がありそうに思

えてきたのです」と言うと彼女は強い意志を持っ

た声で、「あなたは、私の半分しか生きていないで

しょう。勉強をしていると、もっともっと知りた

い乙とが出てくるし、若い時に判らとtかったこと

が、見えてくるの。頑張って新しい年代測定法を

完成させなさ L、」と言い、 「でも、私を見て、勇

気づけられる人が居たということ Tごけで、乙乙に

きてよかった」と付け加えた。平らな所へ来ると

彼女は、「有難う」と言って、私の邪魔になるま

いとするように、独りで歩き始めた。「有難う、

あなたの生き方を、私は忘れないでしょう」乙う

心の中で答えて、タ閣が迫る遺跡群を足早に回っ

Tこ。

「尼僧院」の建物から、カラコル(かTこつu'り)

と呼ばれる天文台を眺めると、天文台の半分が夕

映えに賞金色lと輝いていた。時の流れに流されな

がら、マヤの天文学者神宮も観測を続けただろう。

彼等の残したのがζ の遺跡、にすぎないとしても、

充分に報われるようとEタ映の美しさである。さて
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私達は、千年の歳月 lζ心を庁つものを、私達の文

化であると誇り得るものを残しているだろうか。

古文化財を引継ぐ他に、今の文化を主張するどの

ようなものがあるだろう。マヤ文明は、現代の文

明lと大きく挑戦をしているように思える。

アステカ族の復讐を越えて

マヤ文化調査旅行では、生ジュースを飲んだた

め、バクテリア lζ感染し、メキシコ人医師の往診

を頼んだ。医者は脱水症状の私を診断し、「 ζれ

はモンデズナの復讐iζ違いない」と言う。モンデ

ズナは、メキシコの原住民、太陽神に生けにえを

ささげたアステカ族の最後の皇帝の叔父だという。

メキシコ K入植したスペイン人が、原因不明の病

気で倒れ、死ぬ者が多かったため、滅lまされたア

ステカ族の復讐と恐れられたという。下痢と発熱

とは医師の処方薬を飲んでよくなったが、後にな

って抗生物質がぺニシリンと判明して、精神的シ

ョックを受けた。日本lζ帰国してから、腹部が膿

んでいたので、膿を引きずり出したと思ったら、

直径が5mm程度の円型に 8本の足と頭のついた大

型夕、ニだった。専門家の研究にと寄生虫学の先生

へ鑑定を頼んだら、国立博物館からその道の権威

へと転送され、日本では見られないメスダニと判

明した。あの病気も、ダニのためだったかも知れ

ない。

帰途、活断層のESR年代測定を確立するため、

米園地質調査所の研究員から、サン・アンドレア

ス大断層の粘土等を入手した。ひょっとすると、

乙の試料が今回の旅の最大の収穫かも知れなL、。

昭和53年度山田科学振興財団の助成を得て、秋芳

洞鍾字L石から化石骨、貝殻化石へと発展したESR

年代測定は、昭和56年度朝日新聞学術奨励金を受

け、活断層の年代測定へと発展している。すでに

六甲断層、跡津川断層で、断層生成年代の仮説を

立証しており、放射性炭素法?と劣らぬ「第四紀の

年代測定法 JIL育てていきたいと考えている。現

時点までの成果は、海洋出版の月刊地球3No.8の

一冊に iESR年代測定法」としてまとめており、

暗閣に閉ぎされた澗くつ研究が、朝日 lζ照らされ

るまでに進展している。

断層の活動時期の年代測定は、新しい仮説民基

づいている。マヤ文明調査旅行は、単lと研究対象

を広げたのみでなく、同行した米国地質学者との

サン・アンドレアス断層共同研究へと進展してお

り、 1906年サンフランシスコ大地震で動いた断

層地得鉱物のESR年代は、強い関心を呼応、で、あ

ろう。文明を支え、発展させるのは、人々の日々

の活動、努力の積み重ね以外ないだろう。私達の

ESR年代測定も、核融合炉研究と銘うった材料

中の水素主主散研究も、その方向に向けたひとつの

小さな石になる乙とを願って止まない。あのマヤ

文明のピラミッドが、石の積み重ねで日本に出現

する ζ とを望み、日々の活動に対する山田科学振

興財団の大きな寄与を期待している。

1) メキシコ、グアテマラ(ブルーガイド海外版

6 )、実業之日本社。

2) 世界最後の謎一一失われた文明を求めて

リーダース・ダイジェスト社

3) Maria S ten，“ codices of Mexico" 

EDICIONES LARA， S， A， (1978). 

を参考にしました。
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111 叫仙 ~"~Ir山Inn齢 、山田科学振興財団設立 5周年記念の集い。速報…働h叩

昭和57年 2月25日は本財団の設立満 5周年自に当りますので、標記の集いを開催いたしました。

と き: 昭和57年 2月20日同開会 14:00 

と乙ろ: 大阪コクサイホテル(大阪市東区内本町橋詰町)

参加者: 195名 主務官庁、大学、学術団体、財団、新開放送関係、援助した研究者、現・旧財

団関係者418名に招待状を発信

次第: 挨 拶 理事長 永 宮 健 夫

業 績の紹介 専務理事 J11 俊 太 郎

財団へ贈る言葉

研究助成法人への期待 文部省学術国際局 力日 藤 義 行

日本人の創造性 日本学術会議会長 伏 見 康 治

医学から医科学へ 大阪大学 学長 山 ホオ 雄

言鐘 演

フロンティア電子と私 京都大学 教授 福 井 謙

我邦の科学技術の将来を考える 理 事 江 崎 玲於奈

懇 親 ~ 挨 拶 顧 間 仁 田 勇

!! 顔 問 吉 識 雅 夫

乾杯挨拶 第 l回短期間被派遣者 米 沢 富美子

散会 20:00 
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日…… ……叫叫一時山田コンファレンス速報 一叩…・叩叩一一…一

山田コンファレンス V ・点欠陥国際会議を終えて

山田コンファレンス Vとして、金属の点欠陥R.

関する国際会議が 1981年11月16日(月)から20日(金)

までの 5日間、当財団の主催のもとに、京都市岡

崎の京都会館で開催された。会議の正式の名称は、

Y乱madaConference V on Point Defects 

and Defect Inもeractions in Metalsである。

点欠陥とは結晶における原子的欠陥を意味し、

金属および合金の特性を支配する固体内反応の主

要な部分は、点欠陥の相互作用を素過程としてい

る。点欠陥に関する国際会議は、定期的ではなく

その都度トピックスを掲げて、過去数回各国で開

催されたが、乙の分野でのわが国の顕著な活動に

対する国際的評価を反映して、日本での会議の開

催が強く要望されてきたが、当財団Iとより山田コ

ンファレンスVとして取り上げられたものである。

会議への参加者数は、当初の予想をはるかに超

えて200名余りとなり、とくに海外からは西独の

32名を筆頭に、仏15名、米12名、英 6名ほか、 11

ヶ国から合せて80名の第一線研究者を迎える盛況

となった。乙の会議は独立したものでサテライト

ではなく、しかも旅費の援助は極く限られた人数

に対してしか行われなかったことを合せ考えると、

乙の会議に対する諸外国とくにヨーロッパの熱意

が感じとれる。

論文発表の申込数は275篇に達したが、この会

議では各論文聞の強い相互作用のためにパラレル

京都大学 高村仁

-セッションを設けず、全員が一会場で討論する

形式をとり、また今回はポスター・セッションで

も十分な討論が行われるような種々の工夫がなさ

れたために、プログラム委員会で約30%の論文を

却下するという厳選となった。結局、プレナリイ

-セッションへの採択は65篇、ポスター・セッシ

ョンは 2時間宛3回、あわせて135篇で、プログ

ラムが編成された。内容については、別の機会lζ

詳しく触れるが、イリノイ大学のKoehler教授の

「点欠陥に関する未解決の諸問題 JIとはじまり、

Schill ing教授らの「今後の課題 JK至るまで、

3回の夜のセッションをも含めて、随所に活発な

討論が展開され、会議を最後まで盛り上げた。こ

れらの討論は、プロシーディングスの中lと記録と

して組み込む乙とが予定されており、東大出版会

から 1982年の夏頃に約 1，000頁の単行書として

刊行される乙とになっている。

示宮理 事 長
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Banquetの夕べには、当財団から永宮健夫理事 の方々、京大・阪大の学生諸君、とくに会議事務

長がと出席下さり、財団設立の趣旨、構成および 局秘書室の岸洋子氏らの献身的なと尽力なくして

その活動についての主催者としてのご挨拶があり は、この会議が称賛をうけることはなかったであ

当財団の多面的な自然科学への寄与に関して、同 ろう乙とを銘記[ノて、お礼の言葉としたい。

伴者を含めた約250名の参会者iζ深い感銘を与え

た。とくに、外国からの参加者の人たちは、この

ような基礎科学の国際会議を援助する財団の存在

に羨望を禁じ得ないという ζ とを、繰り返し強調

していた乙とが印象的である。このことは、

Yaroada Conferenceという大変発音しやすい、

手紙などにも簡潔に書ける親しみ易い名前とも相

倹って、当財団の一つの誇りともなる伝統的活動

K成長してゆくのではないかとさえ感じられた。

乙の中間報告を終えるに当り、山田科学振興財

団のc援助に対し衷心より謝意を表すると共花、

小川俊太郎専務理事はじめ財団事務局員の適切な

C助言に深く感謝を表する。また、会議の裏方を

つとめて下さった万波通彦委員長はじめ実務委員

山田コンファレンスV 組織委員

高村仁一(京都大学教授，工学部)

堂山昌男(東京大学教授，工学部)

桐谷道雄(大阪大学助教授，基礎工学部)

高村組織委員

記念撮影
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日 附・叫1111...."日ト即時昭和56"""57年度招へい・派遣及び集会援助一覧表…h 恥州内恥骨吋

( 56. 10以降決定分)

短期間招へい(57年度15件)

コード
申請者 被招へい者 目 的 実施年月

番号

大阪大学
デンマーク・

原子核の手法による超微細構造相互作82 
Aahus大学 57/7 2005 南園忠則 B. 1. Deutch 用

東京大学
アメリカ・

化学結合と電子分布、低次元電導体、82 
ニューヨーク州立大学 57/8 2006 細谷資明 P. Coppens 結晶構造と物性

東京大学
ハンガリー ・ 中性子スピンエコーと中性子スペクト

82 
中央物理研究所他 Jレ変調法との比較検討に関する協同研 57/7 2009 伊藤雄而 F. Mezei 究

京都大学
アメリカ・ Microscopic Theory of Nuclear 

82 
ノートルダム大学 Collective Motion and its 5717 

2013 玉垣良三 E.R. }，仏rshalek Couplcinlεe wi th Individual 
Pa:rticles 

循環君鮪センター
アメリカ・

サルを用いた動脈硬化の実験動物モデ82 
Wake Foresも大学 58/1 

2016 山 本 章 T. B. Clarkson Jレ

京都大学'
フランス・

82 
国立高分子研究所他 中性子散舌しによる高分子の研究 57/10 

2024 中島章夫
E王Benoit

大阪市立大学
フィンランド・

82 
ヘルシンキ工科大学 超流動3Heの研究他 57/5 

2025 信貴豊一 郎 o. V. Lo団施smaa

西ドイツ・フリッツ・
電子線の回折効果を用いた結晶表面構82 名古屋大学

ハーパー研究所 57/10 
2026 一宮彪彦

神戸恭三郎 造の研究

82 学習院大学
アメリカ・ベル研究所

確率過程論の方法?とよる場の量子論と 57/4 
2027 江沢 洋 J. R. Klauder 統計力学

大阪大学
アメリカ・ブルックへ

82 
グン国立研究所 核のバンド構造と集団運動 57/7 

2030 池上栄 胤 G. S. Goldhaber 
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コード
申請者 被招へい者 自 的 実施年月

番 号

82 東北大学
アメリカ・

コーネル大学 凝縮系のソリトンに関する研究 57/7 
2031 堀江 忠 児

J. A. Krumhans 1 

82 東京大学
スイス・ CERN

高エネルギー原子核・原子核衝突によ
57/4 

2033 中井浩二 W. William J. る素粒子・原子核物理

82 大阪大学
イギリス・University シンクロトロン放射光を利用した回折

2034 三井利夫
Medical School 実験における高速X線検出器および光 57/4 
A. R. Faruqi 学系iζ関する情報交換

82 京都大学
アメリカ・ノースカロ

量子化学における
ライナ大学 57/5 

2035 米津貞次郎
R. G. Parr density functional theoryの新展開

82 東京大学
アメリカ・ノースウェ

結品表面の原子構造と電子状態の非経

2036 菅 野 暁
スタン大学 57/9 
A. J. Freeman 験的決定

長期間招へい(57年度 l件)

コード
申請者

番号
被招へい者 目 的 期間

82 
岡崎・ 中華人民共和国・

3010 
分子科学研究所 中国科学院化学研究所

有機半導体の光伝導並び?と光電子分光
57/4 ~ 

井 口洋夫 陳 尚 賢
法による研究

58/3 
11ヶ月

短期間派遣(56年度12件、 57年度21件)

コード
被派遣者 目 的 渡航先 実施年月

番 号

81 
岡崎・

基礎生物学研究所 第9回国際比較内分泌学シンポジウム 香 港 56/12 
4236 

金谷晴夫

81 
岡崎・ アカパンカビ生物時計を制御する光受

基礎生物学研究所 ア メ カ 57/2 
4240 

中島 秀 明
容系の生化学的研究

81 大阪大学
「配向不整結晶」ゴードン会議 カ 57/1 

4241 千原秀昭
ア メ
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コード 被派遣 者 目 的
番号

渡航先 実施年月

81 名古屋大学
銀河系中心部lと関するワークショップ他

4243 福井康雄
ア メ カ 57/ 1 

81 名古星大学
銀河系中心部に関するワークショップ他

4245 松 本敏雄
ア メ カ 57/ 1 

81 京都大学
王立協会講演会

4247 藤 永太一郎
イ ギ ス 56/12 

81 大阪大学

4248 殿村雄治
クロスブリッヂ会議 ア メ カ 56/11 

81 京都大学 結晶円分子の姿勢の乱れに関するゴード

4249 山本常 信 ン会議
ア メ カ 57/ 1 

81 
岡崎・

4255 
分子科学研究所 第9回分子構造オースチンシンポジウム ア メ カ 57/ 2 
庚 国策治

81 北海道大学
アメリカ化学会局分子シンポジウム

4256 須員新太郎
ア メ カ 57/ 3 

81 大阪大学 液晶及び秩序流体に関する第4回国際シ

4258 但線 道 夫 ンポジウム
ア メ カ 57/ 3 

81 東京大学
発展における物理の役割

4264 有馬朗人
ノてングラディシュ 57/ 1 

82 東京大学
非平衡系の統計力学集中講義

4001 鈴木 増 雄
中華人民共和国 57/ 4 

82 京都大学

4003 山本 喜 則
アメリカ化学会第14田中央地区大会 ア メ カ 57/ 6 

82 京都大学
小角中性子散乱法を用いたブロック共重

4010 長谷川博一
合体中の鎖のコンホメーションlζ関する ア メ カ 57/ 4 
研究
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コード
被派遣者 自 的 渡航先 実施年月

番号

82 東京大学 「宇宙空間天文学のための先進技術 JI<:::
ダ 57/5 

4014 小平桂一 関するシンポジウム
カ ナ

82 京都大学 第47回コールドスプリングハーパー・シ
57/5 

4018 
ア メ カ

柳田充弘 ンポジウム iDNAの構造」

82 大阪大学
斑.F.アター記念シンポジウム 57/5 ア メ カ

4019 倉橋 潔

82 京都大学 赤道域中層大気観測と中層大気レーダ E

カ 57/5 
4022 深尾昌一郎 に関する研究集会

ア メ

82 東京大学
1982年プラズマ物理国際会議 スウェーデン 57/6 

4024 一丸節夫

82 東北大学
第 7回国際動植物細菌毒素会議 オーストラリア 57/6 

4030 田 宮 信 雄
他

82 東京大学
多重発生国際シンポジウム 他 57/6 

4032 永宮正治
オ フ ン ダ

他

82 京都大学
RNAのプロセシング カ 57/5 

4033 志村令郎
ア メ

82 名古屋大学 界面活性剤の溶液挙動に関する国際シン
スウェーデン 57/6 

4038 池 田 勝 一 ポジウム

82 東京大学 International Conf. on Neutrino 
ハンガリー 57/6 

4039 山 崎 敏 光 and Astrophysics 他
他

82 遺伝学研究所
第3回マウス分子遺伝学ワークショップ 西 ドイ 57/6 、y

4044 森脇和郎

82 東北大学 高度な中性子源lζ関する国際協力第6国
カ 57/6 

4048 
ア メ

神木正史 集会

。，
U



コ m ド
被派遣者 自 的 渡航先 実施年月

番号

82 京都大学 第 7回コ ールドスプリング
ア メ カ 57/6 

4049 池村淑 道 ハーパーシンポジ ウム

82 九州大学
第4回チトクロ ーム P-450国際会議 フィンランド 57/6 

4051 大村恒雄

82 東京大学
第4回国際精子学シンポジウム他 フ フ ン ス 57/6 

4056 毛利 秀 雄
他

82 東京大学 Workshop on the Chemical Role 
ア メ カ 57/6 

4057 栗 田 敬 。fWater in Crustal Deformation 

82 大阪大学 Varenna Conference on Nuclear 
イ タ 57/6 ア

4069 江尻宏泰 Reaction Mechanism 他

82 東京大学
光形態形成国際シンポジウム カ ナ ダ 57/6 

4096 古谷 雅 樹

長期間派遣(57年度7件)

コF ド
被派遣者 自 的 渡航先 期 間

番号

57/4 -82 名古屋市立大学
ミオシン S-1の分子内構造の研究 ア メ カ 57/8 

5004 保 住 哲 5ケ月

57/4 -
82 京都大学

ロイコトリエンの研究 スウェーデン 59/3 
5006 清水孝雄 2ケ年

57/4 -82 京都大学 A Theory of Hippocampus 
オ フ ン ダ 58/3 

5021 大塩達一郎 -Learning 姐.dMemory一 1ケ年

57/5 -
82 東京大学

銀河の定量解析 カ ナ ダ 58/4 
5026 演部 勝 1ヶ年

Turbulence 叩 dSin思11乱ri ty of 57/9 -
82 京都大学

イ ギ ス 58/8 
5028 木田重雄 Navier -S tokes Equation 1ヶ年
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コード
被派遣者 回

番号
的 渡航先 実施年月

82 徳島大学 ウィルスの細胞内侵入機構についての研
57/4 ~ 

5036 小山 一 究
ア メ カ 58/3 

1ヶ年

82 国立武蔵療養所
57/4 ~ 

5037 長谷川孝幸
フィブロネクチンの生化学的研究 ア メ カ 58/3 

1ヶ年
'--

学術交流集会(57年度9件)

コード 主催責任者 集 メ~ メ~ 期 開催地
番 号

82 京都大学
原子核lζ於る集団運動状態の微視的理論

57. 7/12 
京都市6001 牧 二郎 ~ 7/16 

82 大阪大学 新しいタイプの秩序相への相転移lζ関す 57. 9/11 
京都市6002 長谷田泰一郎 る国際集会 ~9/13 

82 京都大学
有機合成化学の展望

57. 8/28 
京都市6005 野崎 一 ~ 8/30 

82 帝塚山大学
ゲージ理論と重力

57. 8/20 
奈良市6007 内 山龍雄 ~8/24 

82 大阪大学
強磁場磁気国際シンポジウム

57. 9/13 
大阪市6008 伊達宗行 ~ 9/14 

82 大阪大学
第2回日英生化学会合同シンポジウム

57. 10/10 
大阪市6012 佐藤 了 ~ 10/13 

82 京都大学 57. 8/17 
6016 吉田善一

第2回国際有機化学京都会議
~ 8/20 

京都市

82 京都大学 遷移金属合金における磁気弾性効果に関 57. 9/15 
岐阜市6017 中村陽二 する国際シンポジウム ~9/l6 

82 大阪大学 山田科学振興財団設立5周年記念集会 57. 8/26 
神戸市

6018 岡 田 善 雄 細胞工学シンポジウム ~8/28 
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81-2008 

被招へい者

S ir Hans L. Kornberg 

Sir William Dunn 

Professor of Biochemistry， Univers i ty 

of Oxford 

Grea t Br i tain 

申 請者 東北大学 田 宮 信 雄

受入責任者 東北大学 田宮信雄

目的及び成果 たが、 9月 28日(月〉には予定通り同教授の最

仙台において第 54回 近の研究課題"大腸菌における炭水化物輸送の調

日本生化学会大会が行わ 節"について特別講演を行い、講演後の質疑応答

れるに当り、招待講演を も含め、日本の生化学者に強い印象を残した。古

依頼する人物を考え、組 くからの問題に新しいアプローチの方法を導入し、

織委員会等で相談の結果、 独自の考え方で自身の問題にねばり強くとり組む

ケンブリッジ大学のH.L.

Kornberg教授を招きた

いとの結論に達した。そ

こで田宮が菊地吾郎会頭の依頼を受旬、直接の交

渉に当った。幸いKornberg教授の快諾を得たの

で、山田科学振興財団に招へし、援助を御願いした

次第である。

田宮は 19 5 5年オックスフォード大学生化学

教室、 H.A.Krebs教授の下Iζ留学した際Kor-

nberg教授(当時は若い研究員であった)と知り

合い、以来親しくして来た。当時Kornberg教

授はアメリカ留学から帰国し、アメリカで修得し

て来た技術をもって"グリオキシレート・サイク

ル"の機構解明中であった。

グリオキシレート・サイクルの発見lとより一躍

名をなした Kornbergは間もなく教授として実験

室を主宰する地位を与えられ、現在では英国にお

いて最も伝統ゐるケンブリッジ大学の生化学教授、

ナイトの称号を得るなど最高の地位についている .. 

今回の来日は 9月 23日ロンドン発、 10月 3

自には同地i乙帰らねばならない忙しいものであっ

姿勢は大いに見習うべきものと感じた。

滞日期間が短かかったたための制限はあったが、

それでも教授の報告書にあるように多くの方々と

旧交を温め又最近の情報を交換して、訪日の効果

を挙げた。又駐日英国大使とは仙台と東京の二度

にわたって会談する機会があったので、今後の日

英交流促進にも効果があったと信じる。

ζれも馳け足ではあったが、山形大坪井教授の

協力を得て松島・又蔵王の一部を観光し、又生化

学会の懇親会にお招きして多くの会員、若い参加

者と話し合う機会もあった。

なお航空券の手配、ホテル(仙台を除く〉の手

配など、すべてKonberg教授にお任せしたので、

山田科学振興財団よりの御援助金はそのまま教授

に渡した。来日の前から予算など、すべて連絡済

みであったので、 Kornberg教授側も非常にやり

易かったと感謝8れた。

山田科学振興財団の御援助により、第 54回日

本生化学会がKornberg教授の参加を得、一層意

義のあるものになり得たことを心から感謝する。
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1.工 flewfrom London to Tokyo on Wednesday 23 September and 

arrived on Thursday 24 September in the af1:ernoon. 工 took

the bus to the Tokyo Airlines Terminal where 1 was delighted 

to meet Professor Yoshito Kaziro， who had ve巧T kindly travelled 

there to greet me. 

2. Having recovered from the jet lag occasioned by the fl~ght ， 

工waspleased to meet Professor Kaziro again the next day and 

to accompany him to his Institute in the Tokyo Medical School. 

1 delivered a seminar on 'Genetical approaches to the study of 

carbohydrate transport' at 4 p.m. that afternoon. 

3. On Saturday 26 September， 1 had the pleasure of being enter-

tained to lunch by Professor Setsuro Ebashi， For.Mem.R.S. and 

explored scientific matters 0王mutualinterest. 

4. On Sunday 27， 1 met Professor Kaziro at the Tokyo Monorail 

Station and accompanied him on the flight to Sendai; 工 had

the pleasure of meeting Pro王essors工mahoriand Yoshukawa at 

the Airport and thus made my first contact with the Japanese 

Biochemical Society. Mrs. Tamiya had kindly travelled to 

Sendai Airport to greet us and to transport us to the Sendai 

Tokyu Hot'el， where we were staying. On our arrival we were 

warm工ygreeted by the Congress President， Professor Goro 
Kikuchi and the Professor of Biochemistry in the Faculty of 

Science of the University of Sendai， Professor Nobuo Tamiya. 

We had the opportunity of meeting other participants of the 

Congress at an in王ormalmixer that evening. 

5. On Monday 28 September， the Congress was official1y opened by 

Professor Ikuo Yamashina of Kyoto University， the President 

of the Japanese Biochemical Society， and Professor Kikuchi， 

who acted as local host. These official proceedings were 
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fo11owed by my p1enary 1ecture on 'Regu1ation of carbohydrate 

transport in Escherichia coli'; this a1so marked the first 

1ecture of the 54th Annua1 Meeting of the Japanese Biochemica1 

Society and was fo11owed by over 1700 further papers and 

1ectures， as we11 as some poster presentations. This intensive 

programme， spread over the remainder of the week， testifies to 

the vigorous research effort in biochemistry anc1 mo1ecu1ar 

bio1ogy that is so characteristic of the Japanese scientific 

scene. 

6. On 28 September，工 wasprivi1eged to be a guest at a 1uncheon 

meeting of Tohoku Japan-British Society (President: Professor 

Nobuo Tamiya) at which H.E. the British Ambassador and Lady 

Cortazzi were a1so present. 工twas a particu1ar p1easure for 

me to meet Japanese co11eagues who had spent time in the UK in 

scho1ar1y work and who had retained affectionate memories of 

those 1inks. 1n a brief after-1unch speech，工 wasab1e not 

on1y to express my thanks for the hospita1ity received but 

a1so to assure my audience that their co11eagues in British 

universities wou1d great1y we1come a strengthening of ties 

with Japanese friends and that mechanisms a1ready existed for 

increasing the f10w of scho1ars between our two countries. It 

is our earnest hope that this wi11 increase in future. 

7. Tuesday， 29 September， started off we11 with a working break-

fast with Professor Kasuo Kagawa， who is both a persona1 

friend and scientific co11eague and is at present the host of 

a member of my Department who is working with him at Jichi 

Medica1 Schoo1 for a year. 工wasab1e 1ater during that day 

to enjoy two exce11ent 1ectures by Professor D. Shemin 

(North Western University) and Dr. H.G. Wood (Case Western 

Reserve University) who， like me， were guests of the Japanese 

Biochemica1 Society at the Congress. 
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8. An event particular1y memorab1e for us followed Professor 

Wood's lecture and the General Assembly of the Japanese 

Biochemical Society: all 3 of us received the honour of 

induction into Honorary Membership of the Japanese Biochemical 

Society. This rare distinction is one we greatly prize. 

9. The evening of 29 September was marked by a reception for 

the members of the Congress， held at the Sendai Tokyu Hote1， 

at which 1 was afforded the opportunity of meeting numerous 

Japanese colleagues whom 1 had met during my previous visit 

to Japan (March 1978) and/or 1 had come to know through 

correspondence. 工particularlyvalued the opportunity of 

meeting again colleagues from Kyoto (particularly Professor 

Osamu Hayaishi， and Professors Hirohiko Katsuki and Katsura 

工zui) as well as nuroero田 colleaguesfrom Osaka， Tokyo， 

Hiroshima， Sapporo and other Institutes of higher 1earning 

too numerous to mention. If 1 may here record a purely 

personal remark it is to regret that時Tknow1edge of 

Japanese 'was woefully inadequate and was put to shame by the 

universally high standard of English spoken by all with whom 

1 came into contact. 

10. On Wednesday 30 September and Thursday 1 October工hadthe 

pleasure of meeting colleagues at informal and largely 

social excursions; this combined the opportunity of exchang-

ing ideas with my first visit to the beautiful countryside 

in the vicinity of Sendai. Professor Tsuboi was host and 

guide to a nurober of us， visiting the Matsushima region on 

the Wednesday; Professor Tamiya very kindly gave me the 

pleasure of his coropany on the following day and showed me 

the roountaino国 areaand some of the rural activities to the 

west of Sendai. 
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11. That evening， Professor Kikuchi gracious1y entertained the 

foreign guests of the Japanese Biochemica1 Society to dinner 

at the Japanese Restaurant Yaokume. 

12. On Friday 2 October Professor Tamiya gracious1y brought me 

to Sendai Airport to begin the return journey to the UK. 

Having the opportunity to stay in Tokyo for 10 hours， 1 

a1so ca1led on the British Er由assyin order to have a detai1ed 

discussion on rnatters of science policy with the First 

Secretary (Dr. Michael D. Rogers) and Science Counsellor 

(Dr. F. Graharn Marsha1l); 1 also paid a courtesy cal1 on 

H.E. the Arnbassador. These activities usefu11y occupied the 

time before my plane left for London， which 1 reached on 

Saturday 3 October in good time to attend a luncheon meeting 

in Cambridge. 

Although rny visit was inevitably rather rushed 1 value 

enorrnously the opportunity it gave rne to attend the meeting 

of the Japanese Biochemical Society and thus to obtain a 

view of current biochernical activities in Japan. 工 va1ue

equally the informal contacts with Japanese colleagues which 

this visit afforded me and am already exploring new avenues 

of scientific research that were opened up in the course of 

discussions of scientific problems of mutual interest. And， 

lastly，工 wishto record my sincere gratitude for the gracious 

hospitality that was accorded to me by Japanese friends， 

such as Professor Nobuo Tamiya， and for the generous support 

of the Yamada Science Foundation that made my visit possible. 
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81-2011 

被招へい者

G. A. S omor jai 

Department of Chemistry 

Universi ty of California， Berkley. 

U. S.A. 

目的及び成果

ソモルジャイ教授は、

9月3日夜成田空港に到

着し東京lζて宿泊し、 9

月 13日午後成田空港よ

り離目されるまで 11日

間、文字通り超人的とも

言える過密スケジュール

をこなして精力的に活動

された。 ζの閥、教授は我々をはじめ、東京地区、

北海道地区、筑波地区、関西地区における触媒科

学ならびに表面科学の研究者に、教授および教授

の研究室のメンバーにより永年にわたり積み重ね

られた研究成果を独特の説得力のある話術を交え

て講演され、多大の感銘を与えた。その内容はい

わゆる Clean S urface アプローチによる触媒作

用の本質の解明についてであったが、現実の触媒

における劣化、被毒、添加物効果などをも考慮lζ

入れた体系的なものであり、また、常lζ新しい方

向を固ました，意欲的かつ魅力に富んだものであっ

た。

一方、教授にとって、今回の来日は 4年ぶり通

算 3度目のものであったが、日本の社会の急成長

と学術研究機関の充実握り、特K若い世代の研究

者の著るしい成度とが強く印象に残った様子であ

f"  
て〉十、。

以下、教授の滞日中の経過を報告する。別表lと

滞日中の経過の概要を示した。 9月3日来日の翌

日Kは、早速、早稲田大学理工学部市ノ川教授と

超高真空 SEMとその表面科学的応用について討

論を行なった。また、その夕刻には羽田より札幌

に向かった。 9月5日、北海道大学では第一回の

講演 "THE SURFACE SCIENCE OF 

HETEROGENEOUS CATALYSIS"を行ない、

その後同大学触媒研究所、工学部、応用電気研究

申請者 東 京 大 学 田 丸 謙

受入責任者 東京大学 田 丸 謙

所のメンバーと討論し、その一部を見学した。

9月7日には東京工業大学理学部において吠 THE

ACTIVITY OF CARBON AND METAL 

MONOLAYERS ON PLATINUM FOR 

HYDROCARBON CONVERSION. THE 

BUILDING OF NEW METAL CATAL-

YSTS. "の講演を行ない、その後、触媒学会関

東支部のメンバーならびに東工大安感研究室のメ

ンバーと討論を行なった。

9月8自には“ STUDY OF THE STRU-

CTURE OF ADSORBED MOLECULES 

ON SOLID SURFACES BY HIGR RE-

SOLUTION ELECTRON LOSS SPECT-

ROSCOPY AND LEED“の講演をした後、東

京大学理学部田丸研究室と同生産技術研究所の二

瓶研究室、本間研究室を訪問し、討論を行なった。

9月9自には、筑波研究学園都市の関連した研

究者を集めて、研究交流センターにおいて"THE

ATOMIC SCALE INGREDIENTS OF 

HETEROGENEOUS CATALYSIS"の講演を

行伝った。 ζの前後IL同地区の筑波大学物質工学

系、化学技術研究所基礎化学部、同工業触媒部、

伝どぞ見学し、さらに電総研、無機材研の研究者

とも討論した。

9月10日には午前の新幹線で京都経由びわ湖

KBSセンターに行き、日本学術振興会第 141委

員会主催の特別講演会に出席し、 "SURFACE 

MONOLAYER ANALYSIS BY ELECTR-

ON SCATTERING AND EMISSION>>と

題する講演を行ない、その後、同委員会のメンバ

ーと討論した。 同夜はびわ湖畔のホテルlと宿泊

し、その翌日比は、京都Kてショッピングを主体

とした一日を送り、来日以来初めてくつろいだ一

日を過ごされた。

9月 12日lとは、京大会館において開催されて
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いたトレースキャラクタリゼーションのための分

光分析化学に関するシンポジウムに出席し、

“NEW TECHNIQUES AND RECENT 

TRENDS IN SURFACE CHARACTERI-

ZAT ION "と題した講演を行なった"シンポジ

ウム出席者との討論を行とよった後、休(J間もなく

東京iζ向かった。東京で一泊された後、教授は、

9月 13日午後の便にて成田空港より離日された

のである。

以上述べたように、ソモ Jレジャイ教授は、来日

の直前、アメリカ本国の科学行政(予算)関係の

役割を果たす必要上、日本における滞在日程を短

縮せざるを得ないという事態にもかかわらず、誠

lと使命感とも言うべき熱意を持って日本各地を訪

問され、正味 9日間の滞在中に 8ケ所(地区)を

訪問し、 6回の講演を行なった。乙の間lζ教授と

接し、討論することのできた日本人研究者は、

5 0 0名以上に達すると忠われる。今回は特に、

日本の若い研究者と接する機会が比較的多く、乙

の人々に多くの示唆と刺激を与えたと思われる点

が特筆すべき成果のーっと言えよう。

報告を終えるにめたって、乙とに貫財団の貴重

なと援助に対し心から厚くお礼申し上げる次第で

ある。

ソモ Jレジャイ教授 滞日経過

昭和 56年

9月3日 成田空港着

4日討論 東京

5日講演(1)と討論 北海道大学

6日 歓迎会 東京

7日 講演(2)と討論 東京工業大学

8日 講演(3)と討論 東京大学生産技術研

究所

東京大学理学部

9日 講演(4)と討論 工業技術院・化学技

術研究所

筑波大学

10日 講演(5)と討論 KBSびわ湖センター

11日 休養 京都

12日 講演(6)と討論 京大会館

13日 成田空港より離日

81-2012 

被招へい者

鈴木邦彦

Albert Einstein College of Medicine， 

1300 Morris Park Ave. Bronx，N. Y. 

10461， U. S.A. 

目的及び成果

在日日程

9月 13日(日) JAL# 

4 2 21ζて東京着

1 6日体) 大津市へ

1 7日休) 医師、教師、

身体障害者の家族等を前

lと、"精神発達遅滞の医

学"と題し講演を行った。

ζの講演は国際障害者年にち t，I.み、 Organizing

Committee for the Biwak.o ~戸npos山n( 湘太

郎教授、滋賀大学)の主催に係る。

申請者 東京大学山川民夫

受入責任者 東京大学山川民夫

1 8日(金) Biwako Symposium on Glycolipid 

kて、針。 LarsSvennerholm (Gδtbor広， Swed-

en)とともに座長を務めた。また、..The twi t-

cher; a newly discovered authentic mouse 

model of a human sphingolipidosis "の講演

を行った。

1 9日同 .. International Symposium on 

Leukodystrophies and Allied Diseases "日本

神経病理学会主催(米沢教授、京都府立医大)1と

出席。

2 0日(日) 周シンポジウムの白質変性症のセッ

ションにて、宮武正教授(新潟大)とともに座長
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を務めた o "The twitcher;An enzymatically 

authentic murine rnodel of hurnan genetic 

leukodystrophy "の講演を行った。

2 1 日(日)~ 2 5日(剣東京にもどり、..Inte-

rnational Symposiurn on G1ycoconjugates " 

(都市センター)Iζ出席。

2 9日(刈 日大・小児科(北川教授)にて

" Biochernis try of Adrenoleukodystrophy "と

題し、セミナーを行った。

1 0月 1日休) 慶応大学・生理学教室(塚田裕

三教授)Iとて、 " The twi tcher ; An阻then-

tic anirnal rnodel of h田 n姐 geneticsphin吾

01 ipidosis "と題しセミナーを行う。同日夕方、

日本医学研究振興会主催で日本の生化学の指導的

立場にある方々、文教行政担当者等とともに座談

会を行った。

2日(金) 慈恵医大にて行われた..Internatio-

nal Conference on Recent Advance inぬuro

10gy "にて、 "Cornparison of globoid cell 

leukodys trophy in three rnarnrnal ian species" 

と題し講演を行った。他の講演者は、 Dr.Nicole 

Baurnann CHopita1 de la Salpetriere， Paris)， 

Dr. Robert Ledeen (Albert Einstein College 

of Medicine， New York)， 鈴木義之博士(東

大、医)、衛藤義勝簿士(慈恵医大)らであった。

5日伺) 新潟着

6日(刈 新潟大・医学部・脳研(宮武正教授，

生田房弘教授 )Kて..Biochernistry of Adre -

noleukodys trophy "と題し、セミナーを行った。

7日休) 松本市へ。同演題lζて、 j言州大学・医

学部lとてセミナーを行った。

8日(木) 聞大にて、問 Theadul t forrn of 

GMl gang1iosidosis "と題しコンファレンスを

行った。

9日t金) 東京へ。都老研にて"The Tw i tcher; 

An enzymatically authentic murine mode1 of 

a hurnan genetic leukodys trophy "と題しセミ

ナーを行った。

1 2日(月) 自治医大へ。小児科、神経内科にて

" Biochemistry of Adrenoleukodystrophy "と

題してセミナーを行った。

1 3日(刈東京へ。

1 4自体) JAL# 006にてニューヨークへ。

印象記 鈴木邦彦

私は日本で教育を受けたし、各地に友人も多い。

しかし、 20年以上も前、日本の研究室で働くこ

ともないまま渡米した私にとって、日本の生化学

の現況に直接触れることは得がたい体験であった。

また、この間4つの国際会議K出席し、各地の大

学のセミナー、さらには非公式の場でのディスカ

ッションを通じて、数多くの研究者と親交を結ぶ

ことができたのは意義深く楽しいことであった。

以下に日本で過した 1カ月聞に感じたことを述べ

てみたい。

糖脂質と複合糖質に関する 2つの国際シンポジ

ウムを通じて、日本の研究者はこの領域において

世界的レベルに達しているのみとfらず、指導的立

場にすらあるとの印象を深めた。東京大学の山川

民夫教授を初めとして、この分野で先駆的役割を

はたした人々がおり、また彼らの指導を受けた若

い人々も数多い。彼らが将来にわたって先駆的役割

をはたしつづけることを希望してやまない。他方、

臼質変性症に関する国際シンポジウムに於ては、

医学研究の領域によっては、日本と世界のレベル

の聞はかなりの差があるという事実を痛感せぎる

を得なかった。中lとは「前世紀の遺物」の如き演

題もあった。現代のような世界的情報化社会にあ

って、"本邦初の"という云いわけはまったく無

意味なものである。あまりに辛練な批判に聞こえる

かもしれないが、私の偽わらぎる印象である。し

かし、国際会議への参加者もふえており、 ζれら

のギャップも遠からず埋められるものと信じてい

る。

1 0余りの医学部や研究所を訪れたが、研究環

境が、とりわけ設備に関して着実に良〈なってき

ているとの印象を持った。しかし、人を雇うため

の予算がないとの不満を耳lとすることが多かった。

研究施設聞の設備の不公平も著しく、皮肉なこと

に実績のある著名な研究所の中にも、建物も古く

スペースも十分で・なく不便を強いられている所も

あり、設備が旧式である場合もあった。他方、新

設の研究所の中には、スペースが十分確保された

立派な建物を持ち、よい機器を多くそなえている

所もあった。したがって、物質面ではアメリカの

-22-



平均的な生化学研究室よりかむり恵まれた所から、

かなり劣る所まで様々であった。しかし、現在ア

メリカでは研究費を含めて緊縮傾向にあるのに対

し、日本の研究者は概して楽観的であり、将来も

活躍が期待できるように思われる。このような設

備面での改善に加えて、日本人は伝統的lと勤勉で

あるから、生化学において今後も着実に前進しつ

づけるにちがいなL、。臨床上当面する諸問題の生

化学的研究に関しては、アメリカより日本のほう

が有望であるように思われる。 ζれは生化学者lζ

しめる比Dの比率がアメリカより高いためである。

今回山田科学振興財団の多大の御援助により、

数多くの研究者を訪ね親交を深めることができた。

乙のような招へい事業は、日本人研究者の海外

派遣事業とともに、日本と外国の料学者の交流に

多大の寄与をしている。私に研究所の訪問や講演、

日本人研究者との交流等の機会を与えて下さった

貴財団に深謝する。

81-2019 

被招へい宮

Jolm L. Cas t i 

School of Engi口eering • 

P r illceton Uni versi ty . 

Princeton. NJ 08541. U.S.A. 

目的及び成果

プリンストン大学工学

部教授ジョメ.キャスティ

氏は此度、山田科学振興

財団の招へい援助により、

9月 1日より 28日間来

日され、その問、京都を

皮切りに大阪・名古屋・

東京の各地を訪問、 6大

学で七つの特別講演をされ、またその他多くの討

論会に出席され、多大の成果を残して帰国された。

キャスティ氏は自動制御理論の諸分野、特lζ シ

ステム理論-最適制御理論・社会システムのモデ

リング及びその制御等、様々な分野に於て業積を

残されているが、今回の来日では同氏の現在の研

究テーマを反映して、次の三つの主題について講

演された。

1. 社会システムR於ける位相数学的方法

2. 非線形システム理論lと於ける最近の発展iζ

ついて

3. カタストロフ理論とシステム理論

ζのうち 1と3は相互に関連が深く、同氏が今

最も力を入れている分野である。一般に社会シス

テムP:::対するシステム理論的アプローチは、近年

申 請者 京都大学 布 )11 長

受入責任者 京都大学 上 田 頴

脚光を浴びつつあるとともに、また、種々雑多な

アプローチが混在しているところでもある。その

理由のーっとしては、多くの場合、このようなシ

ステム自身(例えば日本の経済モデjレ)がパラメ

ーター・構造等に不確定性を含むため、精密な取

り扱いが困難なことが挙げられよう。といって、

モデリングに余りに多くの仮定を持ち込むととは、

結果として出来上がったモテ、Jレに偏見を持ち込u'

ことになりかねない点、に難しさがある。キャスティ

氏はこのような事情に鑑み、対象の大まかな特徴

を数学的にとらえる乙とに重点、を置いたアプロー

チを試みている。そのため数学的手法としては、

カタストロフ理論に於ける特異点の分類等が主な

ものである。また乙のような手法の応用として、

同氏が実際に遭遇した例として、 12コの変数を

持つ系が最終的には 2変数の系に帰着される興味

深い実例も報告された。

講演会及び討論会はし、ずれも盛会であり、特lζ

上記のようなアプローチをとっている研究者が我

が固には皆無であるため、出席者の強い興味を喚

起したようである。その他非公式の討論会では、

無限次元系の実現理論・遅れ系の最適制御・線形

系の 2次最適制御の代数的理論等、キャスティ氏

の豊富な研究経験を生かして巾広いテーマが討論
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され、若手研究者への良い刺激になったものと恩

われる。

また今回の来日では我が国の自動制御研究のト

ップクツレープの人々とも巾広く会談注れ、国際研

究交流という点で大きな意義があったといえよう。

特に、同氏は現在プリンストン大学の他に、オー

ストリアに本部を置く 11ASA ( International 

Insti tute for Applied Systems Analysis)の

Professiona1 Aspec七s

定期的研究員であり、日本に於ける IIASAの代

表を務めておられる京都産業大学教授植木義一氏

と数回にわたって会談さオ1 今後の日本と IIASA

の一層密接な関係増進が計られることになったの

は、極めて意義深いことといえよう。

震後fC本招へい中御世話になった各大学の先生

方、及び本招へいを可能にされた山田科学振興財

団には深甚の謝意を表するものである。

Since this was my firs七 visitto Japan， i七 wasof specia1 

inteどestfor me 七omee七 withas many system and con七ど01

specia1ists as possib1e， in order七o fami1iarize myse1f with 

current ac七ivi七iesin Japan. 工n 七hisregard， my visi七 wasa 

comple七esuccess as工 had七heoppor七uni七y 七oexchange views 

with exper七sin Kyo七0， Osaka， Nagoya， Kanazawa and Tokyo. Of 

specia1 interes七 forme were七heconversa七ionswi七hDrs. Yamamo七0

(Kyoto Univ.)， Ma七suo (Nagoya Univ.) and Furu七a (Tokyo工ns七i七u七e

of Techno1ogy)， since their areas of specia1i七y are qui七e c10se 

七omy own， and i七 waspossib1e七o speak wi七h 七hemin some de七ail

about paど七icu1ar七echnica1issues in rea1iza七ion七heory， mode1-

ing and nonlinear sys七.em七heory.

工n addi七ionto七hesys七em七heoryac七ivi七yno ted above，七his

visit was very usefu1 in enab1工ngme to gain a broader view of 

Japanese research and deve10pmen七， in genera1. Of specia1 no七e

in this connection was a visi七 wi七h Dr. Ki七agawa， direc七orof 

the 工n七ernational工ns七l七1ユ七e for Advanced S七udyof Socia1 

工nforma七ionScience， a research organization suppor七edby 

Fuji七su， L七d. From my discussion wi七hDr. Ki七agawa，工 can

conc1ude七ha七 hisins七i七u七e and my own (工IASAin Vienna) have 

many areas of over1apping in七eres七七ha七 wep1an七oexp10re in 

七hecoming mon七hs.
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工naddi七ion七omy personal professional conversa七ionswi七h

con七rolengineer工ngspecialis七s，七hisvisit also enabled me七o

mee七 persona工ly (several七imes) wi七hmembers of七heJapanese 

commi七七eefor 工工ASA. Of special 工mpor七ancein 七hese'mee七ings

with Professors Sawaragi (Kyo七oSangyo Univ.)， Kaya (Univ. Tokyo) 

and Akashi (Kyo七oUniv.)， was七he七opicof new工IASAprojec七S

which would be of工n七eres七 forJapanese indus七ry. Af七era 

mutually produc七工veround of discussions， 工 am now able 七0

submi七 some defini七eproposals 七othe new 工工ASADirec七or.

Non-Professional Aspec七s

A good par七 ofmy七imeduring七his七ripwas spen七 inbecom-

ing more well acquainted wi七h the Japanese coun七ry，lleople and 

culture. 工nmany ways，七hiswas七hemos七 enjoyableaspec七 of

七hevisi七 forme， as 工 wasable七o gain a deeper unders七anding

of bo七h 七hesimilari七iesand differences be七weenJapan and七he

Wes七七hroughmany discussions and visi七s七oancien七 monumen七S

and 七emples. Unfortuna七ely， one mon七his far 七00 shoど七 to gain 

any re al unders七and工ngof any cul七ure， bu七 atleas七工 havenow 

gained a basis for fu七urevisits. 

Conclusions 

工 feel七ha七七heinves七men七 in七imeof one mon七h for七his

七rip七oJapan was one 七hathas paid tremendous dividends for me， 

both personally and professionally. 工n almos七 everyrespec七，

工 havebeen strongly impressed by the work工 haveseen in Japan 

and look forward七.0 a s七rongerin七erac七ionwi七hJapanese 

specialis七sin七he fu七Uどe，七heiど mu七ualvisi七s， join七 seminars

and 0七hercollabora七iveprojec七s.
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Le七 meconclude 七hisbrief repoど七 by thanking 七heYamada 

Science Foundation for making my visit possible. 工 onlyhope 

七ha七 i七 willbe possible foど O七herWeste工n scientis七sto make 

similaど visi七sin七hefu七uどe，七hereby establishing the basis 

for even strongeど professionaland personal con七acts in coming 

years. 

81-2022 

被招へい者

T. B. Massalski 

Dept. of Physics aod Metallurgy aod 

Materials Science 

Carnegie -Me 1100 Universi ty， 

Pittsburgh， Pa.， 15213，U.S.ム

目的及び成果

カーネギー・メロン大

学のマサルスキ ー教授は

「多元合金系における状

態図と諸物性の関連lζ関

する研究Jというテーマ

のもとに 8月20日から

9月3日まで山田科学振

興財団の援助により日本

氏滞在し研究活動を行った。その成果について報

告する。

第一の目的はASMとNBSの協力による合金状態

図の編集の件で、 ζのプロジェクトは単に開設図の編

集にとどま らず結晶構造および熱力学的データを

加え、種々の合金系lζ関してその分野の専門の学

者に編集を依頼し国際的な協力のもとに最も信頼

ある合金状態図の編集を意図するものである。マ

サルスキー教授は二元合金状態図編集プロジiク

トの編集責任者を務め、今回日本における状態図

の研究の現状について理解を深めさらにはこのプ

ロジェクトに参加出来る適任者を探すζ とを目的

申請者名古屋大学水谷宇一郎

受入責任者名古屋大学 水 谷 宇一郎

lζ来日した。 ζのために東北大学の西沢泰二教授

と多くの意見交換を行ない現在コバルト合金に関

する編集者を臼本の研究者から選ぶべく検討して

いる段階である。

第二の目的は乙の 8月 23日から 28日まで仙

台で聞かれた第4回液体急冷金属花関する国際会

議に出席し最近の研究成果を発表することであり、

特に熱力学的観点、から非品質合金の形成と状態図

との関連を明らかにする ζ とを試みた。非品質合

金の形成は過冷液体から結晶相が核生成し、成長

することが如何に困難かという点にかかっている

といえよう。液体状態から原子の再配列をほとん

ど行なうこととよくいわば組成不変の結品化が出来

れば kineticsの観点からもっとも容易に結晶化

出来るといえよう。 ζれに反して二相分離型I

の結品化は大変不利となりこのような場合十分急

速に冷却出来れば非晶質相が出来やすいζ とにな

る。単相の組成不変型結晶化をするかあるいは二

相分離裂の結晶化をするかの臨界混度を熱力学的

に評価し乙の温度 Toを用いて非晶質栢の形成能

を論じた。従来乙のようなアプローチを試みた例
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は少なくユニークな研究として大変注目を集めた。

後日、東北大学工学部および号豊橋技術科学大学で

も同様の講演を行ない高い評価を受けた。

第三の目的はこの来日の機会に日本の科学者と

学術交流を行なうことであった。申請者である名

古尾大学の水谷宇一郎助教授とは非晶質合金の電

子構造と電子輸送現象について多くの議論をした。

また将来の協同研究について検討した。仙台!L滞

在中には東北大学の増本健教授ならびに鈴木謙爾

教授と非晶質合金に関して議論する機会を得た。

増本研究室ではいくつかのユニークな液体急冷装

置を見る機会が与え られた。また名古墨大学にお

いては日本における状態図の研究等K関して岩間

義郎教授ならびに井村徹教授と多くの意見交換を

することが出来た。特lと井村教授は名古屋大学の

100万ボルト電子顕微鏡を使って観測した転位

の運動に関する映画を紹介し、 7サルスキー教授

に深い感銘を与えた。

以上のように短い滞日期間ではあったが、マサ

ルスキー教授は数多くの日本の研究者と精力的に

接触し、目的を十分に達成して帰国された。乙乙

に山田科学振興財団の援助lζ心より御礼申し上げ

る。

"studies concerning七hephase diagrams of alloys and七heir

rela七ionship七o various physical properties in mul七i-componen七

systems" . 

My s七ayin Japan， between August 20th and Sep七ember3rd， was 

made possible by七he financial suppor七 from七heYamada Science 

Founda七ion. The main reasons for my visi七 maybe divided in七O

three aspec七s.

Firs七ly，工 needed七o assess the present s七a七usof七hephase 

diagram s七udiesin Japan and， if possible，七o nomina七e a suitable 

scientis七 asa Ca七egoryEdi tor for七hephase diagram compila七ion

project. This program is a world-wide effor七 co-ordina七edby The 

American Socie七y for Me七alsand七heNational Bureau 0王 S七andards

七ocompile evalua七edphase diagrams， crys七alstructure informa七ion

and related thermodynamic da七a，and七oprovide bibliographic 

services rela七edto these da七a. 1 serve as 七he‘edi七or-in-chief

of the binary phase diagram evalua七ionprojec七. We discovered 

that Professor T. Nishizawa， of Tohoku Universi七y，is one of the 

leaders in Japan in the fie工dper七ainingto七hephase diagram 

s七udies， particularly for七he 七ransi七ionmetal alloys. Judging 

from his response， his great in七erestin becoming，involved in 

this projec七， as well as his well-es七ablishedexperience，工

作

t9臼



expec七 him 七ocon七どibu七e to 七heASM/NBS prograrn as a Category 

Edi七orfor the Co-based alloys. Fur七hercorrespondence wi七h

him will be needed七o confirrn and co-ordina七ehis con七ribution.

The second objec七ive of my visi七 was七opresent the resul七s

of my recen七 researcha七七he4七h In七erna七ional Confe~ence on 

Rapidly Quenched Meta工s (RQ4) held a七 Sendaifrom Au伊lS七 23rd

七oAugus七 28th. My七alkwas to clarify七herelationship be七.ween

七hemetallic glass forrna七ionand phase diagrams王rorn七hethermo-

dynamic aspects. The forma七ionof metallic glass implies the 

abili七yof being able七o suppress七henuclea七ionand growth 

o f the compe七ingcrys七allines七a七es from七hesupercooled liquid. 

The easiest七ocompe七eis a massive-:-七ypecrys七allisa七ion，which 

is composition invarian七. The more difficul七七o compe七e are 

crys七allisationreac七ionswhich involve七heforma七ionof solu七e-

par七i七ioningeu七ec七ics. The concep七 of七heTo 七empera七ures，

and their trends in七heeu七ec七icregionsョofphase diagrarns， 

can be used七o indica七.ethe natural limi七sof the composition-

varian七 reaction，and is therefore of in七erestin assessing 

七heglass forming ability. 工 discussedin de七ailthe possible 

rela七ionshipsbe七ween七heTo tempera七ures，七hes七abili七y and 

composi七ionof七hephases presen七 ineu七ec七ics，paying par七icul-

ar a七七entionto mul七i-componen七 alloy sys七ems. My 七alkwas 

well received and some 75 scien七~s七s requested to receive a 

preprin七 copyof my presen七a七ion. The same七alkwas given 

later at Tohoku University and Toyohashi Universi七Yof 

Technology . 

Thirdly， this visi七 hasprovided me wi七h an oppor七uni七Y

七o in七erac七 wi七hmany Japanese scien七is七sin various fields. 

Arnong七hemwas， my colleague， Professor U. Mizu七ani， of Nagoya 

universi七y，wi th whom工 discussedthe elec七ronics七ructureand 

elec七ron七ranspoど七 proper七iesand s七ability of me七allicglasses. 
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We could ex七endour d工scussェonto possible fu七urejoin七 research

on me七allicglasses， par'七icularlyin connec七ionwi七h 七heTo 

evaluation and comparisons wi七h 七heknown glass forma七ion

regions. During my s七aya七 Senda工，工 paida visi七七oProf. 

Masumo七o'slabora七oryand could see his unique appara七us for 

liquid quenching of alloys. Frui七王uldiscussions were also 

held wi七hProfs. T. Masumo七oand K. Suzuki， of Tohoku University， 

on七hevarious aspec七sof me七allicglasses. At Nagoya Universi七y，

where工 s七ayedfor all七heremaining days except七heperiods 

during the RQ4 conference and七hevisi七七oToyohashi Universi七y，、

工 wasable七o exchange opinions and views on七hephase diagram 

S七udiesin Japan w工仕1 Prof. Y. 工wamaand Prof. T. 工mura. From 

Professor工mura工 learnedabou七 hisrecen七 workon crys七al

struc七uredisloca七ionswith七heuse of one million volt elec七ron

microscope available at Nagoya University ・工 sawa film of 

disloca七ionmovemen七s in qui七edense foils， and工 in七end七o

acquire七hisfilm七o use in my lec七ures七o s七uden七sa七七he

Carnegie-Mellon Universi七Y・ Professor工wamaacquain七edme wi七h

some of his recent work on thermomagne七ics七udiesrela七ed七0

spinodal decomposi七ionin Ni-Cu-Pd alloys. 

All七hesein七erac七ionsgrea七lycon七ribu七edno七 only七0 七he

phase diagram compila七ionprojec七， in which a Japanese binary 

ca七egoryis now very likely七obe involved， bu七 also七omy own 

research projec七sand my工ncreasedunders七andingof Japanese 

science and七echnology. I wish七0 七hankthe Yarnada Science 

Foundation for their generous gran七.
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彼招へい者

Hermann Wollnik 

Professor of Justus Liebig 

Universi fat 

West Germany 

呂的及び成果

西独ギーセンのリーピ

ァヒ大学物理学教授Dr.
H. Wollnik氏は昭和 56

年9月 9日来日し、同年

1 0月 7日厳日した。 ζ

の閥、大阪大学教養部物

理教室松田研究室におい

て、同研究室の主要テー

マである「生理活性物質の質量分析法による研究J
K参加し、ギーセン大学の研究との情報交換の他、

いくつかの研究成果をあげる ζ とができた。

成果の第一は、飛行時間型(T. O. F. )質量分

析計の性能向上K役立つ計算法の完成である。質

量分析法による研究では、質量分析計の性能の良

否が研究の質を左右する場合が多い。最近ではイ

オン化技術の進歩fとより、分子量 1万程度の分子

までイオン化されるようにはり、さらに重い分子

をイオンイじする可能性も出てきた。 ζのように重

い分子を質量分析するのに、従来の磁場型分析計

を用幻ると非常に強い磁場を必要とするため巨大

な装置となってしまう。と乙ろが重いイオンは飛

行速度が遅いから、飛行時聞の違いを利用する T

'OF質量分析計が有利となってくる。しかしTO

F型で 1万以上の分解能をもっ質量分析計を設計

する?とは、従来の 1次近似の計算では無理でどう

しても 2次近似が必要である。 TOF型質量分析

計の 2次近似計算法の開発は昨年松田がWollnik

氏の招きでギーセン大学に2カ月滞在したときに

申請者 大阪大学 松 田 久

受入責任者 大阪大学 松 田 久

開始したものであるが、今回の共同研究により実

用可能な形にまとめる ζ とができた。乙れらの結

果は報文としてまとめ、 lnt.J. Mass Spectrom. 

lon Phys.に投稿した。

つぎの成果は、蛋白質の 1次構造決定に有用な

電子計算機プログラムの改良である。 蛋白質の

アtノ酸配列を決める ζ とは重要な問題である。

質量分析法では、大きい蛋白質を酵素分解して得

られるぺプチド混合物の質量スペクトルをとる ζ

とにより、乙れら小ぺプチドの分子量をすべて同

時に定めることができる。 ζのようにぺプチド混

合物を化学的に分離する乙となく同時に分析でき

る点は質量分析法の極めて有用な点である。しか

しil{旋した分子量から逆にアミノ酸の配列順序を

決める ζさは超大な試行錯誤を要する面倒t.t.問題

で、適切な電子計算機の使用K頼らとEければなら

ない。われわれの研究室では既ILζの目的のため

にPAAS(PossibleAmino Acid Sequence)と

いうプログラムを開発していたが、 今回Wollnik

氏との共同研究により、さらにその機能を増大さ

せる乙とができた。改良されたプログラムは、と

くに徳造成知の蛋白質に、生物種の相異や進化の

過程などのためにいくつかのアミノ 酸置換を生じ

ている場合の研究に有用なものでめる。

以上のように僅か1カ月の短期間ではあったが

予期以上の成果をあげるととができた。その機会

を与えられた山田科学振興財団に心から感謝の意

ぞ表する次第である。
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Repor七

Oc七ober5七h，1981 

H. Wo11nik 

Since ιmore七hanten years Prof. Matsuda and工 keep，in c10se 

scientific con七actand from time 七o 七imewe bo七h 七どY 七o coopera七e

if one of us can s七aya七七he0七her1abora七ory. The direc七

resu1t of 七hisra七herfruitfu1 coopera七ionhas been fouど七een

scien七ificpublica七ionswhich in my view were very impor七an七

for七hedevelopmen七 ofmass spec七roscopy.

Since severa1 years our in七eres七 isfocused on the develop-

men七 ofmass spec七roscopyfor heavy organic molecu1es wi七h i七s

po七en七ia1applica七ionsto medicine and pharmacy. 

with c1assica1 mass spec七rome七ersconsis七ingof magne七ic

and e1ec七どos七a七icsector fie1ds one can， however， inves七iga七e

mo1ecu1es of only limiゼedweigh七. For a normal size ma伊le七ic

sec七orfield of 0句 3mdeflection radius one namely finds the 

recordable ion mass as: 

M出 4300・B
2
/U

wiせ1 the magne七icflux densi七YB given in Tesla and七heion 

energy U in kilo e1ec七ronvo1七s. Since U canno七 bereduced 

much be10w 七.woki10 e1ec七どonvol七sand B no七 increased much 

above 1.4 Tes1a ions wi七hmasses of more七han4000 a七omicmass 

units can not be recorded. 

Using a七imeof fligh七 massspec七rome七eron 七he0七her

hand of perhaps one me七erflight P己七h one finds an ion mass 

M同 0.2-u-T2

with U being again in kilo electron vol七sand T being七he fligh七

time in microseconds. Since there is no 1imi七 on七herecordable 

fligh七七imeone七hus can de七ermineby this七echnique七hemasses 

of ex七remelyheavy ions. 
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Though such sys七ems in principle are simpler七han七he

classical magnetic mass spec七rome七er，七heyhave no七 beendevelop-

ed ye七七oa high degree of performance. The reason probably is 

七ha七七hir七yyears ago when magnetic and time of flight mass 

spectrometers were s七illcompe七ingelec七ronic七imemea手uremen七s

were s七illdifficul七. Today when electronic七imemeasurements 

can easily be done wi七h grea七 precisionProf. Ma七sudaand工

feel七ha七 i七 wouldbe very much wor七hwhile七o develop time of 

fligh七 mass spectrome七ersto precision instruments which are 

especially suited七othe analysis of heavy molecules. 

One step in七hisdirec七ionis七hecalcula七ionof fligh七.

七imesfor ions wh工chdo no七 s七ar七 exac七lya七七hesame po工n七，

fly along relative七o each 0七herinclined七rajec七oriesand a七

sligh七lydifferent veloci七iesbecause of sligh七lydifferen七

ini七ialenergies. A firs七 order calcula七工on工 had peどformed

already a few years ago together wi七hProf. Ma七suofrom Osaka. 

A 工ela七ivelyinvolved second order calculょa七ion工 hadstar七ed

七oge七herwi七h Prof. Ma七sudaa year ago when 1 had the opportuni-

七y 七o invite him七o come七o Giessen for七womon七hs. This work 

we could finish now and we hope七ha七 acorresponding scien七ific

article can be published soon. We bo七hhope tha七 usingthese 

results one can device a 七imeof fligh七 massspec七rome七erwhich 

should have an equally good mass resolving power七hana classi-

cal magne七icsys七em， however， wi七h unlimi七edmass range. 

During my shor七 S七ayin Osaka工 have七ried七o con七ribu七e

also七o ano七her七askdirected七owardsthe mass analysis of heavy 

molecules. Since七hemass spec七rometryof such molecules， in 

七hiscase large peptides， is a relatively new technique七he

evalua七ionand in七erpre七ationof七hecorresponding mass spec七ra

is still mos七lydone by paper and pencil calculations. As in 

many other fields， however， also here a computer can be helpful 
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especially if七henumber of numerical ca18ula七ions increases 

above some threshold. 工 was for七una七e enough七o be able七0

con七ribu七e 七o the improvemen七 onan alどeadyearlier exis七ing

compu七erpどogramPAAS which can assist the evaluation of mass 

spectra of pep七ide ions. Also for 七hiswork we have wri'七七ena 

corresponding short scien七ificpubl工ca七ionwhich hopefully can 

be pubユishedin七henear fu七ure.

Altogether工 wouldlike七o express my sincere七hanks to 

the Yamada Founda七ionwho by its financial help made七his shoどt

but frui七fulcoopera七ionhere in Osaka possible. 

81-2035 

被招へい者

Paul L. Richards 

Dept. of Physics. University of 

California. 1:決rkeley.

California 94720. U. S. A. 

目的及び成果

行動記録

9月 12日(司東京国際

空港着、名古屋空港

着

9月 13日(日) 休患

9月14日(月) 日本の赤

外線天文クツレープの

研究状況説明

9月 15日(刈祭日、観光

9月 16日休) 軌道赤外線望遠鏡(1 RTS )設計

検討会

9月 17日(木) コロキウム A.名古屋大学宇宙理

学クポループ

9月 18日(金) コロキウム B.名古屋大学プラズ

マ研究所

9月 19日(土) IRTS設計検討会のまとめの再検

討

9月 20日(日) 名古屋→東京

9月21日(月) コロキウムA.東京天文台

申請者名古屋大学早川幸男

受入責任者名古屋大学早川幸男

9月 22日(刈理研、物性研訪問

9月23日同祭目、東京→京都

9月24日休) コロキウム A.京都大学物理学

教室

9月25日(剣 コロキウム B.大阪大学応用物

理学教室

9月26日同 大阪大学吉永クツレープと討論

9月27日(日) 大阪空港発、東京国際空港発

講演

5回の講演を行い、活発な討論を行い、前後K

各研究室の視察及び個人的討論を行った。講演題

目は

A Infrared Measurement of the Spect-

rurn of Cosmic Microwave BackgroW1d. 

B : New Developments of Far Infrared 

and Submillimeter Detectors. 

いずれも Richards教授の未発表の研究成果を中

心にしたもので、参加者に大きな感銘を与えた。

IRTSの設計検討。

スペース・ラブlζ塔載する赤外線望遠鏡につい

-33ー



て科学的、技術的示唆を得るのが招へいの主目的

であった。名古屋大学、東京天文台等で技術模型

の実験が行われ、それを参照して概念設計を進め

ていたと乙ろで、それを検討する会が9月16日に

聞かれた。これには東京天文台、宇宙研、名大、

京大、阪大の関係者が参加し、各分担項目につい

て報告し、 Richards教授からそれぞれについて

コメントがあった。 Richards教授は遠赤外観測

には技術的困難が多いので、それを含めるには慎

重にすべき乙と、測定器系はできるだけ単純Kす

る乙と、光学機器の部品テストを早急に行うこと

等を強調した。またビーム分割器、フィ Jレター、

検出器、パッフル面物質等について、彼の経験lζ

Repor七

Nagoya universi七y，Sep七. 14 - 19 

基づく lrnow-howを述べた。さらtζ各研究者と個

々に詳しい検討を行った。短かい滞在であったが、

密度の濃い活動を行い、招へいの成果は予期以上

であった。

研究交流した主な日本側研究者

名古屋大学理学部 松本敏雄、野口邦男

H 工学部 築島隆繁

名古屋大学プラズマ研 藤田順治

東京天文台

電気通信大学

富田弘一郎

伊里武男

京都大学理学部 奥田治之、舞原俊憲

大阪大学工学部 三石明善、阪弁清美
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Hayakawa， Ma七sumo七o and group - discussions of工RTSand 

re1a七edprojec七s.

Ogawa and Hayashi - superconduc七ingreceivers for radio 

astronomy. 

Tanaka - infrared spec七raof organic conductors. 

Tsukishima， Fuji七a-infrared P1asma diagnos七ics.

Physics Co11oquium - "工nfraredMeasuremen七sof the Spec七rum

of七heCosmic Microwave Background"， Sept. 18. 

Lec七ureat P1asma 工ns七工七ute- "De七ectortechniques for Far 

Infrared and Mi11ime七erWaves"， Sep七. 19. 

u.S. Office of Nava1 Research， Tokyo， Sep七. 20 

exchange. 

Y.B. Kim - discussions of U.S. -Japanese scientific 
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Tokyo As七ronomica1Observa七ory，Sep七. 21 

Inatani and-Hasegawa -discussions of he七erodynereceivers. 

Lecture - "Infrared Measuremen七sof the Cosmic Microwave 

Background. 
為，

Lec七ure- "Sensi七iveDe七ec七ors for Near-Mi11ime七erWave-

~;lengths" . 

工ns七i七u七e for Physica1 and Chemica1 Research， Sep七. 22 

Oh七aand Kodaira -discussions of Josephson effec七 and

‘quasipartic1e superconduc七inghe七erodynereceivers. 

:'Kyo七oUniversi七y，Sep七. 24 

Okuda， Maihara -discussions of infどaredastrophysics 

Lec七ure- "Infrared Measuremen七sof七heCosmic Microwave 

d
 

n
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r
 

qd 
‘K
 

e
 

a
 

nμ 

Osaka Universi七y，Sept. 25 

Yoshinaga， Mi七suishi- far infrared spec七工oscopy.

Fujisawa -Josephson effec七 de七ec七ors.

Yamanaka -Far infrared 1asers. 

Lec七ure- "工nfraどedMeasuremen七sof七heCosm土cMicrowave Back-

ground" . 

Lecture - "Sensi七iveDe七ec七ors for Near-Mi11ime七erWave-

'leng七hs". 
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81-2036 

被招へい者

Si r .Denys Wi lkinson 

President， 

Sussex Universi ty， 申請者 東京大学 山 崎 敏 光

Great Bri tain 受入責任者 東京大学 山 崎 敏 光

目的及び成果

東京大学理学部中間子

科学実験施設では、高エ

‘ ネJレギ一物理学研究所ブ

ースター利用施設内のパ

ルス状中間子ファシリティ

をつかう基礎科学の研究

を推進している。乙の施

設の完成以来すでに一年

余り、世界lと例を見ないシャープtJ.パルス状ビー

ムの特質を生かした実験が行われはじめている。

乙れまで外国で常識とされ行われてきたのは、も

っぱら連続状ビームによる実験で、 ζ 乙1L新たに

出現した突拍子もない施設が乙れまでのやり方と

相補的に有効であることが国際的にも認識される

ようになってきた。たとえば、パルス状にしか得

られない極端条件下のμSR、中間子原子のレー

ザ一分光などが乙の新領域に属する。乙の新ファ

シリティ誕生の機会lζ、 InternationalSympo-

SilUll on Basic Research in Science Using 

Mesons という小会議が中間子科学実験施設の主

催で行われ、 15人もの外国の著名な学者が参加

した。

Prof. S ir Denys Wi lkinsonは原子核物理の

大家で、とくに最近は原子核の内部での中間子の

自由度の問題、素粒子と原子核とのかかわり合い

の問題にとりくみ、卒先してこの新しい領域の発

展に力をつくしてきた人であり、たとえば、

Mesons in Nuclei (North-Holland， 1979) 

全 3巻の編者として、文、 EriceSchoolの校長

としても有名である。教授は、乙のシンポジウム

の冒頭、 Mesons-Key to Understanding the 

Fundamental Interactions and Processes と

題する特別講演を行った。乙れは、宇宙創生、素

粒子の統一理論、ニュートリノ質量、からはじま

り、原子核中の強い相互作用、電磁相互作用、弱

い相互作用、ク才一クの描像について論じたもの

で、その広い視点と格調の高さは openingLalk 

として参加者に大さとf印象を与えた。乙のあとに

続く次のようなテーマについても積極的な議論を

行ってくれた。

乙のシンポジウムでとりあげられたテーマは、

教授の話のように多岐にわたるもので、その主な

ものを列記すると次のようである。ノマルス状ビー

ムでの実験の現状・将来 (KEKの佐々木寛、東

大理の永嶺謙忠、ラザフォードのH.Eaton )、

K中間子ファクトリー(ヴ 7 ンクーヴ 7ーのE

Vogt)、弱い相互作用(阪大理の森田正人、パー

クレーのK.M. Crowe ，上智大の久保寺国晴)、

エキゾチックな高エネルギー核反応(東大理の中

井浩二、山口嘉夫)、ニュートリノ振動(Cal 

TechのF.H. Boe加1)、重ニュートリノの検出

(東大理の早野龍五)、原子核のアクション崩壊

( S INのA. Zehnder )、レーザー励起による中

間子原子準位の精密測定、量子電磁力学のチェア

ク(CERNのE.Zavattini、コロンビァ大のA.

M.Sachs )、 RF分光によるミュオニウム・ミュ

オン原子の超微細構造(ハイテソレベルクのG.zu 

Putlitz、東大理の久野良孝)などの他、現在い

ろいろとf基礎科学の領域K浸透しつつある μSR

(ミュオンスピン回転)などの方法の現状につい

て、いろいろなグループから報告があった。ブタペ

ストの D.Horvath (pa-プローブと水素を含台化

学)、東大理の植村泰朋(零磁場・縦磁場緩和と

スピングラスのダイナミ 7クス)、西山樟生(Ni

の臨界点近傍の μSR)、ロスアラモスのR.H.

Heffner (スピングラスと磁性超電導体)、ヴ 7

ンクーヴァーの J.H. B rewer (表面でのミュオ

ニウム)、阪大還の南関忠則(鉄中の12Bプロー

ブ)、コンスタンツのA.Weidinger (点、欠陥を

p
b
 

n
4
U
 



含む鉄中の〆内部場)、東大物性研の寺倉清之、

阪大金森クツレープの赤井久純(鉄中での〆内部場

の理論)、 SINのF.Gygax (金属中のμ+ナイト

・シフト)、ハイデルベルグのG.zu Putli tz 

(アルカリハライド色中心における μSR、真空

中でのミュオニウムの生成)など多岐にわたるも

のであった。

これらのテーマの議論をitliじて、今後の国際協

力へも道が聞かれ、又、圏内の若い人々にとって

も研究参加の機会が生まれた。乙のシンポジウム

が成功したのは、とりわけ教授のような方の貢献

が大きかったためである。

山田科学振興財団に厚くお礼を申しあげる次第で

ある。

尚、教授は、東大原子核研究所も訪問されMe-
sons in Nucleiという講演を行われた。帰国の

翌日、山崎ならびに山田科学振興財団理事長の永

宮先生あてにお礼状をよ ζされた。

ヴ
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80-3005 
被招へい者

Ola Lermart CJaesson 

Research Assistant 

The S tudsvik Hesearch Laboratory 

S明 den

左より 吉田クラーソン小)11 

目的及び成果

1. はじめに

申請者の研究室において野田正治助手を中心lと

して現在精力的に取組んでいる燃焼化学反応研究

プロジェクトに、山田科学振興財団長期招へい・

受入れ援助lとより、スエーデンのストすトヴィク

科学研究所よりウラ・レナルト・クラーソン君の

参加を、昭和 55年 11月より一年間、得る ζ とが

できた。

クラーソン君は、炭化水素の放射線化学、放射

線照射により生成したアルキルラジカ Jレの電子常

磁性共鳴 (EPR)、 EPRスペクト Jレ解析理論な

どの研究』とよりウメオ大学から Ph.Dを得たばか

りの少壮気鋭の研究者である。来日者クラーソン

君の EPR理論と関連するコンピューター技術lと

関する広い知識と経験は、本研究プロジェクトの

進展に大きな力となった。いっぱう、将来、スト

すトヴィク科学研究所において EPR法を用いた

気相放射線化学研究を企図している来日者にとっ

ては、本研究プロジェクトK参加し燃焼気体中の

原子やフリーラジカルの EPR測定に関する経験

を積んだ乙とは有意義なことと思われる。

ζ 乙lと報告する研究の価値が認められ、その成

果が評価注れて、山田科学振興財団の援助期間終

申請者北海道大学 -::c 田 宏I=l 

受入責任者北海道大学 τと 田 宏口

了後も更に 1年間、スウェーデン科学会議(

Nat，ional Research Council ，NFR )から滞在

費の援助を得る ζ とができ、来日者は本研究を続

行する乙とになった。したがって、研究は継続的

に進行中であるが、昭和57年 1月段階の進行状

況を乙 ζにまとめて、報告書とする。

2. 研究目的

燃焼は極めて複雑な化学反応系であり、その即む

を構成する素過程を明らか』とするような実験的研

究の数は限られていた。申請者らは、燃焼化学反

応中間体として重要なHやO原子と OHラジカル

とがEPR法で容易に観測怠れるであろう可能性

に着目して、燃焼中の気体をEPR測定する乙と

による燃焼化学反応機構解明を昭和 52年R:開始

した。クラーソン君が来日する時期まで1ζ、メタ

ンー空気予混炎をそのまま EPR測定する方法で

H原子を観測することに成功し、更にメタンー空

気ブンゼン火炎中の気体を吸引サンプリングして

低圧下でEPR測定する方法により、 H .O，

OHの火炎内分布を知る ζ とにも成功していた。

乙のような実験結果を基礎1として、次の 4点が

研究発展の方向と考えられ、来日者の寄与も ζれ

らの点1ζ向けられる乙とが期待された。

(1) メタン以外の燃料を用いて、火炎中にどの

ような反応中間体がEPRで見出されるかを調べる。

(2) 燃料に種々の添加物を加え、それらが燃J境

反応に及ぼす化学的効果を調べる。添加物として

は、不飽和結合を持った炭化水素や窒素化合物が

考えられた。

(3) E P R測定と同時に、サンプリング主れた

燃焼気体の質量分析測定を行う乙とが望まれる。

乙れにより、燃焼反応の不安定中筒体のみならず
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反応の中間生成物や最終生成物に関する知見も得

られることになる。

(4) 低圧燃焼火炎の燃焼気体をサンプリングで

きるようなバーナーを作成し、とくに燃焼反応の

初期における反応中間体分布を詳細に調べる乙と

は興味深い。

燃焼の化学的研究は、燃料資源の有効利用や燃

焼による大気汚染の抑制の基礎として極めて重要

であるにもかかわらず、化学研究者の興味が未だ

あまり向けられていない。

3. 研究成果とその評価

研究成果の詳細は来日者の提出する報告書に述

べられるので、ここでは成果の要点のみを記す。

これらの成果は、来日者が野田正治助手との共同

研究で得たものであり、その一部は、両者の指導

のもとに谷口正行、藤本音が卒業論文研究として

実験を行った。

(1) 種々の燃料の火炎中の反応中間体

メタンー空気ブンゼン火炎中の反応中間体分布

を燃焼条件を変えて調べた。火災を取囲む二次空

気に中間体分布が著るしく影響される。二次空気中

の酸素は、火炎中に拡散して燃焼反応各素過程の

寄与の割合を変えるが、窒素は、単に反応、速度を

全体とレて遅くするだけであることが、中間体分

布測定から明らかにされた。また EPR測定と同

時に発光測定を行ない、火炎中のCH，C2t.よどの

中間体の挙動を知る手がかりを得た。

常温で液体であるメタノールやアセトンを燃料

として平面火炎を得る方法を開発し、これらのブ

ンゼン炎中のH，O，OH分布を測定した。測定結

果は、本質的にはメタンー空気火炎のそれと同じ

であったが、液体燃料の燃焼には燃料に可溶な種

々の添加物を加えることが容易で、次の実験への

道を聞いた。

(2) 火炎に対する添加物の効果

アセトンー空気火炎に種々のアミン類を添加す

ると火炎中KNOが生成する乙とが確かめられた。

この結果は、含窒素不純物から比較的低温でNOx
生成が起る機構を研究する手がかりを与えるもの

である。メタノールー空気火炎にH20を添加する

とH，O，OHの分布が著るしく変化する ζ とが見

出された。メタノール中の水が燃焼反応に与える

効果は、将来メタノール燃料を実用に供する場合

に重要な問題である。メタノールー空気火炎に種

々のハロゲン化物を加えて、添加物の消炎効果と

ラジカ Jレ捕獲反応効率との聞に併行関係がある乙

とを確めた。

(3) 低圧燃焼実験法の確立

火炎中の反応中間体分布を精度良く求めるため

には、低圧下の燃焼を観測する乙とが不可欠であ

る。このために低圧燃焼用密閉型ノてーナーが設計・

試作された。数多くの改良の後に安定な火炎を得

ることに成功した。このバーナーを用いてメタノ

ールー空気火炎中のH，O，OH分布を測定したが、

他の燃料や添加物効果の実験に、今後乙れが有用

であろう。

(4) 質量分析法の併用

メタノール一空気常圧ブンゼ、ン火炎からサンプ

リングした燃焼気体を四重極型質量分析計で測定

し、火炎中でH20とCO2が生成して行く様子を

調べた。 ζの予備的実験tとより、 EPRと質量分

析測定を併用する ζ との有用性が確認された。近

い将来、低圧燃焼の研究K両測定法を併用するた

めの準備を現在進めているところである。

以上のように、来日者は、申請者が期待したよ

りもはるかに多くの研究成果を一年の間にあげた。

その成果は、研究プロジェクトの発展方向を与え

るものとして高く評価される η 実験が一段落する

のを待って、三，四編の論文iζ成果をまとめて学

会誌に投稿する予定である。

上記の実験的研究以外に、燃焼理論を研究して

いるWestbrook(米国)よりメタノール燃焼モデ

ルのコンピュータープログラムの提供を受け、乙

れを北大の大型計算機に乗せる作業を来日者が急

いでいる。将来、理論面をWestbrookが、実験を

我々の研究グループが分担して、メタノール燃焼

に関する共同研究が進u'乙とを期待している。

4. 圏内訪問について

来日直後に山田科学振興財団を訪問し、理事長

と懇談する機会を得たことは、来日者が本助成の

意味と自らに寄せられている期待とを理解するう

えに極めて有意義であった。

昭和56年 7月、研究成果の一部を発表するた

めに、北見で開催された日本化学会北海道支部夏
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季研究発表会に出席した。

昭和 56年 10月、大阪市立大学で開催された

第 20回ESR討論会に出席した。発表は野田正

治助手が行ったが、我国のEPR(ESRと同じ

意味)研究者と親しく討論できて有意義であった。

乙の機会に、大阪大学産業科学研究所(林晃一郎

教授)、京都大学原子炉実験所(東村武信教授)、

名古屋工業試験所(岩崎万千雄課畏)、東京大学

工学部(田畑米穂教授)、相模中央研究所(上原

博通主任研究員)を訪問し、 EPR測定技術と放

射線化学に関する討論をおこなった。これにより、

日本の乙の分野の研究の現状を理解する乙とがで

きたようである。いづれの訪問先においても示さ

れた好意と親切とに感謝している。

5. その他

来日者は、日本を理解し日本に溶け込かことに

意欲的で、定期的に日本語の個人レッスンを受け

ている。研究以外の活動で一度ならずテレビlと顔

を見せた。夏期休暇lとは、一人で広島にまで汽車

旅行をするまでになった。

研究室においても、学生達と親しく接し、単iζ

研究上のみならず、その堪能な英語力や西欧的思

考tとより学生達lと大きな影響を与えてきた。

外国から有能な若い研究者を招へいする機会が

比較的少い現状lとあって、山田科学振興財団の援

助lとよりクラーソ ン君を畏期間招へいすることが

できた ζ とは、申請者にとっても幸であったと感

謝している。本長期招へい・受け入れが、研究上

ほ勿論の乙と、日本一スエーデンの国際親善と相

互理解に少なからぬ貢献をしたものと、申請者は

確信している。
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E1ec七どonParamagneヒicResonance 工nves七iga七ionsof the Free 

Radica1工n七ermediatesin Hydrocarbon Combus七ionF1ames 

01a C1aesson 

INTRODUCT工ON

The work七obe described， was carried ou七 during七he

period Nov. 1980-Nov. 1981 a七 theFacu1七Y of Engineering， 

Hokkaido University， undeど七hesupervision of Dr. S. Noda and 

Prof. H. Yoshida. The aim of七hevisi七， as described in七he

app1ica七ion七o 七heYamada Founda七ionof 22/工0/1979， was "E1ec七ron

paramagne七icResonan::e工nves七iga七ionsof七heFree Radica1 

工n七ermediates in HydどocarbonCombus七ionF1ames" wi七hthe aim 

"七o e1ucida七e 七hemechanisms of七hechemica1 reac七ionsinvo1ved 

in such f1ames". 工twas a1so p1anned七o investigate new 

polya七omicfree radicals in七hegas phase by using七hecombus七ion

in a f1ame七echnique. preliminaryどesearchprojec七s， as s七ated

in a repor七七0 七hefoundation 15/工2/1980， included， in shor七，

effects of deu七era七ionon七hecombus七ionof hydrocarbons， search 

for exci七edsodium a七omsand七heburning of amino compounds to 

look for new radical species. 

Here wil1 follow a report on wha七 hashappened in Sapporo 

during the year， and how七hework has progressed. 
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RESULTS AND D工SCUSS工ON

The work done can be divided in七O 七wogroups. One is 

experlmen七scarried out on equipmen七 avai1ab1ea七 Hokudai on my 

arri val， and two is， the construction of a new burner. 

Esseniニia1ly，four experimen七shave been carried ou七 on七he

old equipment， an equipmen七 whichis described in [1，2]. 

a) Search for七heEPR spec七r田 nof exci七edsodium a七oms.

Ground s七a七e sodium a七omshave been genera七edand七heir

spec七rumdescr:Lbed [3]. 

工n our experiment， NaCl was burn七 ina. flame， and uti1izing 

bo七h 七hef1ame由 in-cavi七y and probe samp1ing EPR七echnique，as 

described in [1，2]， spec七raof七heflame were recorded. Al七hough

七heflame became s七rong1yyellow on addi七ionof NaCl， no signa1 

a七七ribu七able七o exci七edsodium a七omscould be de七ec七ed. The 

in七ensityis probab1y七0010w. 

b) Detection of new species in gas phase EPR. The me七hod

was a premixed Bunsen f1ame and probe samp1ing as described in 

[2]. The combus七iongases were m:Lxtures of ace七one+air+amineand 

me七hylamine，ethy1amine， bu七y1amineand iso-bu七ylamine

were tried. A wide range spec七どumof an e七hylamine/ace七one/air

f1ame can be seen in Fig. 1a. 工七 shows 七hesame charac七eristics

as 七heEPR spec七rumob七ainedearlier from a methane/air flarne[2]. 

2 _， _， 3_ • ___，2 
The presence of H(~S) ， O(~p~ ，) and OH(π) is clearly seen. 

I V ¥ .L 3，1 J """'......""-" _U  ¥ "3/2 

Addition of七heamine produces an addi七ionals七rongsignal f工om

NO(2官). For七heassignrnents， see for exarnple [4]. En1argernents 
3/2 

of par七sof七his spec七rurngave七hesignals of Figs. lb and 1c. 

These signals are presen七 inall flames七owhich amine is. added. 
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They disappear if七hef1ame is ex七inguished. The signa1 s七reng七h

varies wi七h sampling posi七iohin七hef1ame， and is's七ronges七

a七 the七ipof the f1ame. Bu七， a11 in a11， the signa1s are weak 

and a七 presen七 impossib1e七o interpre七.

c) The effec七 ofaddi七iveson a f1ame. 工七 has 10ng been 

known that .addi七ionof chemica1 subs七ances七ocombus七ib1emateria1s 

can great1y inf1uence the flame reactions [5]. probab1y七hemost 

impor七an七 aspec七 of七his土ssubs七anceswho reduce七hedegree of 

flamabili七y， as七his is re1a七ed七o fire ex七ingushingand fire 

preven七ion. Many s七udieshave been made on premixed inhi.bi七ors

and combus七ioncompounds. A Bunsen flame is， however， a doub1e 

f1ame and consis七S of an inner premixed flame and an ou七er

diffusion f1ame. Secondary air p1ays an impor七an七 ro1ein s七abi1iz-

ing七heflame and七heen七rainmen七 ofsecondary air ana i七sdiffusion 

in七O 七heflame gases have a grea七 influenceon七heflame [2，6，7]. 

We七herefores七udiedif 七heamoun七 ofoxygen in七hesecondary air 

affec七sthe chemistry in a Bunsen f1ame. For七hisa burner in 

which the composi七ionof secondary air cou1d be regu1ated was 

cons七ruc七ed. The premixed .combus七iongas was a mix七ureof me七hane

and air， and the secondary air was a syn七he七icmixture of oxygen 

and ni七rogen. Measuremen七son七hisf1ame werei 

1 f1ame height measured from c10se up co1or photographs of the 

f1ame. 

2 hydrogen a七omspresen七 in七he f1ame weどede七ec七edusing七he

f1ame-in-cavity me七hod [1]. 

3 exci七edradicals in七heflame were s七udiedby七heiremission 

spec七どawhich ，，，ere recorded using a conven七iona1emission 

spec七rome七er.
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F igure 2 shows七ha七七heheigh七 of七heinner cone decreases wi七h

~ncreas~ng oxygen con七en七工n the secondary air， and as七heapparen七

burning velocity in the inner cone approximately is inversly 

proportional to七heinner cone heigh七 underour experimen七al

condi七ions [8]，七heapparen七 burningveloci七Y 七hus increases. With 

increasing ni七rogencon七entin secondary air七heinner cone heigh七

increases， indica七inga decrease in apparent burning veloci七Y・

The composi七ionof七he secondary air seems七o affec七七hechemical 

reac七ions in七heinner cone which，七herefore， is no七 awholly 

premixed flame. 

The maximum spec七ral in七ensi七Y of七hehydrogen a七omswas 

found七o depend dras七icallyon七heamount of oxygen in secondary 

air as can be seen in Fig. 3， while an increasing ni七rogencontent 

has almos七 noeffec七. An increased ni七rogenconten七 thusresults in 

a decreased appa工en七burningveloci七Y bu七 hasno effec七 on七he

amoun七 ofhydrogen， which indica七es 七ha七 even七hough七hereac七ion

zone is broadended七hechemical reac七ionsare unaffec七ed. The 

oxygen conten七， however， apparen七lyaffec七s七hechemical reac七ions

in七heinner cone as七heapparen七 burningveloci七y inc工easesand 

七hehydrogen a七omsdecreases. A七 highO
2 

flow ra七es，0 a七omsand 

OH radicals suppor七七he flame as main chain reac七ioncarriers， 

while a七 lowO
2 

flow ra七eshydrogen a七omsplay an impor七antrole 

in七he flame chemistry [7]. This is in consis七ancewi七h 七he

chemistry of premixed hydrocarbon-air flames for differen七 mixing

ratios of fuel and air [6]. 

Figure 4a shows the emission spectrum of a Bunsen flame. 

Emissions due 七o OH. CH. and C~ radicals and a broad continuum ， .........， 0....4..1..1......... -2 

due 七o CO
2 

molecules are indica七ed in七he Fig. [9]. Most of 
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the emission of OH， CH， and C~ in a Bunsen flame comes from七he， ~U ， ~U~ ~2 

inner cone of七he flame， and the emissions due七o OH， CH， C
2
， and 

CO2
工npremixed flames are due 七o chemiluminescences and not of 

七hermalorigin [9]. The effec七 ofthe composition of七he

secondary air on七heseluminescences is pic七uredin Fig. 4b. The 

emission in七ensitieschange wi七h 七heoxygen amoun七 inthe 

secondary air. The relevan七 reactions for these luminecences are 

though七七obe七hefollowing [9] i 

* C2 + OH 一一一ーテ CH + CO (工)

犬

CH + O2 一一一~ OH + CO (2 ) 

* C
8
H
2 一一一一一一一宇

C
6

+ C
2 

+ H2 
(3) 

づk

o + CO一一一ーラ CO
2

(4) 

These reac七ions， and the assump七ion 七ha七 C~ and C~H~ radicals are 2 ~U~ ~8"2 

abundan七 in七he fuel.rich flame [9]， and七ha七七he0 and OH 

radicals are genera七edby 

O2 + H -一一一一一歩 o + OH (5) 

[2] approxima七ely explains 七hein七ensi七y varia七ions in Fig. 4b. 

The marked influence of七heamoun七 ofoxygen in七hesecondary 

air on七heflame chemis七ryhas inspiどeda projec七 where七he

above techniques are used to inves七iga七e 七heeffec七 ofinclusion 

of several known flame inhibi七ors in the secondary air. So far， 

only the addi七ionof CF
2
C1

2 
has been examined，七heresul七scan be 

seen in Figs. 5a and 5b. It is seen七ha七 a small amoun七 ofCF
2
C1

2 

in七he secondary air ac七sas a flame inhibi七oras 七hehydrogen 

a七omamoun七 decreases and七he flame heigh七 increases. The fac七

七ha七日-a七omdecreases is in line wi七h the model where H is 

5
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removed by reac七ionwith七heha10gen ei七herdirec七1y

日 + CF~C1 一一一今.HC1 + ・ CF~C12--2 (6) 

or wi七h crea七edHC1 

育ムC
 

+
 

「
L

H
 

一
1-

F
」H

 
+
 

H
 

(7) 

(7) is a fas七 reactionundeど f1amecondi七ionsand can compe七e

wi七h 七hechain branching reac七ionin七hepreflame region [5]. 

A simi1aど七ypeof work has been done on a me七hano1/airflame. 

Experimenta1 conditions same as [2]. As addi七ive七0 七heme七hai101，

H20 was used. Concen七rationprofiles for flames with and wi七hou七

日20 are shown in Figs. 6a and 6b.ー Whatis no七icableon addi七ion

of H20 is an increase in OH and a decrease in 0 in the region 

under 10 mm while H and O~ are more or 1ess unaffec七ed. The 
2 

main producer of 0 and OH in a f1ame comes from reac七ion(5)• 

Addition of H20 pどobablyadds七hereac七ion

H20 + 0 一一一一ート 20H (8) 

in七he firs七 10mm of七hef1ame. 

The addition of HBr七o a me七hanol/airf1ame， on七he0七her

hand， shou1d affect the f1ame by a reaction of七he七ype (7) 

whereby the amoun七 ofH a七omsshou1d decrease. Figure 6c shows 

七heeffect of addition of HBr. 日， 0， and OH a11 decrease on the 

addition of HBr indica七ingtha七 reac七ions0七herthan of七hetype 

(7) are a七 work. Twoどeactionswhich also explain七hehigh amount 

of Br a七omsare 

o + HBr -一一一~ OH + Br ( 9') 
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OH + HBr-一一今ト H
2
0 + Br (10) 

where reac七ion (9) mus七 be faster. These reac七ionsare sti11 in 

doub七， however. 

The experimen七s so far have shown七heneed for a burner 

which has an increased thickness of the f1ame fどon七 as 七hismakes 

a more de七ai1edexamina七ionof七his f1ame fron七 possib1e，i.e. i七

increases七he spaヒia1reso1u七ion. A burner of七his七ypeis 七he

f1a七 f1ameburner [7]， which a1so has 七headded advantage of 

having an a1mos七 laminargas f10w appどoxima七ing七heidea工 one

dimensiona1 f1ame of七heory. Such a burner is described in for 

examp1e [10]. Much of the year has been七akenup with七he

cons七ruc七ion，or ra七her七heeffor七sof making such a burner work. 

The burner is pictured in Fig. 7. A de七ai1eddescrip七ionof七he

burner is given in七hefigure caption. Figure 8 shows the who1e 

burner sys七emas it 100ks now. Note七heinc1usion of a mass 

spec七rome七er，an addi七ionwhich is under七es七ing・ Themain 

prob1ems have been ligh七ening七he f1ame and s七abilizingi七 under

10w pressure. These prob1ems have been solved， and recen七

experimen七son a me七hano1/airf1ame have given七hespec七rumof 

Fig. 9a， and七heconcentra七ionprofi1e of Fig. 9b. The spectrum 

is the same as 七ha七 foundpどevious1yfor七he same f1ame under 

ambien七 pressure [2] and in Fig. 9b the broadening of七hef1ame 

front can be seen in七heincreased roundning of七heprofi1e as 

compared七0 七heprofi1e in [2]. 
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Visits during七heYear 

Conferences 

，1) The 1981 Genera1 Summer Meeting of the Hokkaido Branch of the 

Chemica1 Socie七y in Ki七ami，Hokkaido 23/7/1981. 

Speech presen七edby S. Nodai ESR法による燃焼反応中間体の検出.

2) 
七h ___ _ ~ ~ ，_ __ _ _ 

20 -.. ESR Conference of七heChem工ca1Soc工e七Y of Japan， in Osaka 

6-8/10/1981. 

Speech presen七edby S. Noda i ESR法による種々の燃焼気体申の常磁性種の

研究.

Laboどa七ories

工) Governmen七工ndustどia1Research工nsti七U七e，in Nagoya， Dr. 

工wasaki. Dr. 工wasakihas been known to us in Sweden as 

one of七hewor ld 's 1eading experts on radia七ioneffects in 

10w tempera七uresingle'crys七a1s，among 0七herthings. 工

wanted to mee七 him，discuss， and see his equipmen七.

2) 工nsti七U七e of Science and Indus七ria1Research， Osaka University， 

Prof. Hayashi and Dr. Yamamo七o. This 1aboratory is reputed1y 

one of the 1argest radiation research 1abora七oriesin Japan. 

3) ReseaどchReac七0ど工nsti七U七e，Kyo七o University， Prof. Higashimura. 

Radia七ionChemis七ry.

4) Sagami Chemica1 Research工ns七itu七e，Dr. Uehara. Dr. Uehara is 

doing Laseど Magne七icResonance in the gas phase. 工 wanted七o

see， and have an exp1anation of七heme七hod.

5) Nuc1ear Engineering Research Labora七ory，Tokyo Universi七y，

Prof. Tabata， Dr. Tagawa， Dr. Ka七sumura，and Mr. Kobayashi. 
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This 1abora七orywas also known七ome in Sweden for i七S

radia七ionresearch. I wan七ed七o see七heirpicosecond LINAC 

acce11era七orirradia七ionfacili七y and discuss the possibi1i七Y

of an experimen七 on七hemechanism behind七he iso七opeeffec七

in 10w七empera七uどe irどadia七ionof n-hydどocarbons. The どesu1七

of七hediscussion was nega七ive.

6) Facu1七Y of Engineering， Tokyo Universi七y，Dr. Shiroishi. 

More radia七ionchemis七ry.

工ndus七ries

1) Rho七oChemica1s， Osaka. An in七eどes七ingvisi七 七o a modern 

high1y s七eri1efac七oryfor七hepどoduc七ionof pharmaceutica1s， 

repu七ed1yone ()f七hemos七 advancedin Japan. 

2) Sch1umberger Offshore， Nagaoka. The company uses high1y 

sophis七ica七edphysica1 measuring七echniques for七hein si七u

measurement of diffeどen七 impor七an七 parameters f.ex. pore 

densi七y and pressure during prospec七ivedri1ling for oi1. 

A wor1d 1eadin9 company in i七sfie1d. 

3) Nori七ake，Na9oya. For my curiosi七y and p1easure. A porce1ain 

producin9 company whose mode1 p1an七 incorpora七esmodern 

produc七ionand old craf七manship.

4) Shipoyaki， Nagoya. A beau七ifu1old handicraf七.
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Figure Cap七l.ons

Fig. 1a EPR spec七rurnfrom combus七ionof an e七hy1amine/ace七on

m工X七ure in air. 

1b En1argemen七 ofa par七 of七he spec七rurnin 1a. 

1c En1argemen七 of a par七 of 七hespec七どumin 1a. 

Fig. 2 Heigh七 of七heinner cone of a me七hane/airBunsen f1ame 

as a func七ionof 七heamount of oxygen in the secondary 

a1.r. 

Fig. 3 Heigh七 ofthe hydrogen a七omEPR 1ine in a methane/air 

Bunsen f1a:me as a function of oxygen (0) and ni七rogen

(・) in the secondary air. 

Fig. 4a Emission spec七rurnof a me七hane/airBunsen f1ame. 

4b 工n七ensi七y of七heemissions of 4a as a func七ionof oxygen 

in七hesecondary air. 

Fig. 5a F1ame heigh七 ofa methane/air Bunsen f1ame as a func七ion

of the amoun七 ofCF
2
C1

2 
in七hesecondary air. 

5b Hydrogen EPR peak heigh七 ofa methane/air Bunsen f1ame 

as a function of the amoun七 of CF~C1~ in the secondary air 2~~2 

re1a七ive 七hepeak heigh七 whenno CF
2
C12 i8 added. 

Fig. 6a Concen七ra七ionprofi1e for a me七hano1/airf1ame. 

6b Concen七ra七ionprofi1e for a 10% H
2
0+me七hano1/airf1ame. 

6c Concen七ra七ionprofi1e for a me七hano1/airand a HBr+ 

methano1/air f1ame. The 10wer of the two curves for 

each species 'refers to七hef1ame where HBr is added. 
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Fig. 7 Drawing of the 1aminar f1ow， 10w pressure burner. 

a) spark p1ug for igni七ingthe f1ame， en七ers七heburner 

housing perpendicu1ar to七hepaper in ho1e b) . 

b) marks the position of the spark p1ug. 

c) burner housing. 

d) burner par七， housing and burner is movab1e a七 points

marked by arrows. 

e) coo1ing water in/ou七1e七s.

f) combus七iongas in1e七.

g) s七ain1ess s七ee1porous p1a七e，100いm.

h) observa七ionwindow. 

i) coo1ing wa七erin/ou七1e七.

j) ho1e for inser七ing七he samp1e probe. 

k) 七o ro七arypump. 

1) screw七o regulate samp1ing di~七ance.

m) sca1e for marking samp1ing dis七ance.

Fig. 8 Layou七 of七hewho1e burner sys七em.

Fig. 9a EPR spec七rumof a me七hano1/airflame on七henew， 10w 

pressure burner at 0.18七orr.

9b Concen七ra七ionprofile of七he f1ame in 9a. 
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被招へい者

藤川和雄

DepartmeIIt

University

巾ヽ?【 98195,

o f  B l o仇el n i  s  t  r y , S」-7 0

of ミ玉shington, Seattle,

U S . A

目的及び成果

藤川博士は昭和 56年

10月 13日 成田経由で

来 日され、 12月 7日 成

田空港か ら帰国した。そ

の間、下記の来日者の報

告に もある如く、各地に

滞在し、多 くの研究機関

を訪岡 して、討議、研究

交流、共同研究の打ち合せなどを行い、我が国の

関連領域の研究者に深い感銘と多 くの成果を与え

た。申請者の研究室には 10月 13日か ら約 1ケ 月

余 り滞在し、先に提出した計画書に沿った研究を

行 うとともに、幾回かのセ ミナーを開催 し一層の

研究交流を図った。

滞在中の研究成果については来 日者の報告にあ

る通 りで、藤川博士の研究室と我々の研究室との

間にあったml因 子活性化に関する実験結果の喰い

違いが使用 したプロテインコファクター標品に原

因することが明らか となった。また、藤サ|1博士が

持参 した ヒトml因 子及びプレカリクレイン、高分

子キニノーゲンなどを用いて血液凝固の開始反応

の再構成系を組み、カオリンに代 る異種表面の検

索を行 った。その結果、ウシXll因子の場合と同様

に硫酸化多糖 (ア ミローズ硫酸 )及 びサルファチ

ドの存在下で ヒhXll因子の活性化が強 く起ること

を見い出した。一方、内因系糠溶の活性化機作に

ついて滞在期間が短かかったこともあって充分検

討を加え られなか ったが、これまで云われてきた

Xll因子やプレカリクレインとは別に血衆オイグロ

ブリン画分にプラス ミノーゲンを強 く活性化する

因子の存在が示唆された。

研究室内での非公開 R― チングは藤川博士の滞

在中に数回 もたれたが、いずれの場合 も藤川博士

よ り適切な質問あるいは助言があり、相互の研究

申 請  者   九 州大学

受入責任者  九 州大学

貞 昭

貞 昭

についての理解をよリー層深めるとともに、今後

の研究の発展のためにきわめて有意義であった。

とくに若い大学院生に対して直接手をとって指導

されたことは度々であったが、こうした研究交流

はきわめて得難い ものである。

来日中の後半は主に国内訪間にあて、熊本大学

医学部をスター トとして、自治医科大学、東京大

学医学部、徳島大学医学部、徳島文理大薬学部、

神戸大学医学部、京都大学医学部、京都大学薬学

部、大阪大学蛋白質研究所、京都薬科大学におい

て講義、講演会、セ ミナーを行 うとともに関連領

域の多数の研究者と交流を深めた。

以上のように 3ケ 月余 りの滞在であったが、申

請者の研究室は もとより関連研究分野での密度の

濃い研究討論及び意見の交換を行 うことができた

点、また藤川博士と日本の血夜凝固研究者の間の

理解を一層深めた点など、今回の来日の成果は充

分あったものと考えている。最後に、藤川博士の

訪問を可能とした山田科学振興財団の経済援助に

対して深甚な謝意を表する次第である。

報 告              藤 川和雄

ニカ月間の日本滞在中、 lo月 13日より11月5

日までの期間を、九州大学理学部生物学科生体高

分子学教室にて、申請者岩永貞昭教授及び加藤久

雄助手 と血液凝固並びに線溶系の初期反応につい

て共同研究を行 った。その間 10月 16日 に同学

科において ｀
血液凝固の生化学

"の
演題で講演を

行 った。 11月 7日 か ら12月 7日 の期間に、日

本各地の大学並びに研究機関を訪問し、講演又は

講義を行 った。この間、大阪大学蛋白質研究所に

て、
“
故成田教授追悼シンポジウム、同研究所セ

ミナー、止血機構一その増幅と制御
"大

阪商工会

議所にて、白本止血血栓学会に出席 した。

I.共 同研究内容

永ヽ
　

永ヽ

岩

岩
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|.研 究目的

内因系の血液凝固系と線溶系の反応は、試験管

内では、粗 1因子、プレカリクレイン、m因 子、高

分子 (HMW)一 キニノーゲンがカオリンやデキ

ス トラン硫酸等の陰荷電体に接触することによっ

て開始される。この時に下記の三つの反応が、は

とんど同時に起 り、これ らの反応を綜称してCo―

【It a c t  A c↓i v a t i o I I とヽヽう。

①畑因子 Xlla因子

②プレ翔クレイン罹婁寧巻霧祐 刈クレイン

③沌因子
配芽詳当書揚壱r Xla因

子

HMW― キニノーゲンは、これ らの反応を数倍か

ら数百倍 も促進 させる。生体内では、陰荷電体物

質は血管壁の損傷部で多分内皮組織細胞か ら血中

に流入して来る もの と考えられている。しかし、

その本体物質については全 く不明である。凝固反

応系では、 Contact Activationによって生成 し

たXla因 子が、続いてⅨ因子を活性化することに

よって、いわゆるCascade Reactionが動 きフイ

ブリン塊が生成 し凝固反応が完了する。 しかし、

線溶系ではContact Activationによって生成 し

たXlla因子、Xla因 子、 カ リクレインの内 どの

因子が、プラズ ミノーゲンの活性化に関与してい

るかは不明である。本研究では、この問題の解明

が最終目標であるが、その第一段階の実験として

イ・HMW一 キニノーゲンのXll因子の活性化反応に

及ぼす影響について調べた。 口 .生 体内で働い

ている陰荷電体物質を究明するために、生体内に

存在する酸性多糖質 と酸性糖脂質について、測因

子の活性化に及ぼす影響を調べた。 ′、Xlla因

子、Xla因 子とカリクレィンのプラズ ミノーゲン

の活性化能力を比較 した。

|十 研 究方法

ウシおよび ヒト血衆か ら単離精製した各種因子

は、すでにワシン トン大学生化学教室と九州大学

生体高分子学教室にて調製 された ものを用いた。

実験イ.カ リクレインによる盟 1因子の活性化

に対するHMW一 キニノーゲンの効果をみるため

に、ウシ ・粗1因子、ウシ ・カリクレイン、 ウシ

・HMW― キニノーゲンをデキス トラン硫酸の存

在下に反応させ、生成 したml週 子を合成ペプチ

ド基質を用いて測定 した。 HMW一 キニノーゲン

は異 った方法で単離した二種の標品を用い結果を

比較した。

実験 口.各 種酸性多糖質および酸性糖脂質を陰

荷電体物質として用い、畑因子とカリクレインを

反応 させ生成するXlla因子を合成 ベプチド基質を

用いて測定 した。陰荷電体物質としては、スルフ

ァチ ド、ヘパ リン、コンドロイテン硫酸、ガング

リオシ ド、ヘマ トシ ド、 ヒアルロン酸を用いた。

実験ノ、 mla因 子、カリクレイン、Xla因 子の

プラズ ミノーゲンの活性化能力を調べるためには、

これ らの因子を直接 プラズ ミノーゲンと反応 させ

生成するプラズ ミンを合成ペプチ ド基質を用いて

測定 した。

而.研 究結果

実験 イ.HlvSV一 キニノーゲンの粗因子の活性

化におよばす影響については、これまでにワシン

トン大学生化学教室と九州大学生体高分子学教室

で得 られた結果には大 きな差異があ った。今回の

両研究室で調製 した各種因子を入れ換 える実験で、

この差異が HMW一 キニノーゲン自身の差による

ことが半」明したが、両研究室で得 られた HMW―

キニノーゲン標品がどの様に異 っているかは不明

である。今後続けてこの問題を共同研究すること

にな った。

実験 口.調 べた酸性多糖質、酸性糖脂質の内、

ウシ ・通 1因 子の活性化に著しい効果のあったス

ルファチ ドが、 ヒト・Xll因 子の活性化に も強い

効果を示 した。今回の実験で、ヘマ トシ ド、 ヒア

ル ロン酸にも弱いなが ら有意の効果が見 られた。

ヒアル ロン酸は、内皮組織に も存在 し、ヘマ トシ

ドは最近血小板中に もその存在が報告されている。

従 って、これ らの物質が、血管壁損傷時に内皮組

織又は血小板か ら血中に流入し、凝固反応の開始

に関与している可能性が得 られた。

実験へ Xlla因 子、Xla因 子、 カ リクレイン

の内Xlla因 子が最 も強 いプラス ミノーゲンの活

性化能力を示 したが、この活性はウロキナーゼの

比00～ ツ1000程度の活性である。生体内で、Xlla

因子が直接プラス ミノーゲンを活性化 していると

は認めがたい。しかし、ォイグロブリン画分を用
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いる内因系線溶反応はかな り強 く、ここに調べた

因子の他に未知の因子が関与 している可能性が十 1

分考えられる。

工.共 同研究関連の発表記録

1.口 頭発表

大阪大学蛋自質研究所にて 12月 2日 、同研究

所セ ミナー “
止血機構 ―その増幅 と帝」御

"に
て、

共同研究結果の一部を発表。 「臨床病理」臨時増

刊 (特集第 50号 )に執筆予定。

1.誌 上発表 な し

Ⅱ、国内訪問

11月 5日 ～ 7日  熊 本大学医学部前田教授、

山本助手、同薬学部久保田教授、庄司助手を訪問。

11月 6日  同 医学部にて
H血

液凝固と線溶系の

生化学
"に

ついて講義を行った。山本助手 とヒト

ml因 子の血管壁透過作用について意見を交換し

た。

11月 9日 、 10日  自 治医科大学に青木教授、

松国助教授を訪間。 11月 10日 、同大学にて “

血液凝系の最近の進歩について
"講

演を行った。

青木教授並びに松田助教授と将来の共同研究につ

いて検討した。具体的に青木教授が初めて単離 ・

精製に成功 されたα2~プ ラス ミン ・インヒビター

の線溶系に対する重要性に着目し、このインヒビ

ターの蛋白質化学的研究をすすめるため、その大

量精製法の開発をワシン トン大学にて行 う計画が

出来た。松田助教授とは、 ヒト尿中のⅦ因子様物

質の精製法について意見を交換 した。

11月 11日  東 京大学医学部に江橋教授を訪

問。

11月 12日  東 京大学医科学研究所に上代教

授を訪間。

11月 13日  国 立ガンセンターに杉村所長を

訪間。

11月 13日  Davie教 授招待講演会、東京赤

坂プリンスホテルにて
“
血液凝国の生化学

"の
演

題で講演した。

11月 17日 、 18日  徳 島大学医学部酵素研

究所に、勝沼教授、松田助教授を訪間、11月

18日 同医学部にて
“
血液凝国の生化学

"につい

て講演した。

11月 18日  徳 島文理大学薬学部に真鍋教授、

堀内助教授を訪問。

11月 19日  神 戸大学医学部に、木幡教授、

水落助手を訪間。過去に木幡研究室とワシン トン

大学生化学研究室の間で、血衆蛋白質の糖鎖構造

について共同研究を行ってきている。 ワシン トン

大学で精製 されたウシ・X因 子、IX因子、アンチ

トロンビンIII、プロトロンビン、プロテインCの 糖

鎖全構造が完成 し発表 されている。しかし、未だ

これ らの因子の糖鎖構造 とその機能の相関関係は

不明である。この問題を解明するため、更に多 く

の因子について同様の研究を積み重ねる必要性を

認め、今後 ヒト・Ⅲ因子、Xl因子、X因 子、von―

IVilleb rand因子等の糖鎖構造の研究を続ける計

画をした。

11月 20日  京 都大学薬学部に、山科教授、

矢島教授、井上教授、川崎助手を訪問、日本薬学

会近畿支部会並びに日本生化学会近畿支部会主催

の もとに
｀
血液凝固の生化学

"に
ついて講演をじ

た。

11月 21日 、 22日 、 23日 、 24日  大 阪

大学蛋自質研究所に鈴木名誉教授、倉橋教授、藤

井教授、山田助教授、栗木助手を訪問。

11月 25日  京 都大学医学部に村地教授を訪

間。

11月 26日 、 27日  大 阪大学冨白質研究所

に
“
故成田教授追悼シンポジウム "に

出席。

11月 28日  国 立循環器病 センターに、小児

部長、内田研究員を訪間。
“
血液凝固の生化学

"

について講演した。

11月 30日  京 都薬科大学に藤井教授を訪間。
“
血衆蛋白質の構造と機能

"に ついて 4回 生、大

学院学生対象の講義を行 った。

12月 1日 、 2日  大 阪大学蛋白質研究所にて、

同研究所 セミナーⅢ
止血機構―その増幅と制御に

関するセ ミナー "に
出席 し、 12月 2日 に、

“
ヒ

ト・測1因 子の構造 と機能
"に

ついて発表した。

12月 4日  大 阪商工会議所にて、日本止血血

栓学会に出席した。

V.来 日に関する意見、感想

今回は、 12年 振 りに日本の大学を見ることが

出来たが、実験室の設備の良 さが特に印象に残 っ
た。さらにこれ らの多 くの設備が 日本製の科学機
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械で品質 も米国製に優るものが多 くあった。一面

これ らの設備が十分に使われていない場合があっ

た。この原因としては、日本の大学に専門のテク

ニシャンの職がない事と若手職員 も教育面の義務

とそれに付随する雑用に追れ勝ちで、研究に十分

時間が とれない事にあると思った。しかし、日本

の研究者の能力、意欲 と十分な設備で もって、近

い将来日本の研究 レベルが欧米諸国のそれを追い

越す時が来ることを確信した。

今回の米国中、共同研究に費やされた時間は約

1ケ 月間で、十分の成果は上が らなかったが、各

地の大学の研究者と十分議論する時間を得、二、

三の共同研究計画を作 り大変有意義であった。

日本での最 も良い季候の時に訪れ、 日本のおだ

やかな自然の美しさに感銘を受けた。新幹線の専

窓か ら見た東海道、山陽道の単調な工業地帯の眺

めには全 くがっか りしたが、大都会から離れた田

園風景は大変美しく、ハイウエーも米国並みで快

適の ドライブが出来た。計画性のある都市開発の

重要性をこの時程強 く感じた事はなかった。

大学の研究状態、日本人の感情、国上の風景な

ど種々の面か ら日本を見直す機会を与えて下さっ

た山田科学振興財団と申請者岩永貞昭教授に心か

ら感謝する。
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昭和 56年度短期間派遣成果幸R告

8 1 - 4 0 0 5

当初、 1981年 7月

13～ 17日 の間に開催

が予定 されていた The

lnternational Confer―

ence on The Applica一

tions of ↓he Mbssbotuer E ffect ヤよ イ ン ド正文イ守

の visa発 行に関する紛糾および関係建物の火災

などの事情によ り、予定地が Kashmir高 原の

S rinattr から、 RajasthanブH`脅3」aipurヤこ移さ

れ、期日を同年 12月 14～ 18日 の間として、

遅れて開かれた。貴財団の御好意により、出席、

発表、および同会議の運営に参画できたので、会

議以後の二、三の研究所訪間と併せて、成果を報

告する。

本会議は 14日 午前 9時 に開会され、出席者

350人 以上 (国 外約 150人 、 30ケ 国以上 )

講演数は招待 13を 含め 260以 上、他にパネル

討論会 2と いう盛会で、日本か らの出席者は 13

名でかな りの勢力であ り、発表 も登壇 とポスター

とを含めて注目を受けるような良い ものが多かっ

たようだ。特にイン ドの人は同じ東洋の国として

日本の研究 とその協力に期待 しているようである。

私共の研究室か らの発表は以下の通 りである。

招終F: F.E`FuJlta,Mそ デssbauer Effect in

Physical Metall□ lgy―― Problems of

lnterstiとial Al10ys― .
一般 :S Nasu夕 Y.浄 shida and F,回 .Fuji↓a;

Fe57  MbSSbauer study of Fe一 C Alloy

S ystem.

R.Oshi ma, K.KOsuga, M.Stlbciyama and

F.E.Fujita ; Wjrびssbauer Study of Phase

TransitiOn in Fe―一Pd Alloys,

S.Kuzman, R.OshiIB and F.E.Fujita;

Mossbauer Study of Age Hardening Of Fe

一Ni― Mn A1loys.

イン ドでは合金の基礎的な問題や鉄鋼への応用

イン ド、メスバウア効果の応用国際会議

大阪大学   藤  田  英  一

を研究するグループが多く、分子軌道法による隣

接相互作用の計算とメスバウア観損」値 との比較、

マルテンサイ ト変態の研究、感度の高いサーマル・

スキャン法による析出の研究などは興味を集め、

発表は成功 したと思 う。

他の日本か らのグループでは化学の分野で都立

大、佐野博敏研究室の発表が目立った。国別では

西 ドイツ、フランスの発表が多く、内容 も良かっ

たようである。概 して非常に画期的な発表は無か

ったと言わざるを得ないが、より詳細、精級な仕

事が増え、メスバウア効果は科学 ・技術の各分野

で日常的に利用される時代に入ったと判断されよ

う。この点で、この会議に出席 し十分に発表 ・討

論できたことは大 きな収獲であったと思 う。

会議中に国際委員会が開かれ、次回の開催地に

ついて、や 面ゝ倒な意見交換があ り、 1983年

夏、ソ連のアルマータで行 うとい うことが内定 し

た。 (個 人的には東欧圏でソ連の主張が強過 ぎる

と感じた。 )

イン ド政府、州政府、市などの後援は強力で、

学問的 ・社交的プログラムは何れ も充実 し、出席

者はみな満足し、会議の成功を賞讃 した。

会議後、 自動車で旧都 Agraを 経て Delhiに

至 り、Delhiに 2日 滞在 し、National Pttsic―

al I′abOratoryお よび Delhi大 学、物理部を訪

問した。前者は標準局のような物理量の基準測定、

基礎的な物理研究、および太陽エネルギー利用や

高圧押出しのような大衆的 ・工業的研究の三方向

に拡がる守備範囲を持ち、半導体、液晶、マイク

ロ波など工業化の基礎に特に力を注いでいるよう

であった。後者はよ リオーソ ドクスな研究が多か

ったようであるが、装置などがかな り古 く貧弱で

気の毒な感 じがした。しかし、多くの開発途上国

とは異って、学問の基本か ら自主的に積み上げて、

安直な輸入や技術導入を避け、自力で工業化への

道を探る態度には感心した。従来、イン ドの科学
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者は技術を重んじないで、労働せず、抽象的学問

世界に遊ぶのを貴 しとする欠点があるといわれて

きたが、今回の見間では、科学 と技術の間の構は

非常に狭 くな り、自主開発で追いつけるかとい う

疑間は残 るが、イン ドの発展 と社会改良には大い

に希望があるとい う印象を新 しく得た。

「固体問の相変態に関

する国際会議」は、昭和

56年 8月 10日 から 14

日までの 5日 間、アメリ

カ合衆国ペンシルバニア

州 ピッツバーグのカーネギー ・メロン大学に於い

て、アメリカ金属協会 (_4meriCan Socie↓ y for

Metals)お よびカーネギー ・メロン大学の共催

により開かれた。会議には 17カ 国か ら約 300

名 (日 本か らは約 10名 )が 参加 し、発表論文は

合計約 200(招 待講演 27件 、一般講演 170

件 )の 多数にのほり、盛会であった。

初日か ら4日 目までは、年前に招待講演 (1会

場 )、 午後は二つの会場に分かれて一般講演があ

り、毎 日8時 15分 か ら午後 6時 までとい う過密

なスケジュールであった。初 日、 2日 目には 「連

続変態」 「CPブ ーンとクラスタリング」 「拡散

による核生成、成長」 「規則 ・不規則変態」 「析

出と規則化に及ぼす照射効果」などのセッション

があり、筆者に特に関係のあるマルテンサイト型

変態に関するセッションは、主として3日 目と4

日目に集められていた。

3日 目午前中には、マルテンサイト変態に関す

る四つの招待講演 (米国マサチューセッツエ科大

学Cohen教授の 「マルテンサイトの核生成に関す

る理論 ――最近の情況」、英国オックスフォー ド

大学Christian教授の 「界面構造と成長機構」、

米国イリノイ大学Muddle教授の 「鉄系マルテン

サイトの結晶学と形態」、ベルギー ・Kaじholi―

eke大学 Delaey教授の 「非鉄系マルテンサイト

81-4026

アメリカ、団体間の相変態に関する国際会議

大阪大学  佐 分利 敏  雄

以上のように、国際会議出席によって、十分の

成果を得た上に、研究所訪間によって、イン ドの

科学研究の事情 (さ らには工業事情、民衆事情の

ほんの一端 )を 垣間みることができ、実に有益で

あった。この経験を今後の研究国際交流 ・協力に

大いに生かしたいと思 う。厚 く御礼申し上げる。

の結晶学 と形態 」)があ り、年後は 「マルテンサ

イ トの理論 」「マルテンサイ トの前駆現象 」「マ

ルテンサイ トの核生成 」「マルテンサイ トの結晶

学 と形態 」などのセ ッションがあったが、 1982

年 8月 にベルギーでマルテンサイ ト国際会議が予

定されているためか、あま り目新 しい研究はなか

った。

4日 目年前中は、まず筑波大学 ・大塚和弘教授

の 「応力誘起マルテンサイ ト変態およびマルテン

サイ ト マ ルテンサイ ト変態」 とい う題の招待講

演ののち、筆者が 「形状記憶効果と関連現象」 (

阪大工学部 ・稔野教授 との共同研究 )と い う題で

講演を行 った。金属材料は塑性変形すると、 もと

の形に戻 らないのが普通であるが、変形後温度を

上げると全 くもとの形に戻る(形 状記庸効果 )と

い う特殊な合金がある。この形状記憶現象は熱弾

性型マルテンサイ ト変態に関係 していることが知

られているが、筆者の講演は最 もよい形状記憶を

示すβ相合金について、統一的に形状記憶機構を

説明し、更に個々の合金について記憶可能透みの

限界、方位依存性について考察 したものである。

5日 目(8月 14日 )午 後 3時 に予定の全講演

が終了したのち、連続変態 (ContinuOus Tran一

sformation)、 拡散による核生成、成長 (Di―

ffusiOnal Nucleaしion and Gr側↓h)、 せん断

変態 (Shear Transformation)の 各分野に分か

れて、今後の研究の方向づけについて議論 した。

筆者は 「せん断変態 (議 長、S tanford大学

Sinclair教授、 再」議長、筑波大学 ・大塚教授 消

に出席 し、今後の研究を進める上で参考になるこ
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と力S多わ>った。

全体 として散漫になるきらいはあったが、 17

カ国とい う多数の国か らの参加者があ り、有意義

な国際会議であったと思 う。

会議の Proceedingsは 1982年 夏ごろまでに

完成、出版 される予定になっている。

最後に渡航費を御援助下さった山田科学振興財

団に心か ら感謝の意を表する。

6月 16日 大阪空港を

出発 し、サンフランシス

コ着後、カルフォルニア

大学バークレー校化学教

室の S treitwieserおよ

び s chaefer教授、同大学 I〕BIJの IJee研究室と

NRCCの D■lpuis博士を訪問し、討論を行 った。

その後、 6月 22日 -26日 にコロラド州 Bo■l一

lderで 開催された 「理論化学に関するアメリカ

会議」に出席 し、ポスター発表を行った。会議終

了後、 9月 4日 まで Pittsburgh大学化学教室

K.N.Houk教 授の下で、 「1,3-ジ ラジカル中間

体の分子 ・電子構造およびその特異的反応性」に

関する共同研究に従事 し、 9月 6日帰国した。

その間、 7月 27日 -31日 にニューハンプシャ

ー州 P lymouthで開催 された 「分子衝突の動力学

に関するGordon会 議」および 8月 3日 -7日 に

同 Andoverで開催 された 「有機光化学に関する

Gordpn会 議」 に参加 し、ポスター発表を行った。

「理論化学に関するアメ リカ会議」は米国の理

論化学者を中心にして、 3年 に 1度 開催される理

論化学分野最大の国際会議の一つである。 (同 分

野では 「理論化学に関するカナダ会議」および 「

量子化学に関する国際会議 (ICQC)」 が 3年 に

一度の周期で overlapしないように開催 される。)

今回の会議の主催者はシカゴ大 」ames Frank

lnstiしute(JFI)の JOhn I」ight教授であ り、

会議参加者は約 220名 、その うち日本人は 9名

であった。招待講演 とポスター発表が行われ、前

者は、(1)励起状態 (特 に振動の自由度 )と その動

的挙動、(2)衝突および反応動力学の理論、(3)電子

37

リカ、理論化学に関するアメ リカ会議他

大阪大学   山  口     兆

状態理論、(4)計算機化学に大別出来よう。特に(1)

(2)に関して、非線型力学における諸概念が振動励

起分子の動的挙動と化学反応過程での非平衡的エ

ネルギー分配の理論構成に使用出来るとの議論が

多くなされた。実際 28の 招待講演中、以下の 7

講演が非線型力学に関連 していた。

l  lnt「 amolecular Dン mamiCS and Energy

Redistribution(R.A Marcus)

2  The classical lvB y to molecular spect一

roscopy and dymamics( ■.」,Heller)

3  MIodei studies in int「 amolecular d〕 ma―

mics and nonlinear mechanics ( P.B ru 一

me r )

4   Energy levels and qLlanttlln states in

integrable and ergodic systems(M.V.

Berry)

5  ヽヽ hat does the study of chactic motion

↓each us about intramolecLllar dvllamics

( S . A t  R i c e )

6  Chactic classical dy‐ lIIIi cs : Implica一

tibns for semi一 classical quantization

and intralnolecular ener〔 野 f10W (恥 lP.

Reinhardt)

7  Kolmogorov entropy and quanttlm chos

(P.Pechttas )

近年 レーザー
等によ り多光子振動励起が可能に

な り、一分子分解反応に関す る微細な実験事 実が

集積 しつつあるので、その動的挙動の理論的解明

は最近の トピ ンクスであることが理解 され よ う。

さらに振動 overtoneス ペク トル等 分光学の最近

の進歩は著 しく、上記の講演で も繰 り返 し話題に

8 1 - 4 0

ア メ
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なった。また統計力学におけるいわゆるエルゴー

ド問題は化学反応速度論 (特 にその非平衡的側面

に関連 して )の根幹にかかわる問題であるが、こ

の点について も深速な議論があった。問題が余 り

にも数理物理的であ り、私は残念なが ら正確には

理解することが出来なかった。しかし、化学反応

論に非平衡統計力学の最近の進歩が取 り入れ られ

て行 く事は確実であ り、今後 この分野でどのよう

な発展があるのか興味のあるところである。現在、

日本の理論化学分野の若手に丼線型力学等を専攻

する人が殆んど皆無に近い状況であるのは気掛 り

である。

凝縮相での緩和現象および化学動力学 も重要な

トビンクスである。例えば、

8  Reaction d〕namics anct energy transfer

in a simple isomerization reaction(B.

」.B erne)

9  Vibrational relaxatiol■  in liquids :

nOn Markovi[m efrects (D.立ヽOxtoby)

10  1 eヾw paしh ways in liqLlid S↓ate quantum

physics (P.G.VVoly■le s)

1l  Chaos and fluctuations in■onlinear

dissipative systems(R.Kapral)

12 Molecular dynamics of l確 ぃt ittlduced

reactions in solutions Otnd in proteins

(A,恥′arshel)

13  Kinetic theory of siIIIPle dense fluids

(」.S.Dahier)

14  Perspectives on computer sinilation

of polymer dン ■amics(M.Fixman)

この領域では、対象の複雑 さと階層に応 じて、

stochastic IJlouville方程式、mOlecular dy―

na nicsその他諸々の手法が使用 されている。

共通 している事は何 らかの意味で非平衡非線形領

域に属する現象を取 り扱 って行こうとしているこ

とであ り、昨年の 「理論化学におけるカナダ会議」

と同様、今後 この傾向はますます強 くなるように

見受けられた。

さらに、(1)(2)の分野では反応路理論 と動力学に

関して Miller教 授の講演があ り、Trttlar教 授

により反応速度論の最近の進歩に関する総まとめ

的講演 も行われた。これ らの講演か ら、電子状態

理論の進歩により少なくとも基底状態のポテンシ

ャル面が精度よく求まるようになったので、有機

反応の絶対速度が計算出来る時代が案外早 く来る

か も知れないと思われた。さらに、I」ester教 授

は多原子分子の電子的励起状態での分解反応の理

論について論演 した。衝突の理論に関する招待講

演が Kouri、 Bowmanお よび Rabits教 授により

行われ、衝突計算に使用するポテンシャル面の計

算が Mucker man教授 により論じられた。これ ら

の講演か ら、比較的簡単な 2分 子反応等 (例 ・0

+H2)が 量子力学的衝突論によって取 り扱えるよ

うになってきていることが理解 された。

電子状態理論分野では、ユニタリ詳を用いる配

置間相互作用(CI)〔 H.F,S chaefer〕一般

化多配置(MC)SCF〔 D.IJ.Yeager〕および

多配置(MR)多 体摂動論(MBPT)〔 U.Kal一

der〕に関する講演があった。この分野でも単一

配置 (HF法 )で 記述出来るような安定分子の電

子状態に関する議論は終 り、反応中間体等不安定

分子の取 り扱いに焦点が移動 していることが理解

されよう。他に、 ab一 initio法によるvalence

の理論〔K.F reed〕、density fluctimal理論

〔N.H.March〕、HF方 程式の数値解(McCr

llouぃ)に関する講演があった。

計算機化学は今後の計算機技術の進歩により大

変発展するであろうことが Ostlund教 授 の講演

で予言 された。特に ab一 initio分 子軌道法等に

関する繁用プログラムは今 までのようにソフ トプ

ログラムとしてでなく、ハー ド的にチップとして

販売 される時代になること、そして世界中の有機

化学者に使用 されているPople教 授のグループに

よる GAUSS(90)プ ログラムはすでにその計画

であることが明 らかにされた。つまり理論化学の

方法論がガスクロ等の分析装置と同様、化学者が
使
計算機実験

ル
を行 う道具になる時代は遠 くない。

以上、米国での理論化学のフロンティアは広い

意味での動力学に移ってお り、分子構造 ・電子状

態理論はすでに基礎回めを終えて、応用段階に入

っていることが理解 される。このことは、主催者

の」OhO Litttお よびシカゴ大 JFIの 教授連の

先導的認識を反映しているようにも思えるが、ポ

スター発表でも同様な傾向が見 られることによ り、
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米国の理論化学の大勢であると言えよう。漸 く日

本でも 1981年 よ り「理論化学に関する日本会議 」

が開催 され る運 びとな った。本邦初演の会議では

どんな方向性が打ち出せるのか大変楽 しみである。

「分子衝突の動力学に関する Gordon会 議」に

は 86名 が参加 し、その うち日本人は 5人 であっ

た。この会議の参加者は実験物理化学者が多かっ

たに もかかわ らず、招待講演 12の うち5つ が理

論関係であったo Hellen、 L ighも、Marcus、

Trttlarお よび S chaefer教授が前述の理論化学

会議での講演に近い内容のことを実験家に理解 し

やすいように具体例を多 く上げて説明した。話の

仕方 もGordon会 議 らしく informalで あ り、楽

しい雰囲気であった。実験に関する招待講演では

まず Ng(伍 )お よび小谷野教授がイオンー分子

反応の、 I」eeお よび Krauss教 授が 中性分子一

分子反応の動力学について論 じた。さらに、

Zare教 授が 多光子過程の動力学について、

Pritchrdお よび Faubel教 授が回転励起に関す

る実験について講演 した。講演終了後、実験の細

かい技術上の問題に質問が出るなど活発な討論が

行われた。また招待講演以外の shOrt talkにお

いて も beam関 係の実験が多く、分子線 ・レーザ

ー等の技術が米国では多くの実験家の常用手段 と

して定着している様子が理解出来た。さらに、こ

の分野の実験の精度がお金の額に依存するので、

小研究 グループは/tれな りの工夫 とアイデアが必

要であることも痛感 させ られた。ともあれ米国に

おける反応動力学の実験および理論研究者の層は

日本 と比較 して大変厚 く、両者の意見交換 も非常

に盛んであるように感 じられた。

次に、 「有機光化学に関する Gordon会 議」に

は約 140名 が参加 し、日本人参加者は 10名 で

あった。会議はまず Turro教 授による磁場効果を

中心 とした反応機構研究の講演で始まり、Michl、

VヽilsOn、 S chuster、 S caianoを致立受会学によリ カ

ルベン、過酸化物等の不安定中間体の検出 ・反応

機構に関する講演が行われた。これ らの招待講演

を聞いていると、ひと昔前までは物理化学分野の

実験手段と考えられていたフラフシュおよびレー

ザー分光法が有機化学反応機構の研究に取 り入れ

られ、従来の物理化学 ・有機化学問の境界線はな

くな りつつあることが感 じられた。このことは、

これ ら講演者がどちらかといえば物理的側面に素

養の深い光化学者であることにもよるが、有機光

化学の将来方向を示 しているように私には思えた。

つま り、励起状態や不安定中間体に関する物理化

学的知識は新しい光化学合成反応の (・
設計

ル
を目

ざす合成化学者に も必要条件 とな りつつあると思

うのである。またB igot教授は前出の CI法 によ

る励起状態のポテルシャル面の計算の話をしたが、

これ とて も
“
反応設計

"の
ための予備知識として

十分活用しうると思われる。ポスター発表でも多

数の面白い話があ ったが省略する。

BaЩ tttで の Schuster教 授の話は光化学の

Gordon会 議の これまでの歴史についてであ った

が、日本人の参加がここ4年 前までは皆無に近い

状態であったことを知 り大変残念に思 った。

P ittsburgh大では 1,3-diPoleの 理論的研究

のお手伝いをした。それ以外は私のペースでいろ

いろ勉強させて もらった。滞在中、Houk研 のよ

うな有機反応機構の研究室で も20万 ドル以上 も

するスーパー ミニコンを買い入れて量子化学的計

算や分子力学的計算を行 う計画が具体化している

のを見るにつけ、前述の Ostil■ld博 士 の 予沢」の

確かさを身をもって感じた。

最後になったが貴重な経験をすることが出来た

今回の出張に旅費援助を賜った山田科学振興財団

に厚 くお礼申し上げる。
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筋冨白質に関するゴー

ドンコンファレンスは、

1981年 6月 29日 ～

7月 3日 の 5日 間、米国

ニューパ ンプシャー州で

世界各国か ら約 180名 の参加者を集めて開かれ

た。日本か らは 9名 が参加 しンた。筋研究の現在の

問題点をあげると、第 1は 1、TP加 水分解反応に

伴なってアクチン、 ミオシンのどのような分子運

動が収縮力を引き起すのかとい うことで、soR

光など最新の測定技術を用いて調べ られている。

第二は骨格のCaイ オンによる収縮調節が トロポ

ニンー トロポ ミオシン ・Fア クテのどのような構

造変化によってなされているのかとい うこと。第

二は平滑筋では Caイ オンによる調節が骨格筋の

ようヤこトロポニンー トロポ ミオシン系によるもの

か、 ミオシンライ トチェンのホスホリレイション

によるものかとい うこと。第四はアク トミォシン

による加水分解反応機構を収縮中の筋肉で調べる

ことなどであ り、本 コンファレンスもこれ らの点

に焦点をあて行なわれた。会議は 7セ ッションに

分けて開かれた。第一は 「ア
'ク

チンー ミオシンク

ロスブリッデの構造」 と題 し′て行なわれ、主に筋

収縮中の ミオシンクロスブリッデの運動をX線 小

角散乱法で調べた結果について発表及び議論がな

昭和 5 6年 8月 2 8日

成田発 P A 0 0 1便 にて

西 ドイツフランクフル ト

着、 8 月3 0 日( 夜) か

ら9月 4日 までの第 3回

1-4038

アメ リカ、筋蛋白質に関するゴー ドンコンファレン

ス

大阪大学 柳  田  敏  雄

された。注目を浴びたのは MB E`HLxleyの SOR

を用いたx線 回折の発表で、筋肉か らの回折パタ
ーン(一 次元 )を msec又 はそれ以下の時間分

解能で求め得ることを示 した。第二は 「ミオシン

クロスブリッデのプローブとそのアクティブサィ

トの演」定」と題するもので、EPR、 NMR、 蛍

光など分光学的手段でクロスブリッデの運動やA

TP結 合部位の構造について議論 された。第二は

「収縮の調節」と題するもので、主に骨格筋の

Caイ オンによる収縮調節メカニズムについて議

論 された。第四は 「ミオシン分子のアイソザイム」

に関するもので、ミオシン分子中の頭部 (2 heads

/1 myosin)に 結合 しているラインチェンの異

差か ら2種 類の ミオシン頭部が存在 しこれ らの筋

肉中での分布、生化学的性質について議論された。

第五は 「ミオシンライ トチェンのホスホリレイン

ョン」に関するもので平滑筋 ミオシンライ トチェ

ンホスホリレイションと収縮調節メカニズムにつ

いて討議 された。第六は 「アク トミオシンATP

aseメ カニズム」に関するものでATP加 水分解

反応機構について議論 された。最後に 「クロスブ

リンデアクシヨンのメカニズム」と題するもので、

収縮メカニズムにおいて重要な要素の一つである

エラスティンィティが どこに存在するかについて

議論された。

1-40 6 2

西 ドイツ、第 3回 有機 フ リー ラジカル国際 シンポジ

ウム

東北大学 櫻 井 英 樹

有機フリーラジカル国際 シンポジウムに出席 した。

シンポジウムは、スイスとの国境に近い、黒い森

(シ ュワルッバル ド)地帯の中心地、フライブル

グで開催 された。会議には、主催国 ドイツの他、

イギ リス、フランス、イタリーなどのヨーロッパ
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各国、アメリカ、イスラエル、中国、カナダなど

23国 か ら約 200名 参加 した。日本か らは筑波

大学 ・大饗茂、徳丸克己、学習院大学 ・末広唯史、

大阪大学 ・野島茂等 9名 出席 した。

フリーラジカルの化学は、基礎有機化学の分野

だけでな く、光化学、生物化学、工業化学など広

い分野での重要性が増大 してお り、それを反映 し

て研究発表 も多彩であった。発表は一つの会場の

みを用い、討論時間を含む 1時 間の主詰演が 16、

同 15分 の一般講演が 27件 報告 された。このは

かに、ポスター ・セ ッションが 23カ 所のブース

を用い 4回 転つまり92件 行われた。短い口頭発

表を制限 してポスターに廻 し、比較的多数の主要

講演を置 くのは最近の国際学会の傾向であるが、

本 シンポジウムで もこのや り方は非常に成功 した

ように思われる。何よりも一会場であったとい う

ことは、討論に集中で きる点で良かった。発表件

数が最初予浜」したよりも多く、しか もかな り興味

深い、レベルの高い もの も多かったのは一つの収

獲であった。わが国のこの分野の化学が現在必ず

しも活発であるとは言えない 一 極めて活発な

他の分野に比べて 一 一 今 日、今後の努力の方向

が示唆されたとも言え,よう。

シンポジウム 2日 匿に、桜井は The Mechan一

ism of Homolytic Aromatic Silylation と

題する主講演を行 った。本 シンポジウムの主要議

1 9 8 1 年 9 月2 8 日

より10月 2日 まで、東

ドイツのライプチッヒで、

東 ドイツ第 1回数学 コン

グレスが開催 され、山田

科学振興財団の援助を得て出席 した。この会議は

東 ドイツ数学会の主催により、ライプチッヒの数

学ゼ ミナール百年を記念 して計画された もので、

参加者千人を超える盛会であった。東 ドイツ以外

か らの参加者は 40名 程度で、特に東欧以外か ら

題の一つに相当する有機金属反応に関するもので

あるが、会場の大 きなスクリーンに 2台 のプロジ

ェクターをフルに使用 して講演を行い、自分 とし

ては一応満足できる反響を得たと考えている。事

実、講演後多くの人か ら好意ある質疑応答等を得

た。

主要講演者は別紙の リス トの如 くであるが、米

国の若い研究者、例えば N.A.Porterや 0.B.

S chusterらの新 しい方法論による意欲的な研究

展開に大いに感銘を受けた。

討論以外には、 ミキサー、コンサー ト、エクス

カーション等があったが、いずれ も質素な もので

好感をもった。古い学都フライブルグの雰囲気と

あわせ、討論に終始した誠に有意義な成功をおさ

めたシンポジウムであったと言える。なお、次回

は英国セン ト・アン ドリュース大学で行われる予

定である。

シンポジウム終了後、カールスルーエ、ダルム

シュタット、およびギーセンの各大学で講演 と討

論を衛い、 9月 12日 フランクフル ト発PA00

2便 にて帰国した。

有意義に参加 し得たシンポジウムの成果を今後

の研究活動に生かしたいと考える。参加に援助を

与えられた (財 )山 田科学振興財団に感謝してこ

の報告書を終える。  主 要講演の リス ト省略。

1-4067

東 ドイツ、東 ドイツ第 1回数学 コングレス

京都大学  荒  木  不 二洋

の参加者は、対称空間などの分野で著名な Hel一

gason(ア イスラン ド出身、在米 )、複素解析の

分野で重要な Kあhler多様体の Kあhler(西 ドイ

ツ在住 )、数理物理学の分野で著名な Borchers

(西 ドイツ )、毛細現象に関する大家 Finn(米

国 )な ど10人 に満たなかった。

会議第 1日午前中の開会式は、ライプチッヒの

コングレス ・ホールで行なわれた。管弦楽団によ

るバ ンハの曲の演奏で始まり、文部大臣の祝辞、

ライプチッヒのカール ・マルクス大学の学長によ
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る歓迎の挨拶とよと、来賓のスピーチの続いた後、

カール ・マルクス大学の Schumann教授がライ

プチ y ヒ数学ゼミナール百年の歩みを回顧した。

第 1日午後からは、会場そカール・マルクス大

学K移し、多数の講演や、ポスター・セ y ション

が行なわれた。私は 3日目の午前中lζ45分間の

招待講演を行ない、量子統計力学の数学的方法と

いう題で、 Fit子系の統計力学的状態を特徴づける

KMS条件と呼ばれるものを中心iと、作用素環の

富田竹崎理論との関係、量子統計力学における作

用素環的方法、場の理論との関連性、ブラ ック ・

ホールに関する Ha材cin耳効果への応用、えよど招

へい者の意向にそって、総合報告をした。前述の

K瓦hler教授や Borchers教授、カール・マルク

ス大学の Lassner教授や Uhlmann教授、ドレス

デン工科大学の Mδbius教授などから質問や討論

があり、大変有意義であったと思う。

会議のあと更に 1週間カール・マルクス大学iζ

滞在し、非可換 Lp空間について、ヒルベルト空

間上のある種の非有界本環について、および、量

子力学の状態空間の特徴づけについて、という題

で、物理学教室および数学教室で合計 3回講演し

た。また、カール・マルクス大学の数理物理学者

(数学教室と物理学教室にまたがり、また近辺の

大学からも参加)の仕事を数回にわたり聞き討論

を行った。

東ドイツの数学コングレスで特に印象に残った

のは、数理物理学なとe応用分野iζ関心がゐる人お

よび研究をしている人が予想外に多い乙とであっ

た。例えば、カール ・マルク ス大学iとは、前述の

Lassner教授(数学教室)や Uhlmann教授(物

理学教室)を中心とする大勢の数理物理学者が非

有界*環の研究とその物理学への応用に専念して

いる。また数理物理学に関係する講演発表の数や

そのような講演の聴衆の数も予想外に多かった。

乙の多数の数理物理学者と研究交流ができたこと

は、大変有意義であったと思う。

ライプチッヒのカール ・マルクス大学の中心部

は、街の中央 ~C近い大きなカ ール ・ マルクス広場

の一辺を占め、人文 ・社会系の研究室を全部おさ

めたモダーンな高層ビルと、講義室、食堂、理論

系自然科学の研究室などをおさめた四角い大きな

建物から成っている。大学から見て広場の左側が

オペラ・ハウスであり、右側K有名なゲパントハ

ウスが 10月 9白丁度完成し、開館式が l万人近

くの観衆の見守る中、広場でホネッカ一国家評議

会議長を迎えて行なわれたのは壮観であった。ま

た、 Lassner教授の計らいで、翌日の記念演奏会

の切符が得られ、ゲパントハウス楽団の演奏を聴

けたのはよい思い出になった。

81-4080 

アメリカ、第 16回低温物理学国際会議

今回の出張の主目的は、

第 16回低温物理学国際

会議(以下LT16とよぶ)

ψ 出席と、英国 Sussex大

学および米国南カリフォ

ノレニア大学(U S C )での共同研究であった。援

り返ってみると乙れは少し欲張りすぎた感がある

が、学ぶところも大であった。以下、簡単に会議

の模様などを記し、最後に低温物廼学の現状につ

いて感じた ζ とを書き留めて報告にかえたい。
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京都大学 恒藤敏彦

7月始め渡欧してから 8月上旬まで Dover海

峡の近く緑深い Sussex大学に滞在、 A.J.

Leggett教授のク。ループと共同研究を行った。

テーマは 3P対による超伝導その他であり、今後

も協力を続けることになった。短い滞在であった

が、同教授および D.Brewer教授の極低温実験の

ク")1，;ープとの討論を通じて独創性を重んじる学風

を感じるには充分であった。 なおCavendish研究

所、 LeidenのKammerlingh -0 nnes 研究所等

も訪問し、いろいろと収獲があった乙とを付け加



えておく。

米国に渡ってまず 3日間コロラド州 Aspenlとあ

るAspenCenter for Physicsを訪問、センタ一

長で昔か らの共同研究者の E.Abrahams教授と

久しぶりに議論する ζ とができた。偶然、 20年

前に指導を受けた J.Bardeen教授も居られ、電

荷密度波による伝導機構についての最近の仕事に

ついて詳しい説明が聞けたのは幸いであった。

さてロスアンジェ ルスのカリフォルニア大学で

8月 19日から 6日間行われた LT1 6であるが、

午前の前半は PlenarySessions 、それから 5な

いし 7の Parallel Sessions (うち Posterカ3

2 )という大規模な会議で参加者も多い。 3年前

のLT 1 5では固体 3Heの核スピン整列、その

前のLT14では超流動 3Heといった持種があ

ったようだが、今回はそのような焦点はなかった。

流行を反映してAnderson局在の研究が目立った

のと 、超伝導の研究の数が大巾に増えたのが特色

であろう。 Hotnewsはなかったが、ヘリウム系

の趨流動から有機超伝導体、低次元系、ガラス等

々という広範囲の物理について勉強できるのは乙

の会議の利点であった。なお、大見哲巨氏らとの

研究を 2つ発表、 4]ヨeの浬論の Session の座

長をつとめた。

続いて 8月 26日から 5日間、 USCの Idyl-

lwi ld Campusでの H 超低温における新しい問題"

というWorksboplと出席した。 LosAngelesから

100マイルほどの山中、伊nderosa松の匂う乙

のC阻 pasは、主に芸術関係の活動lζ使われてい

るが、宿泊設備等申し分なしこの種の会合には

好適な所であった。参加者約 130人、午前と夜

に簡単なレヴューと短いコメントを主体にした

sessionがあり、午後はまったく自由という会で

あった。超低温技術、 3He、HigblyPol乱rized

Hydrogen 、Wigner結晶等が取り上げられた。

"新しい問題を探る"というよりは、当面の問題

についての議論という感じで、私にはむしろ自由

時聞に多くの理論家・実験家と会って議論でーきた

のがもっとも有益であった。

9月に入ってからはUS CI乙滞在、長年共同研

究令行ってきた真木和美教授と超流動、低次元系

等について意見を交換し今後にそ伝えた。

物性物理学全般にあてはまる ζ とだが、極低温

物理学における最近の傾向は、 "+αの物理"と

よんでもよいであろう。 αとはたとえば微細な空

間における趨流動、スピンをそろえた水素原子の

気体、磁性+超伝導、等々である。こうなると+

αの系を作る乙とが先決である。今度の会議が「

実験主導型」という印象を受けたのもそのためか

もしれない。日本でも“十 αの系"の開発が意欲

的K行われることを期待したい。

81-4088 

カナダ、第 12回国際結晶学会議

第 12回国際結品学会

が8月 16日カ〉ら 25日

までの 10日間、カナダ

の主都 Ottawaで開催さ

れた。私は山田科学振興

財団の御援助を受け 、これを旅費の一部K使用合

せていただき、 ζの会合lζ出席することができた。

ここに山田科学振興財団に深く感謝する。

この学会は 3年毎に開催され、毎回盛況裡lζ終

るが、今回も約 40カ園、 1000名以上の参加

金沢大学 松 本 岩 生

者をみ、盛大であった。午前 1-2時間の主要講

演会、次いで 5-6のシンポジウムが平行して聞

かれ、午後はポスタ ー・セ y ンョンと、あまり 1と

も盛りたくさんで全てに出席するのは不可能であ

った。しかも会場超満員のため入場を諦めぎるを

f辱ない乙ともあった。

私は初日のシンポジウム「鉱物学的結晶学の

最近の進歩傾向」で、トップパ y ターとして「輝

石、エナージャイトにおけるX線多重反射」を発

表した。乙のセッションでは、竹内慶夫先生、木
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原因昭博士と、講演者 8名中、 3名日本人が占め

た。ただ各自の持時間が制限されて、詳細な発表

ができなかったのが残念でめった。

最近の研究成果の発表を聞き、フレッシュな刺

激を受ける。粉末法のバターン解析、対称理論の

盤理発展、鉱物学の成果、電子顕微鏡による微細

組織の観察など興味深いものが多々あった。ダイ

ヤモンドの空間群 Fd3rnK疑問がfごされ、実は

低対称の特殊な双品であろうという提案もあった。

私の見聞しただけでも、各分野で興味深い発表で

満ちていたが、乙 ζでは省略させていただく。

今期中 Tourが色々と企画されていたが、私は

iDay Trip Mt.. Saint Hi larie J なる鉱物採

集の巡検に参加した。日本では珍らしいアルカリ

岩の鉱物がゐり、新鉱物が己lζ数種見出され、更

に未決定の鉱物が10種以上もでるそうである。

Pos t Excur s i onはとりやめとなったので、私は

友人 3名と BancroftAreaで 3日間鉱物採集を

行伝った。狭い山小屋にとまり、自炊も今ではよ

い思い出となる。私共この地域の一部の産地、 5

ケ所へ出かけたにすぎないが、さすがに世界の鉱

物の豊庫と云われるだけあって、珍鉱物、美品、

巨大さに驚かされた。 5cmもする六角柱のネフェ

リン、柱面を示した 10 cmの黒雲母、青色の

sodal i te 、模様の美しい amazonitt'等、見られ

ただけでも貴重な経験であ勺た。

今回学会lと出席し発表もでき 、また新知識を得、

多くの方に討論もしていただいた。更に知人達と

旧交を新た』としたこともよい思い出となる。また、

カナダの鉱物を垣間見る乙とができたのは幸いで

あった。

重ね重ね、山田科学振興財団に衷心より感謝す

る。

81-4091 

オーストラリア、第 13回国際植物学会議

6年毎lζ持たれてきた

国際植物学会議の第 13 

回目の会議は、 1981 

年の 8月 21日から 28 

日までの 8日間、オース

トラリアのシドニーにおいて聞かれた。

会議全体が、分子植物学から応用植物学にわた

る 12のセクションに分けられている ζ とからも

想像できるように、植物に関係する分野すべてを

含む会議なので、プログラムに名を連らねている

人の数だけでも約 1900、参加者総数はそれよ

りもさらに約 1000多いという非常に大きな会

議であった。

私が招待をうけたのは、細胞および構造植物学

というセクションの中で計函された、 「形態形成

の細胞学的基礎」というシンポジウムで、 ζ のン

ンポジウムは 29題の招待講演からなっており、

ζの29題の講演は、細胞内での位置制御、有糸

分裂、極性、細胞分化、細胞の位置と分化、器官
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大阪大学 柴 岡 弘 郎

形成、と云った 6つのテーマK分けられており 、

各テーマごとに半日ずつがあてられていた。

私は、 29人のうちのたった l人の日本人とし

て「器官形成」というテーマの会場で、主催者側

の用意してくれた「器官形成と植物ホルモン」と

いう題で、植物の器官の形が、細胞 1伺 1個の形

によって決められている乙と、細胞 l個 l個の形

は細胞壁の構造lとより、さらに細胞壁の構造は細

胞内の微小管の方向により制御されており、乙の

微小管の方向を植物ホノレモンが変えている乙とな

どを、タマネギのタマが出来る時の細胞の微細構

造の変化と、それに対する植物ホルモンの作用な

どについての結果を示し芯がら説明した。

「器官形成Jの会場の司会者 Hardham博士は、

会に先立って微小管の重要性を強調していたが、

結局「器官形成」で話題を提供した 6人のうち微

小管の話にふれたのは私だけだった。しかし、 「

形態形成の細胞学的基礎」シンポジウムを通して

みると、 29人のうちの 12人が微小管を中心に



講演をしており、私たちがこの 10年間とりつづ

けてきた研究の進め方が、植物の形態形成の分野

で広くとりあげられつつあることが分かった。た

だ、 10数年前lζ、細胞形態形成lと対する微小管

の重要性を強調しておられた、米国スタンフォー

ド大学の Green教授が、今回は微小管については

ほとんどふれず、多細胞系における形態形成を中

心lと話題を提供されたのが印象深く、次の 10年

の学閣の流れが細胞レベルから器官レベルへ向か

うζ とを予言しておられるかに思われた。私自身

は、もともと植物個体を対象として研究をしてき

ており、 Green教授らの仕事にひかれて細胞レベ

ルへと仕事を変えてきたのに、当のGreen教授は

器官、個体へと向かわれておられるらしく、すれ

違ってしまったという感じで、考え込まされてし

まった。

マンモス学会であるという乙とで、参加した日

本人も全体としてはかなり多かったが、そのこと

に関して 2つのことに気がついた。 lつは、日本

の植物学会の大会ではお会いした乙とのなかった

方々にお会い出来たことで、このことから、日本

の植物学会の植物学と、国際植物学会議での植物

学とでは、その範囲が異なるのだということを知

らされた。もう一つは、日本の植物学会の大会で

毎年お自にかかつてはいても、日本では同じ会場

K入った ζ とのなかった方と、シドニーではしば

しば同じ会場でお会いすることがあったというこ

とで、乙の乙とからは、日本での学問分野の分け

方と、国際会議での分け方との聞に違いがあるこ

とを教えられた。以上 2点についても考え乙ま 8

れてしまった。

81-4100 

オーストラリア、第 13回国際植物学会

第13回国際植物学会議

は、オーストラリア、シ

ドニーで開催された。会

期は、 8月21日から 28

白まで。世界各国からの

参加者が 25 0 0人にのぼる大学会であった。

学会初日は、午後 3時から、オーストラリアが

世界に誇るオペラハクスのコンサートホールで行

われた開会式と、それに続くレセプションのみ。

会場をびっしり埋めた大群衆、天上桟敷lζ陣取っ

た私の自には、歓迎の辞を述べられる R.Robe -

rtson大会会長の顔は、はるかな谷聞にという感

じであった。レセプションでも、会場、オペラハ

ウスのロビーは、人々の熱気で埋めつくされた。

講演は、会期を通じて午前8時 30分からシド

ニ一大学構内の各学部建物を会場にして行われた。

プログラムは、総説講演、シンポジウム、一般講

演、ポスターで構成され、約 1900件の発表が

なされた。 ζのうちシンポジウムでの発表数が大

部分を占めた。シンポジウムは 12のセクション

大阪大学 永井 玲 子

K分けられ、取り上げられたテーマは、 Molec-

ular Botanyから Applied Botanyまで多岐に亘

っていた。各セクションは 8~ 1 8のサブテーマ

より成り、サブテーマ毎に 5~6 件の招待者によ

る話題提供がなされ、討論が行われた。シンポジ

ウムと並行して、一般講演、ポスタ -Kよる発表

があった。毎日、昼食時には 3件の総説講演が行

われた。

A4版、 343頁に及ぶ抄録集におさめられた

講演のうち、ほんのー握りの講演が聞けたにすぎ

ない一週間であったが、論文を通じてしか知り得

uかった他国の研究者に会い、様々の話題で話し

合えた乙とは、嬉しい ζ とであったし、今後の研

究活動にとっての大いなる益であった。

私は、細胞内運動(lntracellular moti li ty ) 

に関するシンポジウムで、講演をする機会を与え

られた。乙のンンポジウムは、従来私の研究分野

fL近く、親交のあった La-Trobe大学(オース

トラリア)の R.E.Williamson博士により、藻

類から高等植物にいたる多種の細胞中にみられる
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原形質や葉緑体の運動様式、運動機構、生理的役

割等について話題を提供し、討論しようと企画さ

れたものである。

私は車軸務原形質流動の機構と題し、流動力発

生を担う Fーアクチンの葎在様式と存在部位lと関

する微細構造を示し、また、流動している原形質

内に、 Fーアクチンの束と反応し、 ATP-Mg、

Ca
2+ ( 10-

7 
M以下)の存在下にすべり運動をす

る特殊な胞状細胞器官のあることを生理的、電顕

的手法により示した。更に、乙の胞状器官の特異

部位の表面に小球状の構造物が附着しており、乙

の小球を介してのみ、 ATP非存在下lζ、胞状器

官が細胞内Fーアクチン束、あるいは invitroで、

筋肉 Fーアクチンと結合する乙とから、乙の小球

がミオシン様蛋白質を含むと述べた。

M. V. Parthasarathy博士〔米国)は、高等植物

の維管束系細胞における流動様式を示す映画を

上映した後、乙の細胞の皮層部lと、流動方向に沿

って微小繊維束が:序在する ζ とを電顕及び蛍光顕

微鏡写真で示した。サイトカラシンBが流動を阻

害する ζ とから、アクチンが流動に必須の役割を

していると結論した。 G.Wagner博士(西ドイツ)

は、緑藻、ヒザオリ iζ見られる光照射に反応して

おこる葉緑体の回転運動について、乙の運動がフ

ィトクロ ームによって仲介されているとする従来

の彼等の主張を述べ、更に、運動を起すための装

置として Fーアクチンの束が存在すること、運動

調節因子として crf+が重要であることを強調し

た。羽Ti11 iamson博士は、エクオリン(遊離カル

シウムイオンと結合して発光する)ぞ車軸藻原形

質内に顕微注射し、原形質内 c~+の値 (157M
程度)及び細胞の活動電位発生時における値(

10-
5 M 程度)を測定した。後者における c~+

濃度の増大が活動電位発生に伴って起る流動の停

止をもたらすのであろうと述べた。 N.A.Walker 

博士(オーストラリア)は、細胞関連絡を通して

行われる物質輸送に果す原形質流動の役割につい

て理論的解析を行った。総じて研究の方向は、収

縮性蛋白質(アクチン・ミオシン系)の存在様式

と制御因子としての Ca
2+の問題に向いていたと

思われる。乙のシンポジウムの他に、有糸分裂、

細胞質内微小管、プロトプラスト等に関するシン

ポジウムにも出席し、多くの知識と示唆を得るこ

とができた。

折しもオーストラリアは早春。アカシアの花を

はじめ、数多くのはじめて見る花々がキャンパス

を彩っていた。コアラ、カモノハシといったオー

ストラリア特有の動物達に会ったことも大きな勉

強であった。

最後に、乙の派遣に対して援助をして下さった

山田科学振興財団lと対し、厚く感謝して筆をおく。

81-4102 

西ドイツ、気象学及び大気物理学国際連合総会

私が山田科学振興財団

の援助を得て出席した気

象学及び大気物理学国際

連合(略称 IAMAP)総

会は、 8月 17日から 28

臼まで西ドイツで開かれた。会場はハンブルク市

にある国際会議場で、中央駅から電車で約 20分

の所にある。出席者数は約600人(うち日本から

22人)であった。実際の討議は、 21のセッショ

ンにわかれて行なわれた。;弘が出席したのは『惑

一75-

東京大学 水野 博

星大気の起源と進化』のセッションである。こ ζ

では、日本からは私の他に関谷、佐藤の両氏も講

演を行なった。

ζのセ y ションは、最近の惑星探査機による観

測の向上と理論の進歩をふまえて企画され、講演

者も多面的に乙のテーマについて論じた。講演は

大別して、起源氏関するもの、観測とその解釈、

進化に関するもの(生物と大気の相互作用、惑星

表面と大気の相互作用など)に分けられる。以下

に主な講演内容をまとめておく。



Prinnは惑星大気lと関する最近の観測結果をま

とめた。金星と地球の大気の主成分はよく似てい

るが、微小成分(36 Ar 、20Ne、S、Clなど)

は大きく異なっていること、土星の Heがわずか

に太陽組成より少ない ζ と、タイタンの大気の主

成分は Nzであることなどを強調した。

Stevensonは、現在得られている観測事実を重

視し、それを制約条件!C木星型惑星の形成過程を

考察した。それによると、初期高温説、コア集積

説が妥当で・あることなどを示した。また Heや

HzOなどの Hz!と対する不溶性が進化lと重要な

影響を与える乙とを指摘した。

私と関谷氏は、太陽系星雲中での惑星集積の立

場から地球大気の起源を論じた。一方、 Raoは、

惑星形成の最終段階に集積したのがC1かC2コ

ンドライトであり、それらが大気中の揮発性元素

を供給したという説を提案した。

Huntenは、惑星大気からの揮発性元素の散逸

の機構(熱的、非熱的)をまとめた。 McElroy

は、原始 36Arが金星大気中iζ地球大気中の約

100倍多く含まれていることの説明を試みた。

彼は、微惑星の段階lと太陽風中の 36Arがうめ ζ

まれ、金星は太陽に近いので多くの 36Arがうめ

こまれたと考えている。

Hollandは地球大気の進化を、大気一海洋一地

殻の系で論じ、大気や海津の組成の変化は主に生

物起源であること、それ以外は少なくとも 38億

年聞は安定に存在してきた乙とを示した。

Fanaleは火星大気一火星表面の相互作用につい

て述べた。それによると、季節変化にしたがって

大量の COzがレゴリス中に吸着され、その結果

大気圧の変化が大きいことを示した。

ボエジャー号によるタイタンの大気の観測結果

は Strobe 1が報告した。主要成分はN2 (約 90

5ち〉であり、その他 CH4(数必)、 CzHzなど

の分子も数多く発見された。 Nzは、太陽UVに

よる NH3の光分解によって作られ、数十億年間

!LNの非熱的散逸によって現在の大気の封。が失な

われたと推定される。

乙のセッンョンの講演者は圧倒的にアメリカが

多く、研究者の層の厚さを思い知らされた。彼ら

は、お互いに研究成果や情報の交換の機会が多く、

有意義な議論も多くしているように見うけられた。

また中心となっている研究者が若い(3 0代)こ

とも大きな特徴でめった。日本ではこの分野は発

生期にあり、今後の発展を期待したい。

山田科学振興財団の援助のおかげで、世界の広

さ(学問上の)を知る乙とができ、また今後の研

究の励みにもなった。乙のような機会を与えて下

さった山田科学振興財団に感謝致したい。

81-4107 

アメリカ、フォノン物理国際会議

「フォノン物理」国際

会議が、 1981年 8月

3 1日から 4日間、アメ

リカのインディアナ大学

で開催され、私は山田科

化振興財団からの援助を得て学会出席の機会を得

た。この学会は 1977年lζノマリで聞かれた「格子力

学」の学会と同系統のもので、参加者は約250名、

発表論文数は約 300という予怨以上の大規模な

会議であった。発表論文の内容は広範囲にわたっ

大阪大学 望月和子

ていたが、 15のトピックスに分類され、毎朝 9

時からの 2時聞がAセッションと名付けられてい

て、ここで毎日四っか三つのトピックスが取り上

げられて各題目毎lζオリジナルな仕事を含むレビ

ュー講演がなされた。 Aセ y ションで取り上げら

れたトピックスに関係のある殆んどの論文は、同

じ日の午後 3時 45分から 6時まで、 Solarium

とよばれる広々とした会場で関かれた Dセッショ

ンでポスター形式で発表された。昼食の前後にそ

れぞれ 1時間あまり二つのパラレルセッ ν ョンが

-76 -



あり、 12分ずつの短い講演発表がなされた。 A

の講演の中で、混合原子価化合物で観測されたフ

ォノン異常が、局在 f電子とフェルミ面近傍のバ

ンド電子との相互作用に関係していることを指摘

し、乙の方面のレビューを行ったBi1 tzの諮演、

遷移金属のフォノンについて、 Hohenberg

Kohn -Shamの densityfunctional近似に基

づく理論が成功をおさめている乙とを示した

Ashkenaziの講演、 SiやGaAs等の半導体にお

けるフォノンの理論に関する最近の発展をレビュ

ーした Martinの講演などは印象に残った。全般

的K理論面では微視的立場からの研究の増加が目

立った。また、アモルフ 7 スや、不規則系のフォ

ノンに関する実験研究が多数発表され、その理論

的取扱いについて Thorpeがレビューを行ったが、

まだ多くの問題が残主れているように思った。私

は「遷移金属カノレコゲナイドの一つである 1T-

Ti Se 2 の格子媛動と格子の不安定性におけるフ

ォノンの役割」について、最終日のDセフション

で発表した。 TiSe2は Tc=202Kで 2次の

相転移を示す層状構造をもった半金属である。

Tc以下で 2aoX2aoX2Coの超格子ができ

ていることが中性子回析で観測されて以来、転移

4をおこす原因について多くの人々が疑問を投げか

けてきた。乙の構造転移はフォノ J の1，1(1)モー

ドの凍結によるものと考えられる。我々は転移機

構を微視的に解明したいと考え、電子帯構造に基

づいて電子と格子の相互作用を具体的に求め、ど

のような変形に対して電子系のエネルギーの下り

が最大であるかを調べた。さらに、この物質の高

温相における格子俵動を、電子格子相E作用を媒

介とするイオン変位間の有効相E作用を取り入れ

て詳しく調べ、 1'1-(1)モードの振動数のソフト化

を見出し、実測値に近い転移点が得られる ζ とを

明らかにした。このような理論研究ははじめてで、

アメリカ、 ドイツ、フランス、インド等の研究者

達の関心を呼ぴ、多くの質問を受けるとともに、

活発な討論が閉会の時間まで殆んど絶え間なく続

いた。国際会議に出席して毎困惑じることである

が、各国の研究者達と学会の場で直接に意見を交

わす乙とが大切であることを今回も痛感し、その

機会を与えて下さった財団に心から感謝している。

今回の学会は、インデ ィアナ大学のメモリアル

ユニオンで聞かれたが、 ζの建物の中のゲスト・

ルームが参加者大半の宿舎にゐてられ、毎回の食

事も同じ建物の中の一室に用意されていて、色々

な機会に参加者同志が親しく話し合うことができ、

設備もよく整っていて、非常に快適に過Cすこと

ができた。ナッシュビルでの盛大なパンケント、

湖のほとりでの夕食なども楽しい思い出となった。

学会前の数日を利用してパロアルト市にあるゼ

ロックス研究所とヒューストン市のライス大学を

訪問した。ゼロックスでは、 19年前のスタンフ

ォード大学滞在中からの|日友Dr.R.M.市iVhiteと

討論の楽しい時を過とし、ライス大学では物理教

室のセミナーで話をするなど、 12日聞の短い旅で

はめったが、忙しいながらも非常に充実した毎日

で、有意義な旅を終えたことを喜んでいる。

81-4110 

今回、山田科学振興財

団のと援助を得て、 ハJ

ガリーで開催された第 6

回国際有機ケイ素化学シ

ンポジウムに出席する機

ハンガリ一、第 6回国際有機ケイ素化学シンポジウ

ム

京都大学 熊田 誠

会を得た乙とを、財団に対し厚く御礼申し上げる。

ζのシンポジウムは昭和 56年8月 23日より

2 8日にわたってブタペスト市のハンガリー科学

アカデミ一自然科学研究所において開催され(組

織委員長は同アカデミー無機化学研究所 T-.Sz~kely
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教授)、 19カ国より約 230名がこれに参加し

た。主伝参加国(人数)は次のとうりである。ソ

連(53 )、ハンガリー (42)、西ドイツ (38)、

フランス (15)、アメリカ (11)、東ドイ ツ(8 ) 

日本(8 )、イギリス(5 )、オーストリア(4 ) 

カナダ、イタリ一、インド、ポーランド(各 3) 

テクニカル・セソションは 8つの招待講演、

86の一般講演、 65のポスタ一発表から構成さ

れ、発表は一、こを除きすべて英語で行われた。

2 6日は全日、ブタペスト郊外への小旅行に当て

られた。

筆者は OpeningI，ec ture ~行う栄誉を与えら

れ、山田科学振興財団の援助を受けて研究してき

た「有機ペンタフルオロシリケートの化学一特

に有機合成への利用_lfζ関する成果と展望につい

て述べた。過去のシンポジウムでは類似の内容の

発表がなかった故か大きな反響ぞ呼ぴ、多数の参

加者から祝福を受けた。

本シンポジウムの講演・発表の内容は有機ケイ

素化合物の基礎化学から工業的利用にまで及ぶ広

範囲にわた り、招待講演以外の口頭発表は 3会場

で並行して行われた。基礎化学に関してはいくつ

かの興味深い報告があったが、最も強烈な印象と

して残ったのは、カナダ ・トロント大学の A.G.

Brook教授とアメリカ ・ウィスコンシン大学の

R. West教授の講演で、ある。前者は Si = C結合

をもっ化合物を、また後者は Si = S i結合をも

っ化合物を、いずれも熱的に安定位結晶として単

離するとともに、それらのX線構造解析に成功し

た。 Brookは講演を終えるに当たり、ポケットか

ら取り出したサンプル入りのガラス封管にやすり

を入れて二つに割った。一瞬、白煙が立ち上った。

この素晴しい演出は聴集を魅了し万雷の拍手が場

内にこだました。

有機ケイ素化学 120年の歴史において、 Si 

=c、Si = S i、Si=Oなどのケイ素多重結

合化合物が反応の過程で生成することが確認され

るようになったのはやっと 10年前の乙とであり、

またそれらの化学種を低温(1 0 K )でアルゴン

マトリックス中に捕え、赤外、 紫外、あるいは光

電子分光法で直接みる ことができ るようにとよった

のはとく最近の ζ とである。今回そのうちのこつ

が熱的に安定な結品として単離され、 X線構造解

析まで行われたわけであり、有機ケイ素化学は乙

れを契機p:新しい時代に突入したといって過言で

ない。近い将来の発展lとは大きな期待がもたれる。

27日は午后 1時より 、国際組織委員会が主要

参加国よりの約 20名の委員(わが国より群馬大

学の永井洋一郎教授と筆者)の出席において開催

され、本シンポジウムの評価と次回シンポジウム

についての卒直な意見交換が行われた。そしてこ

の席で、次回は B本において昭和 59年に開催す

るという前回カールスルーエの会議でなされた我

々の提案に対する賛同が全員一致で再確認された。

81-4116 

アメリカ、 1981年度酵母の分子生物学集会

東京大学 山本正幸

貫財団の援助を受けて ら約 1時間、静かな入江をもっ景勝の地であり、

出席した 19 8 1年度コ また分子生物学のメッカとしてあまりに有名なと

ールドスプリンクゅハーパ 乙ろである。

一酵母の分子生物学集会 酵母は乙の 5年ほ どの聞に、 遺伝子操作を含め

は、 8月 11日から 8月 た分子生物学の材料として、飛躍的にその位置を

1 6日までの 5日間開催主れた。乙の集会は隔年 高めてきた。本集会は、酵母の分子生物学的研究

に聞かれるもので、今回が第4固にあたる。開催 の世界の進展を情報交換できる今年度ほぼ唯一の

地コールドスプリングハーパーはニュ ーヨークか 機会ということから、参加者は 450名近くに及
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び、 270もの発表が並」ぷ盛況ぶりであった。我

国からの出席者は 3名で、在アメリカの日本人出

席者が 5名あった。

発表の多くのものは、分子J宣伝学的手法が使用

でき、外来υNAによる形質転換も容易に行なえ

るようになった両手母の特長を活かしつつ、真核生

物のもつ鴎々の問題、例えば染色体構造、遺伝子

織成、遺伝子発現機構、染色体複製、細胞増殖、

接合型制御など、を解明しようとするものであっ

た。とりわけ、真核生物の染色体の特徴であるヌ

クレオソーム構造が、遺伝子の機能発現の制御l乙

密接に関与していることを示す実験結果がいくつ

も出ぶれ、円予母を材料にこの方面の研究が大きく

展開しそうな期待をいだかせた。また、真核生物

遺伝子のもつ別の大きな特徴である、遺伝子中の

介在配列が、酵母の核内染色体において、アクチ

ン遺伝子と同様リボゾームタンパク遺伝子にも存

在していることが報告された。高等動物における

介在配列の切り出し、かけはぎ機構iζは未知の部

分が多々残されているが、酵母では、高温でこう

した介在配列のかけはぎが不能になる突然変異種

も既に見出されており、乙の問題での研究の発展

も期待される。

上には二例のみをとりあげたが、その他の発表

も水準の高いものであり、真核生物の基本的性質

を研究するための最も単純なモテソレ系として、酵

母は不動の位置を占めていることを改めて確認さ

せられた。また、インターフェロンや肝炎ウイル

ス外被タンパクを、酵母を宿主として遺伝子工学

的に効率よく作らせうるという話など、応用面で

の酵母の重要性を示す発表もあった。

残念ながら我国の酵母研究は諸外国、特lζアメ

リカに対して大きく遅れをとっている。筆者は集

会からの帰国後、大阪における酵母遺伝学集談会

及び我々の研究所でもたれた酵母の分子遺伝学講

習会において、コールドスプリングハーパー集会

の報告を求められ、我国の酵母研究の促進の一助

になる ζ とを願って世界の最新情報のまとめをお

話しした次第である。そのような機会を可能なら

しめて頂いたことを含めて、貴財団の援助に再度

感謝して筆をおく。

81-4121 

アメリカ、第 28回IUPAC Congress他

昭和 56年 8月 16日

から 21日までカナダの

ハンクーパー(Bri tish 

Columbia大学)で開催

された第 28回国際純正

応用化学連合会議(IUP AC Congress)に出席

し、招待講演を行った。乙の IUPAC会議では、

エネルギー問題、環境化学、資源化学、化学にお

けるコンピュータ一、分析化学、無機化学、有機

化学および物理化学の 8つの部門が設けられ、世

界各国より 20 0 0名近い参加者があった。筆者

は無機化学の中の生物無機化学シンポジウ ムu窒

素還元"のところで講演を行った。窒素は化学的

にはかなり不活性な分子であり、事実工業的に行

われる窒素と水素からのアンモニア合成(ハーバ
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東京大学 干鯛異信

一・ボ y シュ法)はかなり苛酷な反応条件下11:行

われる。しかし、ある種の微生物は空中の窒素を

温和な条件下にアンモニアへと固定できる。乙の

窒素固定酵素はニトロゲナーゼと呼ばれ、空気R.

極めて不安定なモリブデンおよび鉄を含む蛋臼で

ある。現在のと乙ろ、乙の酵素はその活性中心部

位の構造を含め不明芯点、が多い。本シンポジウム

では先ず W.E. Newlon博士 (Charles F. 

Kettering研究所)がニトロゲナーゼの鉄ーモリ

フデン cofactorにつき講演を行い、次いで D.

Coucouvani s教授(Iowa大学)が上記の錯体と

関連して異種多核錯体M-Fe-S(M=Moある

いはW)の化学につき紹介した。 A.E. Shilov教

授(U S S R Academy of S ci ences )はプロティ

ックな溶媒中でのモリブデンおよびパナジウム錯



f本を用いた窒素のアンモニアおよびヒドラジンへ

の還元反応につき述べ、窒素の生物的固定との類

似性につき言及した。

最後に、筆者、R.L. Richards博士(Sussex 

大学)および T.A.George教授(Nebraska大学)

がニトロゲナーゼの keymetalであるモリブデ

ンを含む窒素錯体M(N2)2(1， )4 (M=Moある

いはW;L=ホスフィン)の化学をそれぞれの立

場から紹介し、不活性な窒素がアンモニアやヒド

ラジンへと還元される機構が議論された。生物無

機化学のシンポジウムは ζの他iと、電子移行、銅

蛋白、 P-4 50系、ぺJレオキシダーゼ、 Siro-

hemes、B12、酸素錯体などのテーマが設けら

れ多くの発表がゐった。

筆者は乙の IUPAC会議の前花、トロント大

学で 8月 9日から 14日まで開催された第 10回

有機金属化学国際会議lζ出席し研究発表を行った。

今回の会議の特徴は、従来の単核の有機金属化学

の他民多核金属錯体および金属クラスターの化学

がセッションの一つの大きな題目として取り上げ

られた乙とである。筆者もこのセッションで収コ

バルトを含ひ遷移金属混合クラスターを用いたメ

タノールのホモロゲーション"と題し講演を行っ

た。乙の金属クラスターの化学はいわゆる"C 1 

化学"とも関連し、これからの有機金属化学の一

つの大きな流れになると思われる。

最後に今回の国際会議に出席するためにC援助

頂いた山田科学振興財団化心から感謝する。

81-4123 

ソ連、国際シンポジウム“生物系カロリメトリー"

モスクワを南下して 2

時間、機内のぎわめきに

周を窓外lと移すと、雪を

戴いたコーカサスの山々

が飛び乙んでくる。最高

峰エルプルス山を中心にモンブランより高い山々

の威容が周囲を圧する。神の火を盗んだ罰でプロ

メテウスが岩にしばりつけられた伝説の山々で、

人を寄せつけない厳しさがめる。やがて機は谷闘

を降り、山の斜面を這うようにトビリシn:着陸。

科学アカデミ一物理学研究所からの迎えの草で町

に入ると、一瞬タイムトンネルをくぐって中世の

町に来たようとよ錯覚K捉われる。クラ河畔のペル

シャ人地区は装飾を施したバルコニーが狭い道に

せり出していて、 ζの町でも一番の圧巻である。

人口 90万の首都トピリシは、スペインから来た

Mateo教授によると、バルセロナによく似てい

ると L、う。

IUPAC-IUB-IUPAB三者合同の生物熱力

学委員会がイニシアチブをとって、生物系カロリ

メトリーの国際会議が過去に伺回か聞かれている。

大阪大学 菅 宏

今回のものは国際シンポジウムの名にふさわしい

最大規模のもので、宿舎に用意された Iveria

ホテルには参加各国の旗が 16本も並べられて我

々を歓迎する。 110名を ζす参加者の中にはア

ロステリ y ク効果でノーベル賞を受けたイタリア

のWyman教授の姿も見られ、主催者側が豪語す

る「世界のトヮプレベルのカロリメトリストを集

めた」という言葉にふさわしい顔ぶれであった。

組織委員長の Andronikashvili教授は、著名な

低温物理学者Kapitza教授の弟子で、開会式の演

説の中で特に物理学研究所の発展の跡を回顧した。

2 0年前、 N.Bohr教授との対談の中で、たとえ

いかに複雑であろうとも生体構成物質の低温熱測

定の重要性に思いをいたし、悶来、種々の Eクロ

カロリメータを開発して研究を続けている。とく

にソビエト科学アカデミー蛋白研究所に移った弟

子の一人 Privalov教授が開発した高感度走査型

ミクロ熱量計は世界的lと著名である。低温域の熱

測定でも l師 3以下の容量の試料容器で測定が行

われており、ミクロ化の技術は高度に洗練された

ものを持っているのが印象的であった。
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プログラムは幾つかのセンションに分けられ、

各主題について主講演 l 、 2~3 の副議演、それ

にポスターを併用する全体会議形式で進められた。

主題名と主講演者は次の通りである。

収 Stabi 1 i ty of Macromolecules" (ソビエト

信臼研 Privalov教授) ;収 PhaseTransi tion 

in Membrane Systems" (米国パージニア大

B il tonen教授);収 Li gand -Macromolecular 

Interactions" (米国コロラド大 Gill教授); 

"Hydrophilic and Hydrophobic Effects" (米

国エール大 Sturtevant教授) ; "Low -tem-

pera ture S tud ies " (物理学研究所 Mrevlis-

hvi 1 i博士) ; "S tudies on Microbial Sys-

tems" (フランス国立科学センターバクテリア

研究所 Beleich教授) ; " S tudies on Human 

and Animal Cells" (スウェーデン・ルント大

Wadsδ 教授)。 このうち、とくに疎水性効果の

話は物理化学の立場からも非常に興味深く聴く乙

とが出来た。また これと平行して収 Deconvo-

lution of Excess Heat Capacity"、"Cla-

ssification of Calorimetric Systems"、

"Ecological Problems" 伝どを主題としたパ

ネル討論会がもたれ、とくに 2番目の討論会は生

物熱力学委員会と IUPAC 1.2 (化学熱力学)

委員会との共同でプロジェクトが進められている

関係もゐって、 IUPAC委員の米国国立標準局

Armstrong博士と、ポーランド科学アカデミ一物

理化学研究所 Zielenkiwicz教授が加わって活発

な討論が続けられた。乙の後で行われた合同委員

会ではこれを正式の共同作業とすることが決めら

れ、そのグループの一員として筆者が参加するこ

とになった。

嘗てシルクロードと呼ばれる長い道がこの町を

通っていた。ロシヤとペルシャの交易の中心地で

もあった。いわば東西南北の交通の要所であり、

貿易と共に文化、風習、伝統がζの町を通って壮

大な交流を遂げた。船と飛行機は新しい交流の手

段となったが、物質文明の過度の成長は南北の交

流の道を閉ぎし、相互不信だけが残った。筆者は

乙の会議に出席してロシヤ人とも話し、アメリカ

人とも話して、個人のレベルでは互いに信心深く

親切な人達が、どうして国家レベルになると果て

しない軍拡を続けるのか全く理解できなかった。

地球上のほんのー握りのイデオロギーを異にする

人達によって、何千年もかかって営々と築き上げ

られた人類の遺産が、イデオロギーもろとも一瞬

のうちに飛ばされては救われないのである。イデ

オロギーなど人聞の精神活動のほんの一面に過ぎ

ないのではないか? 大量輸送の技術が道の本来

の目的であった人間の交流にどうして使われない

のか? 失われた心の交流こそが人類を破滅から

救う唯一の道ではなかろうか? 私はこの古い都

を訪れた出席者全員が過去に思いをめぐらし、形

を変えた 20世紀のシルクロードを探索する手が

かりをつかんで、くれる ζ とを心より願わずにはい

られなかった。

最後に貴重な経験をつむ機会を与えて下さった

山田科学振興財団に心より御礼申し上げる。

81-4133 

8月 24日iζ東京を発

ってモスクワ経由でまず

ブカレストに飛び、第16

回・科学史国際会議lζ参

加した。震大の収獲は、

クラハ氏(コペンハーゲン)の講演「シュレーデ

オーストリア、ボルツマン 75年忌他

学習院大学 江沢 洋

ィンガーの研究ノートに見る波動力学の誕生」を

きいた乙と。シュレーディンガーが波動力学の基

礎方程式を発見した道筋については、論文に提示

されているものとちがうだろうという推定がある

ばかりだった。クラハ氏はシュレーディンガーの

研究ノートからそれを掘り出したのである。らよ
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うど拙著『ンュレーディンガーの手紙 波動力

学の形成』が初校の段階だったので、クラハ氏と

会議場の内外で議論し、論文を東京lζ送ってもら

って、これらを拙著に追記として取り入れること

ができた。

シュレーディンガーの娘でゐ るブラウニツア ー夫

人を訪問する乙とは、ボルツマン会議の後と考え

ていたが、夫人の要請で予定を変え、科学史国際

会議の日程4日を残す8月30日にウィ ーンに飛

んで、翌 31日にブラウニ ツ7一家をチ ロルのア

ルフ。バッハに訪ねた。もともとは、シュレーディ

ンガーの未公開書簡のうち手書きのため私には判

読しかねるものを、拙著lζ含めるため夫人に読ん

でいただく打ち合わせだけのつもりだった。いぎ

行ってみると彼の読んだ論文や書物がたくさんめ

り、書き乙みも面白い。彼の写真も、ζれまで少

ししか公開されていなかったが、 ζ こにはたくさ

んあった。その部屋に座り乙んで史料を写真にと

ったりして、まる 1日半、滞在日数を多くとって

おかなかった乙とが悔やまれた。

9月4一7日はウィーン大学でボルツマン 75 

年忌国際会議lζ参加、物理学者・科学史家・哲学

者を一堂lζ集めたこの会議は予怨に違わず面白く

刺激的だった。私は「ボルツマンの統計力学の形

成と温度の概念Jと題して 30分の講演をした。

初期における基礎概念の形成過穫をボルツマンと

マクスウェルの相互作用を追いながら分析し、統

計力学が当時いかに理解され難かったかを温度の

分子論的解釈の混乱を例に、勝木渥教授(信州大)

の研究も混えつつ述べたのである。 A.パイス教

授(ロ y クフエラー大)から同感の発言あり: I 

アインシュタインにしてアインシュヲイ/(の統

計力学)を理解していなかったのだ/J 科学史・

科学哲学の分野で何人かの友人を得たのも収穫で

ゐった。

会議の後iζ旧知のヴェール教授と、 9月11日

には Eュンヘン1ζ移ってマックス ・プランク研究

所でクラウダ一博士と「場の戸4模型はトリヴィ

アル」という証明のことなど討論。

9月]5日から 1週間、ダブリ J の高等研究所

でシュレーディンガーの遺稿を調べ、盤理した。

研究ノートは「もう一度J Iもう一度」と記して

試みを繰り返す彼の努力の跡が眼底に残っている。

量子力学の解釈について書いた ノート はないもの

かと探したが、特fζ乙れといったものはとよかった。

「量子飛躍は存在するか」など日本で見られずに

いた論文は手に入ったが 。ここでの収獲は、

ブラウニツァ一家での収獲とともに拙著『シュレ

ーディ ンガーの手紙』に取り 入れる。

この研究所では理論物理部長の J.T.)レイス教

授が非可換確率過程の研究をしておられるので、

スピンのブラウン運動などを例に非可換量の確率

微分方程式の解法を議論したりした。

帰途IL立ち寄ったロンドンでは、 BBC放送か

ら日本代向けて 8分間、ボルツマン会議について

話をするはめにとよった。

東京tζ帰着したのは 9月26日である。

乙の機会にこの旅行を旅費援助によって可能に

して下さった山田科学振興財団に心から御礼を申

し上げる。

81-4131 

第 7回国際生物物理会

議lと先立って、私は「蛋

白質の自己形成JIL関す

る日米合同科学セミナー

に出席した。乙のセミナ

ーは、 8月 18日から 20日まで、ニューヨーク

メキシコ、第 7回国際生物物理会議他

九州大学 郷 通子

州コーネル大学で、開催された。参加者は、米国側

1 5名、日本側 11名、日米以外(英、仏、西独、

豪、露から各 1名)5名であり、総勢 31名が机

を囲んで、親密な雰囲気のもとに、密度の高い講

演と討論がなされた。 23の講演のうち特に、蛋

白質の自己形成における エレメンタ リー プロセス
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に直接触れた研究についてのみ簡単に報告する。

実験的側面について 5つの講演が行われた。英国

の CreighlonはBPTI を使って、 s-s結合を、

のぞき窓として見f二時の、 fOlding，の pathway

について講演した。彼は、次に述べる Baldwin

と共lζ、3年前lc京都で行われた第 6回国際生物

物理学会議のシンポジウムでも同様のテーマて‘講

演を行っており、今回の講演は、その研究をさら

に発展させたものである。スタンフォード大学の

Baldwinは、リボヌクレアーゼAの foldingプ

ロセスには、速いプロセスと遅いプロセスがある

ことを見つけ、乙れは1.U1folded状態での、プロ

リン残基の isomerizationの違いによるという

考えを 1975年に提案しているが、これを証明

すべく、種々の証拠を提出した。しかし完全な証

拠はまだ得られていない。 ζれに対して、マサチ

ューセッツ大学の Brandsは、トランス型のプロ

リン残基のN端側のぺプチド結合を特異的に切る

酵素、アミノぺプチターゼPを用いて、')ボヌク

レアーセ:'Aの refoldinglζ見られる遅い過程は、

プロリンのシスからトランス型への isomeriza-

tionによる乙とを見事に証明した。 ζ の報告は

本セミナー中での最も明解な実験結果であった。

理論的側面では九州大学の郷信広の統計力学的ア

プローチ、ハーバード大学の Karplusの蛋白質

原子の運動方程式を解く乙とにより、蛋白質の動

力学を明らかにする研究の二つが、本テーマの核

心lと迫る理論的方法として注目された。蛋白質の

自己形成を明らかにする実験は数多くの困難な問

題をかかえており、早急な進展を望むのは無理に

思える。一方、理論面でも、自己形成過程におけ

る核形成とは伺かという、原点に立ち帰った議論

がなされた乙とは大変有意議であった。

つつやいて、 8月 23日から 28日まで、メキシ

コシティーで聞かれた、第 7回国際生物物理学会

議lζ出席した。 23日夜の開会式における、米国

Ochoa博士の「蛋白質生合成の制御」と題する記

念講演に始まり、 19の一般シンポジウム、 14 

の特別シンポジウムにおける講演以外は、すべて

ポスターセ y ションの形式で発表された。参加者

数は 31ヶ国から約 1100名と聞いている。日

本からの参加者は、私個人の推定では 100名を

下らないと思われる。プログラムは、開会式K参

加者の手に渡ったが、予稿集は、本会議開始時聞

に、ぎりぎりに聞に合うといった、まさにメキシ

コらしい国際会議でゐった。私の専門である、蛋

白質の立体構造と進化の研究に、直接又は間接的

に関連するシンポジウム、ポスターを聴き見した。

蛋白質の内部運動に関するンンポジウムでは、前

出の日米セミナーでも講演した Karplusと

Richardsの講演の他、スイスのWa伊 erのNMR

を用いての実験が圧巻でゐった。 BPTIの溶液

中での、各残基の運動を、残基聞の相互作用も含

めて明らかにしつつある、精力的な研究である。

酵素作用の生物物理学というテーマの一般シンポ

ジウムで講演した、 MITの Petskoは、酵素と

基質の複合体のX一線結晶解析を、意欲的K行っ

た結果について報告した。生物学的研究目的を明

確に抱いて進むべき、 X線結品解析の新しい方向

として、感銘を受けた。私は「ヘモグロビン遺伝

子におけるエクソンと、蛋白質立体構造単位の対

応」のタイトルで、ポスター形式で発表した。こ

の成果の一部はすでに Nature誌に発表しており

(1981年 5月7日号)、さらに、 ζの論文中に

予測したイントロンが、その後発見されたいきさ

つが同じく Nature誌に紹介されている(1981 

年 6月 25日号)ので、この分野の研究者が、数

多く、討論を求めて訪れて来られたのは最大の~

獲であった。
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会議は昭和 56年 8月

2 8日より 9月1日まで

スイスのパーゼ‘ルて‘開催

怠れ、 「旺発生:遺伝子

と細胞」の主題のもとに

6つのシンポジウム、 12セッション 144題の

一般講演、 27 0題余りのポスターセッションが

おこなわれた。私の論文はセッションG-V 111 

;核と細胞質の関係、の中で発表した。演題は「

ショウジョウパエ怪で、人為的に核の後極到達を

遅らせた時lζ見られる極細胞形成能の消失」で、

要旨は次のようなものである。ショウジョウパエ

卵の後極lζ形成される極細胞は生箔細胞になるよ

うに遥命づけられている。極細胞の形成は卵後極

lζ局在する細胞質により誘導されるが、この際核

とその細胞質とが接触する必要がある。卵を結さ

つして核が後極へ向って移動するのを人為的に妨

げ、一定時間後に結さつを除去して、再び核の後

i極への移動を続けさせると、核が後極lζ到達して

そζの細胞質と接触する時期を任意に遅らせる乙

とが出来、遅れが長くなるに従って極細胞形成能

を失う卵が多くなる。また核移動を 30分遅らせ

た卵の後極に若い卵の後筏細胞質を移殖すると、

極細胞形成能の回復がおこる。以上のことから、

後極細胞質は発生過程の進行に伴って自律的iζ変

化し、ある一定時期以後は核と相互作用をお乙な

って極細胞を形成する能力を失うのであろうと結

論した。

講演後 3人から質問があり、また後のお別れパ

ーティーの折にも英国の Gurdon、スイスの

Gehringなど発生学のリーター遠からも、良い講

演であったというお誉めの言葉と共』口、くつかの

質問を頂き、会議lζ出席したことが有益であった

と嬉しく思った。今回の会議の Proceedingsが

出版されることになっており、乙れにはシンポジ

スイス、第 9回国際発生生物学会議

筑波大学 岡田益吉

ウムの全論文に加えて一般講演の中から 10 ~診が

選ばれて収録主れることになっていたが、幸いに

して私の論文も乙れに採用された。

会議の様子を少し紹介すると、 6セッションか

ら成るシンポジウムでは合計 22の論文が発表さ

れた。どれも大変興味がゐり、重要な論文であっ

たが、私が特に興味をひかれたのは Hogness ( 

アメリカ)による、ショウジョウパエの双胸系遺

伝子をクローニング出来たという論文であった。

双胸系遺伝子とはショウジョウパエの体節の分化

を支配する遺伝子、すなわち形態の形成に関する

遺伝子でゐり 、乙の数年発生学者の聞で、この遺

伝子を捕えるのは誰だろうかと関心が集っていた

ものであっただけに、本年の 10大ニュースに入

るものと云って良いと思う。

その他にもシンポジウム、一般講演の中氏興味

深い話題が豊富で、貴重な情報をいくつか得る ζ

とが出来た。全体の印象としては、 19 7 0年に

Monroyが呼びかけた発生学と遺伝学との協調が

今完全に実現した ζ と、晴乳類を研究の対象とす

る技術が実用と伝った乙と、の二つを特iζ強く感

じた。

日本からの参加者も 30名をこえ、岡田節人教

授(京大)が次期会長として選出された。次の会

議は 4年後lとロスアンゼルスで開催されるが、乙

の4年聞に発生学がどこまで進歩するか、ロスア

ンゼルスではどのような成果が発表されるかを考

えると胸の躍るのを感じ、若し私自身が僅かでも

その進歩lζ貢献出来たらそれK優る喜びはないで

あろう。

乙のような貴重な経験を積むことが出来たのは

山田科学娠興財団の援助のおかげでめり 、心から

感謝したいと思う。
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アメリカ、国際電波科学連合第 10回総会

国際電波科学連合(

International Union 

of Radio Sci即日、略

称URSI)の第 20回総

会が8月 10日から 19 

日までの 10日間ワシントン DC (アメリカ)で

関かれた。現在、 URS 1は九つのコミ yション

に分かれており、電波に関連する工学的応用から

基礎理論までその取扱うスペクトノレは非常l乙広い。

逆に言うと、一つないしは二つのコミッションを除

いて、ほとんど知らない分野の人達ばかりであわ、

総会と言っても、各参加者には小さな国際会議K

出席しているのとそれほど違わ伝い。私の出席し

たのはコミッションHでゐる。乙のコミッション

の主題は「プラズマ申の波動」であるが、実際に

は、宇宙空間プラズマ中の波動と考えてよいのプ

ラズマ波動を取扱う分野として、核融合プラスマ

と宇宙空間プラズマとがあるが、 URSIは歴史

的に後者に重点、が置かれている。この意味で、コ

ミッション H(及びG )はもう一つの大きな国際

機関である 1A G A ( International Associa-

tion of Geomagnetism and Aeronomy )と非常

に近い関係にあり、プラズマ波動?と関するURSI

とIAGAのジョイントセ yションも置かれている。

どちらかと言えば、 URSIがより工学的、 IAGA

がより理学的側面に重点、を置いていると言えよう。

今回の総会でのコミッションHのテーマは次の

広島大学 佐藤哲也

四つであった。 1.地球キロメータ電波、 2. V 

LF'ELF波と粒子の相互作用、 3.プラズマ

波スペクトルの遠隔地測定、 4.電子計算機を用

いたプラズマ波動解析。各テーマ当り約 1日が

当てられた。今回の参加の私の主な目的は、 「電

子計算機を用いたプラズマ波動解析」 のセッショ

ンiと参加することであった。このセッションの講

演は全て招待講演から成り、講演数は 14で、そ

のうちの五つは主に計算機解析技術に重点を置い

たもので、他の九つは、宇宙空聞における物理現

象のシミュレーションであった。

乙のセッションで最も印象深かったのは、 14 

の講演のうち五つが日本人によるもので、あとの

九つがアメリカ居住者(内一人は日本人)であっ

たという事実である。国際会議というよりは日米

セミナーという印象を強く受けた。乙の ζ とは偶

然によるものではなく、宇宙空間プラズマ分野に

おける日本の計算機シミュレーションの強さを如

実に示したものと解釈してよかろう。

この報告書を終えるに当って、もう一つつけ加

えたいことがある。それは、この会議を機会，1::、

関係者の簡で、宇宙空間プラズマの計算機シミュ

レーションに関する国際学校を開 ζ うという提案

がな主れた乙とである。その後、話し合いがまと

まり、第 1回の学校を日本(京都)で昭和 57年

の秋に 2週間の予定で聞くことがほぼ決定し、現

在その準備が我々の手で進められている。
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カナダ、第 12回1U C r国際学会

第 12回1UC r国際

会議が、カナダのオタヲ

の Carleton大学で、 8

月16 日 ~2 5日の 10 

日聞に渡って開催された。

各国から約 1100人の物理、化学、生物、鉱物

と広範な分野の科学者が一堂に会した。日本人は

8 0人前後出席し、活発な交流が見られた。 17 

日オープニングセレモニーが、市の中心オペラ国

立芸術劇場で催された。カナダ国立研究所所長-

L. Kerwin博士は、英語、フランス語で挨拶を行

った。 DorothyHodgkin教授が「結晶とインシ

ュリン」で講演された。 60年前のインシュリン

の歴史からひも解き、ヘピ、サル、人間、犬、ブ

タと多種のインシュリンの結晶構造について話し

た。

会議は、特別講演と 23のセッションから成る。

各セッションは、午前中招待講演、午後 1 時~5

時ポスターセッションが持たれた。近年の生物学に

おける結晶学者の活躍を反映し、立ちながら講演

を聞く人も見られる程の盛況で、質疑応答も活気

にあふれていた。生物学に門外漢の私も、今後、

結晶学者の進む一方向として興味をもって出席し

た。 1978年、 19 8 0年に二つの球状植物ヴ

ィールスの高分解能の構造決定がなされた。その

一方の研究に寄与した Purdue大学の M.G.
Rossmann教授が 1-icosahedra1のX線構造の研

究」で特別講演をした。技術面の進歩が、分子量

2~10X106 の構造決定を可能にしたことは驚

異であった。 Oxford大学の D.C.Phi11ps教授

は「蛋白質の屈曲性とダイナミックス」の特別講

演で、シュミレーションによる生体反応の映写も

混じえて、蛋白質のより精密な結晶構造と、それ

に基づく生体活性との関連についての研究を紹介

された。生物学のセッションでは、招待講演 21 

件、ポスターセッション約 200件に達する。こ
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東京大学 今野美智子

こ5年間の精密化の方法の発展は目覚しく、巨大

分子の分解能を一段と向上させた。精密化lと関す

る発表は、招待講演 6件、ポスターセッション約

1 0件であった。分子量が数万の蛋白質の結晶構

造の発表件数は、約 40件に及び、分子量が 106

の球状植物ヴィールスの構造発表が 3件あった。

乙れらの研究は、アメリカ、イギリスを中心に手

がけられているが、解析数は凄じし、。オリゴヌク

レオチドの結品の研究で活躍されておられる

Cambr idge大学の女性結品学者O.Kennard教授

は、今回も巨大オリコヌクレオチドの発表を行っ

た。イギリスでは、 Hodgkin教授を筆頭に、女性

が活躍できる場を与えられていることを羨しく思

っ7こ。

電子、スピン、モーメント密度のセ y ションは

New York州立大学 P.Coppens教授の「遷移金

属の電荷密度の研究」の招待講演で始まった。 X

線あるいは中性子線回折lとより、低温での精密な

電子密度を求める研究が20件近くあった。共有

結合、水素結合、 lone pair電子の電子 defo-

rm乱tion密度、更には、遷移金属における金属一

配位子結合、金属一金属結合の問題が論じられた。

地味ではあるが、基礎研究として着実に進んでい

ることを感じた。

物性と構造のセッションでは、近年一次元系有

機導体の超電導の発見が、注目を集めたが、その

きっかけとなった TTF-TCNQの相転移現象

を結晶学の面から、最初に観測した Paris大学の

R. Comes教授が招待講演を行った。圧力及び温

度の変化に依る相転移の研究が主流を占めた。

68kbar下での{3-O2 の結晶構造、鉄錯体の

スピン転移l乙伴う構造変化、強誘電体の相転移、

order -disorder転移の構造変化などの発表が

見られた。
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フランス、国際シンポジウム 「硫化物、セレン化物、

テルル化物の化学と物理」

表記第 1回国際シンポ

ジウムが 1981年 9月

1 4日-17日、パリ大

学薬学部で、フラ ンス国

立科学研究セ ンタ ー(C. 

N. R. S.)主催で開催された。テーマの硫化物等

のカルコゲン化合物は薬学とは直接関係ないが、

築学の建物が会場となったのは次のようとE理由に

よる。その一つは歴史的なものである。フランス

における薬学教育は、フランス革命直後の 1802

年に始められた。現在のルクサ ンプルグ公園に近

い avenuede l'Observatoire Iとある建物が完成

したのが 188"・ 2年で、来年が完成後百年目にあ

たる。今回のシンポジウムは、その記念事業のー

っとして行なわれた。もう一つの理由は、シンポ

ジウムを組織した鉱物化学の研究室が同じ建物内

にあり、研究室員の多くが化学者でゐり、かつ、

主任が現在学部長の職lとあるというものである。

会議は新学期の始まらない時期を選んで行なわ

れ、パリの南にある Cite Universi taireの学生

寮が参加者の宿舎に提供された。思いのほか暖か

く、日中は汗ばむ程であった。会議の参加者は

2 0 0名を乙え、ヨーロッパ園内からが多数を占

め、日本からは在仏の 2名を加えて 5名参加した。

J. F lahaut教授のフランス語による歓迎の言葉

から始まり、午前、午後各二つの招待講演の他は

発表は全てポスタ ーセッションで行なわれた。議

大阪大学 小 藤 吉 郎

演はレビューが主で、遷移金属カ Jレコゲン化合物

の相転移、物性、結品学的研究等K関するもので

あった。発表論文は約 12 0編で、電子構造、磁

性、超電導やイオン伝導などの物性、結晶構造、

結晶成長、相関係、層間化合物、ガラス、フィ Jレ

ム等、多方面の内容が含まれていた。このように

今回の会議の特徴の一つは、カルコゲン化合物を

対象とした研究者、すなわち、物理、化学、結品

さらには地質、鉱物学1と至るまで多分野の者が一

同に会した点、にある。従って、同じ物質を扱う、

異なる分野の者同志が議論できたのは、たいへん

有意義であった。

会期中、パリ市役所での歓迎レセプション、ベ

ルサイユ宮へのエクスカーション、シャイヨ宮で

のバンケがあり、参加者と親交を深められたの

も収獲であった。正式の挨拶がフランス語であっ

た以外は、 「ブロークン ・イングリッシ "Jで講

演や議論が行なわれた。これをさらにブロークン

したものを国際共通語lとすれば、英語を母国語と

しない国の人々の不利も少なくなり、また、抵抗

も感じなくなるであろう。

会議の前後Kは、固体電解質の研究を活発にし

ているユトレヒト大学、ボルド一大学、マックス

プランク固体研究所を訪問し、有益な議論や意見

交換をする ζ とができた。

終りに、今回の国際シンポジウムに派遣援助を

して戴いた山田科学振興財団に感謝する。
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ギリシャ、第 10回国際光化学会議

第 10回国際光化学会

議は 1981年 9月6日

から 12日までギリシ守・

クレタ島イラクリオン市

において行われた。私は

組織委員会(委員長 P.Renzepis博士)の招きに

より、 「色素一界面活性剤系の前期ミセル領域に

おけるケイ光とエネルギーの移動」の演題で招待

講演を行った。招待講演と申しでも会議の方から

経済的補助はなかったので、貴財団の御援助によ

って会議K参加できた次第で、たいへん有難く存

じている。

私の講演は会議の第 2日(9月7日)の夜のセ

ッションだったが多数の参加者があり、質問も 3

件あって非常に有効な討論が出来た。私の講演の

内容を以下K簡単に述べ、会議での質問と応答に

ついても記す。

アニオン性界面活性剤ラウリル硫酸ナトリウム

( S L S )の存在下で、陽イオン型色素が示す特

異な光化学的挙動について研究した。 ζの系は光

合成のモテ、ル系としても興味あるものである。本

研究は 2都民分かれ、第 1部ではローダミン 60

→ピナシアノールの励起エネルギー移動、第 2部

ではアクリジンオレンジのケイ光寿命について研

究した。何れの場合も SLSの磁界ミセル濃度(

CMC)付近において特異な現象がみられた。

( 1 ) ローダミン 60→ピナシアノールの励起エ

ネルギー移動 エネルギー移動効率を SL S濃度

の関数として求めると CMC付近lζ極大が現れる。

色素濃度が大きい場合には極大は CMC以上に出

現し、色素がミセ Jレ聞にポアソン分布していると

して説明できる。と乙ろが色素濃度が小さいと、

極大は CMC以下の「前期ミセル領域」にあらわ

れる。乙の領域はミセJレが存在しとよい領域である

が、エネルギー移動効率が極大を示す乙とは、色

素と界面活性剤とが何らかの会合体をつくり、複

数個の色素分子がひとつの会合体に含まれるとし

なければ説明できない。私たちはζの会合体が、
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三重大学 佐藤博保

色素の存在によって誘起され、複数個の色素分子

を含む「色素リッチ誘起ミセル」であることを示

した。

( II) アクリジンオレンジのケイ光寿命 アクリ

ジンオレンジは二量体がケイ光を発するという点

で特異な色素である。水溶液では色素濃度の小さ

い場合には単量体の寿命(約 4ナノ秒)、大きい

場合lとは二量体の寿命 (11~13 ナノ砂)が観

測される。私たちは SLSを加えた系でケイ光寿

命を測定した。色素水溶液が単量体の寿命しか示

さないようなうすい溶液の場合にも SLSを加え

ると前期ミセノレ領域で・ダイマ一様の長寿命が観測

された。これは色素分子が色素リッチ誘起ミセル

の中lζ濃縮されていると説明できる。

質問は 3件で、第 lのものはカチオン性および

非イオン性界面活性剤の効果を調べたかというも

の(Wolff氏)で、私たちは、これらのものは上

記の効果を示さ伝い乙と、いいかえると上記の効

果ほ色素と界面活性剤が逆符号の電荷をもっ場合

に限られることをみていた。第 2の質問は SL S 

濃度変化による両色素のケイ光収率変化について

( Kl・'opper氏)で、私たちの測定結果について答

えた。第 3の質問は「色素リ yチ誘起ミセル」が

いかなる物理的意味をもつか(Zacchariase氏)

で、色素と界面活性剤の「塩」が通常のミセ Jレに

移行する際lと生ずるものである旨答えた。

ζ 乙で本会議全体について述べると、約 40 0 

名の参加者があり、うち日本からは 13名、講演

は 338件のうち 40件が招待講演(日本からは

講演 13件のうら 3件が招待講演)であった。全

般的に、レーザ一、とくにエキシマーレーザーに

よる実験、超音速分子線利用による高分解能スペ

クト Jレや分子会合体のスペクト Jレなど、新しい技

術が随所Kみられた ζ と、太陽エネルギ一利用に

関係した発表が多かったことが目立つが、.しかし

その一方で、基本的な問題について着実な進歩が

報告されたことも重要な点と思われる。会議は口

頭発表がホテルの集会室と商工会議所の講堂で、



さらにポスター セッ ショ ンが"iS'o、教会の礼拝堂で

行われるなど、国際会議にしては地方色豊かなも

のだった。会議で多くの外国の知己と再会する ζ

とができ 、多 くの新しい情報を入手する こと がで

きたのも大きい収穫であった。

貴財団からの御援助で会議l乙参加でき 、深く御

礼申し上げる。

なお、 会議のProceedingsはJournal01 

Photochemistry K掲載された。私の講演に関し

ては短いAbstractが下記 1)!と、招待講演のやや

長いAbstractが 2)に記載されている。

1) J. Photochem.， 17 (1/2)， 51 (1981). 

2) J. Phot ochem・， 17 (3/4)， 243~248 

( 1981 ). 
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アメリカ、B型特異性(Mn-Hg型、 Si型、弱ヘ

リウム型)の聞での相互関係についての研究

大阪教育大学 定金晃三

昭和 56年度の貴財団

の派遣援助をいただき、

去る 9月7白から 19日

までアメリカへ渡航し、

航空宇宙局 (NASA)

のゴダードスペースフライトセンターで所期の目

的を果して帰国したので、以下に成果の概要を報

告する。今回の渡航の目的は、現在活動を続けて

いる NASAの紫外線天文学衛星 IUEを使って、

高温度化学特異星の紫外線領域(波長 A1200λ 

~3200Å) の分光観測を行うことでゐる。この

観測は、昨年秋に私のほか東京天文台・寿岳濁氏

及び東京大学理学部 ・高田昌英氏の 3人連名で

NASAK提出した観測提案に対し、 48時間の

観測j時聞が割り当てられた結果実現した。

恒星の紫外線スペクト Jレには地上の望遠鏡での

観測ではみる乙とのできない各種の情報が含まれ

ている。我々の観測目的は、高温度化学特異星の

紫外線スペクトルの中に、地上観測ではみられな

い元素の吸収線を同定し、それを詳しく解析する

乙とによってその元素の存在量を決定する ζ とに

ある。我々はすでに、ベリリウム、ほう素等の元

素についての解析を発表したが、今回観測した新

しい星についても同様の解析を行う予定である。

今年 9月の観測は、具体的には 9月 10日から

9月 15日にかけて、 l固 8時間ずつ、計 48時

間行ったc 乙の筒Iζ全部で 16個の化学特異星の

スペクトルを合計 70回観測した。これらのデー

タは衛星から電波で地上に送信され、地上の電子

計算機で処理した後、磁気テープp:収められて観

測者に渡される。 10月中旬には、処理ずみのデ

ータが 14本の磁気テープに入って、日本lζ空輸

され、現在、それらのテープの複写を作り、いく

つかの星のデ ータをこちらの電子計算機にかけて

解析を開始した段階である。今回の観測の成果に

ついては、来年 5月の日本天文学会で報告できよ

O
 

A
ノ

観測上の成果とは別に、ゴダー ドスペースフラ

イトセンターに出かけたことによる副次的な成果

がL、くつか考えられる。ます第ーに、科学衛星を

運用する現場を実際lと体験したことにより、将来

計画している日本の科学衛星を考える上で有益な

知見が得られた。第三氏、現地で活動している天

文学者の何人かと会って議論することができたこ

とで、今後紫外線スペクトルの解析を進める上で

参考lとなるいくつかの情報を得る乙とができた。

以上、私としては事前の予想を上まわる成果を

あげ得たものと考えている。
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ソ連邦、第 6回高エネルギ一物理学の諸問題に関す

る国際セミナー

私は昭和56年 9月15

~19日ドブナの連合原子

核研究所で開催された上

記の国際セミナーでダイ

パリオンについての招待

講演を依頼され、幸いに山田科学振興財団から派

遣援助を受けて出席講演することができた。また

会議終了後レニングラード原子核物理学研究所を

訪問、数日間滞在し、研究所のセミナーでエキゾ

チ yク共鳴に関する講演を行なった。

ドブナの国際セミナーは昭和 44年に第 1回目

が開催された。その時はベクトル中間子の題目の

下にゲージ場の理論が始めて討議されており、こ

れは現在素粒子物理学の主流となっている量子色

力学につながる。その後 2、3年毎K会議が聞か

れ、第 6回自にあたる今回の主テーマは「多重ク

オーク状態と量子色力学」である。 ζの問、強い

相互作用、粒子多重発生、相対論的核物理学など

第 1回目からは一見離れた問題が採上げられてい

るが、今回の会議に至ってこれらの問題がクオー

クとゲージ場の理論である量子色力学によって論

じられると乙ろとなった。

この会議は全員招待の形式で出席者 160名、

外国から 30数名、うち我国からは 3名が出席講

演した。開会の辞のなかで組織委員長ノわレダン教

授は湯川秀樹先生の逝去を報告、全員黙とうした。

私の講演は 2日目「クオークエキゾチック状態

と核内クオーク」のセッションの最初に行なわれ、

多重パリオン特にダイパリオンの研究に関する最

近の発展を概観した。特lζ私が米国アルゴンヌ研

究所での実験に基づいて始めて示唆した陽子陽子

共鳴(3 F 3 ，質量 2.22GeV)をはじめとするい

京都大学 星崎憲夫

くつかのダイパリオンは現在どこまで確かである

か、まだまだあるかを述べた。また夕、イパリオン

は重陽子の仲間か、多重クオーク状態という素粒

子の新しい状態であるか、私達が現在研究中の負

パリティの中性子陽子共鳴が確かにあるとすれば

後者の見方に有利であるので、その実験的根拠と

解析の結果を報告し、これによってこの方面の実

験の今後の推進をはかった。講演後何人かの人か

ら報告のコピーを求められ、またパル夕、ン教授か

らは雑誌 SovietJournal 01 Particles and 

Nucl ei 1乙総合報告執筆のお誘いを受けた。

会議全体をふり返ってまず感じることは、ソ連

邦の研究者が量子色力学によって素粒子か，ら原子

核までの実l口、ろいろな現象を統一的に理解しよ

うとしていることである。採上げられた問題がこ

のように広いにもかかわらず、それぞれの報告が

有機的にかみ合っていること、低エネルギー高エ

ネルギ一両分野の研究者が理論家も実験家も一堂

lと会して討論、それもとおり一遍のものでなく各

講演の後には侃侃がくがくの議論の続く場合が多

い乙となど、我国のこれらの分野での会議との対

比において大へん興味深かった。

レニングラードのセミナーでは研究所の 3つの

クゃループが関心を持っていたので非常に活況を呈

した。

このように今回の訪ソlとより私達の研究成果を

総括的に示す機会が与えられ、隣接分野に何がし

か影響を及ぼすとともに、今後の研究活動に有益

な知識をこれらの分野から得ることができたのは

幸である。また私達の分野で重要な実験をしてい

るソ連邦の研究者と交流を深めることができたこ

とも同じ意味でよかったと思う。
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ポーランド、第 4回 f電子系における結品場及び構

造効果国際会議

1 9 8 1年 9月22日.

より 25日迄、ポーラ ン

ド、ブロツラフ市にある

低温構造研究所主催の第

4回 f電子系における結

晶場及び構造効果国際会議に出席した。招待講演

1、一般講演しポスターセッション lの 3編の

論文発表を行った。以下lとそれらの題目を示す。

Mechanism of Unusua1 Magnetic Anisot -

ropy in the Cerium Monopnictides ; 

K. Takegahara， H. Takahashi， A. Yanase and 

T.Kasuya (招待講演〕

Crystal Field and p-f Mixing Effects 

in Uranium Pnictides; K.Takegahara， 
A. Yanase and T.Kasuya (一般講演)

Effects of Crystalline Field on the 

Physical Properties of PrB4 ; M.Kasaya， 
K. Takegahara， A. Yanase and T. Kasuya 
(ポスターセ y ション)

希土類化合物の中でも NaCl型結晶構造をもっ

Ceプニクタイトが異常に強い磁気異方性を示す。

最近、この物質の良質の単結晶が作成されるよう

になり、多くの研究者により興味を持たれ、実験

的解明が精力的犯行なわれている。一方、理論的

には d-f混成効果の立場からの研究があったが、

満足できるものではとよかった。我々は磁気異方性

をp-f混成効果の立場で理論的に扱って極めて

東北大学 竹ケ原克彦

満足のゆく結果を得た。招待講演はこれに関した

ものである。また我々の理論に基づいた実験も行

われており、結果が東北大の鈴木孝氏により招待

講演として発表された。乙れらの理論、実験両面

からの講演はより、また我々の理論を支持する実

験結果がフランス・グルノーブ、Jレのクソレープから

発表された ζ ともあり、我々の p-f混成模型が

会議出席者から広〈認められた。

次に、ウラン化合物において、 5f電子は希土

類の 4f電子lと比べて空間的iとより広がっている

ことから、 p-f混成効果がより重要になる。

Ceプニクタイトと状況が類似している U3P4 

及び;'U3AS4について p-f混成効果を調べた結

果を一般講演で報告した。乙の物質に関する実験

結果も 2編報告されたが、従来の理論では説明で

きない乙とが指摘されており、 p-f混成効果が

重要であると思われる。

なお、次回の会議(1 9 8 4年)は、仙台で開

催される乙とになったが、そこではウラン化合物

が主要テーマの一つになるだろうと強く指摘きれ

ている。

今回の会議には、 Ceプニクタイトの研究を精

力的促進めているスイス・チューリ y ヒのクツレー

プからの参加が全くなかったので、会議終了後、

チューリンヒのスイス工科大学を訪問して情報交

換を行い、非常に有意義であった。
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アメリカ、第4囲蛋白質一次構造決定法lζ関する国

際会議

198 1年 9月 21日

から 25日までの 5日間、

米国の Brookhaven

National Laboratory 

(BNL)において蛋白質

一次構造決定法lζ関する第 4回国際会議( IV 

International Conference on Methods in 

Protein Sequence Analysis )が開催された。

乙の会議は、 1975年、ボストン大学のLaursen

教授が、固相によるぺプチド、蛋白質の一次精造

決定法lと関する第 l回の会議を開催したのに始ま

る。第 3回会議より固相法IL限らず、溶液法や質

量分析法を利用した解析法も含められ、構造決定

法一般について討論されるようになった。今回は

BNLのBiologyLaboratoryのDr.Erzingaが

中心となって開催されたが、会議は構造決定法を

中心として、九つのセッションに分けられ、

subnanomoleレベルでの構造決定法に関するセッ

ションが三つ、質量分析法を使った構造決定法に

関するセ y ションが一つ、蛋白質の切断法とペプ

チドの分離、精製lζ関するセッションがそれぞれ

ーっと二つ、最後にぺプチドの高速液体クロマト

グラフィーそして DNA塩基配列と蛋白質のアミ

ノ酸配列に関するセ ッションの講演があり、各セ

y ションごとに 4人から 5人の演者が報告した。

また、新しく決められた蛋白質の一次構造などは

ポスターセッションとして約 35件公開された。

近年、 Edman分解法の精密化と共に如何に微

量のぺプチドや蛋白質の一次構造を決定するかが

蛋白質化学の重要な研究となっているが、 Dr.

Hankapiller (Cal. Tech.)は彼らの乙 ζ数年来

の研究成果として、現在市販されている segue-

natorをミニチュア化し、気体の反応試薬を使っ

て数百picomole或いは場合によっては数十 pi-

comoleレベルでの解析ができる装置を説明した。

一方、現在使われている装置では、蛋白質のN一
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大阪大学 下西康嗣

末端から 40 ~ 50ケのアミノ酸残基を決めるこ

とが可能であるが、 Dr.Fra出 (ETH，Zurich) 

や Dr.Machleidt(Institute for Physiolog-

ical Chemistry， Munchen)らは 100残基近

くまで配列決定できるように反応系の改良を試み

ていると述べた。

一方、質量分析法の蛋白質一次構造決定法への

応用に関するセッションにおいては、始めに

Imp日rialCollegeのDr.Mollisが GC-MS

(ガスクロマトグラフィーと EI質量分析法)Iζ 

よる蛋白質一次構造決定法の最近の研究について

概説した。ついで筆者は、筆者らの研究室で考案

したエドマン分解、電界脱離(F D )質量分析法

とコンピュータ一計算を組み合わせた蛋白質の新

しい一次構造決定法について報告した。筆者らの

方法は非常に興味をもたれたが、一般に質量分析

装置は高価でめるという印象が強かった。しかし、

質量分析法は微量でしかも混合物の構造解析がで

きるという特徴をもっているので、今後、構造未

知試料への応用例を増す乙と及び使いやすい装置

の開発が必要である乙とを痛感した。 Dr.Carr 

(Harvard Uni v.)は C1，FD， plasma desorp-

tion等の softionizationの中では最も情報量

の多い C1( chemical ionization )を使ったペ

プチドの構造決定例を数多く報告した。最後に

MITの Dr.Biemannは GC-MSKよって決め

られる部分ぺプチドのアミノ酸配列を DNAの塩

基配列と比較する乙とによって蛋白質の一次構造

をできるだけ簡単にきめようとする試みについて

講演した。

会議を締めくくるにあたって Dr.Wi ttman -

Liebold ( Max Plank， Berlin)は今回の会議で

は subnanomo 1 eレへ‘ルの解析法が発表されたが、

次回は技術の進歩によって更に微量の subpico-

moleレベルでの研究が行われるようになるだろ

うζ とを強調したのが印象的であった。
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イギリス、第 8回国際神経化学会

このたび私が短期間派

遣の援助を受けたのは、

第 8回国際神経化学会で

ある。乙れは、 1981 

年 9月6日から 11日に

かけて、ロンドンの北方約 20 0 km (急行で約

2時間強)にあるノッチンガム市 (Nottingham)

のノッチンガム大学医学部(Hawthorne， J. N. 
会長)で開催された。この医学部は、国立(Na-

tiona1 Hea1 th Service (ζ所属する)であって、

1 4 0 0ベッドを擁するその付属病院と一体とな

って、市のメジカルセンター(Queen's Medical 

Center )に位している。 19 7 0年代に出来上

った(一部未完の由)その建物は、近代的である

と共に古い時代の良き伝統を守っており、何より

もスペースが広くゆったりとしているのが特徴で

ある。病院正面玄関より入った患者の中央待合室

には、靴が中lとしずみ込むようなじゅうたんと共

に、大学総長室級のソファーが点在している。乙

れらを見たあげくに経済大国日本に帰ってきて、

国が富むとは一体どんなことを意味するのだろう

かと考えてみたが、さっぱりわからないことであ

った。

さてこの学会では 467題のポスタ一発表の他

lと、全部で 21のシンポジウムとコロキュウムが

組織された。私が招かれたのはその中の一つ、

" current concept of the neurochemical 

ro1e and regulation of calcium ( Agnanoffぅ

B.W.主催)"であって 9日の朝に聞かれた。全

部で 4題が発表され、以下にそれについて述べる。

先づ、 Baker，P. F.ら(英国)は、神経伝達物質

やホルモンの細胞からの分花、は、いわゆる開口分

泌(exocytos i s )形式で‘行われ、 Ca2+がその出

来Cとの引き金となることを述べた後に、副腎ず

大阪大学 垣内史朗

い質を用いて、乙の現象の進行lζ、Mg2十 ATP

aseが関係しており、フェノチアジン系薬剤で阻

害されるから、カルモデュリンが関与している可

能性を指摘した。次いで、 Israel，M. (フランス)

は、アセチルコリンを蛍光的に検出する方法を開

発し、それを用いて、カルンウムイオンによるア

セチルコリンの放出反応を解析した。垣内(日本)

は、神経伝達物質の放出反応におけるカルシウム

イオンの作用が、細胞内Ca2+受容蛋白であるカ

ルモデュリンiとより仲介されている可能性、更に

その機構に、頼粒結合性のカルモデュリン結合蛋

白が関与している可能性につき述べた。後者とし

て、垣内らは最近 240，000ならびに 160，000 

ドルトンの蛋白を、脳より分離精製して、それら

が細胞の細胞骨格に関係している ζ とを示した。

Ochs， S. (アメリカ合衆国)は、神経軸索流lとは

c aZ+p Mg2+A T P aseが関与していること、そ

してこのAT P aseは、微小管の side-arms 

iと局在しており、その活性iζ カノレモデュリンを必

要とすること等を述べた。カノレモデュリンの

antagonistであるトリフルオペラジンが、軸索

流をも停止主せるからである。結局 4題の研究と

もに、何等かの形でカルモデュリンに関係したも

のとなった。このf也に、ポスタ セッセョンにも

カルモデュリンに関する仕事が多く自についた。

1 9 7 0年以来、私たちは、一貫してカルモデ

ュリンの研究を行ってきたが、今日のこの分野の

盛況を見るにつけ、学問分野におけるはやりすた

れのおそろしさを感じるものである。

国際神経化学会は、乙の領域における唯一の学

会として、 1967年の Strasbourg (フランス)

開催以来、各固まわりもちで隔年毎に聞かれてき

た(日本は、 1973年開催)。次回は 1983 

年カナダでの開催である。
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ソ連、第 10回核融合及びプラズマ物理に関するヨ

ーロッパ会議他

名古慶大学 岡 '村昇一

今回程、が参加した、「

核融合及びプラズマ物理

K関するヨーロッパ会議」

は、ヨーロッパ会議と称

してはいるものの実際は

世界的な規模の国際会議であり、国連主催による

核融合iζ関する国際会議がほぼ隔年に関かれてい

るのに対応して、その閣を埋めるように聞かれて

いる。参加国は、ヨーロッバ各国はもちろん、ソ

ビエト連邦、米国、日本にまで及び、核融合研究

における主要国はすべて含まれている。また我々

西側諸国の研究者にとっては、今回の会議の重要

性は会議がソ連で聞かれるということ自体にもあ

った。現在、国際交流は非常に盛んになり、東西

聞の交流も以前に比べると進歩してはいるが、ま

だまだ東側諸国の研究状況は我々にとって身近な

ものとは言い難い。核融合研究においては特にソ

連の果す役割りは大きく、最近研究の主流となっ

ているトカマク型装置を開発した乙とを初めとし

て、現在でも西側諸国にはない特徴的な研究を進

めている。今回の会議はそれらの状況をつぶさに

見られるという貴重な機会であった。

会議はモスクワ市内の、国際通商科学センター

とでも呼べるような近代的な臓設で行なわれ、非

常に快適な環境であった。参加者はソ連圏内から

500人、外国から 200人程度という話であっ

たが、実際lζ見た感じではソ連圏内はさらに多く、

国外は逆に少なかったように感じられた。今回の

会議での大きな問題点は一部の固によるボイコッ

ト問題であった。当事者によるとその理由はサハ
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ロフ博士lζ関する事とのことであるが、フランス

とドイツが極めて少数の代表しか送らなかった乙

とが残念であった。また米国もかなり総人数を制

限したようで、結果的にはソ連国外からの参加者

としては日本が最大という ζ とになった。発表・

討論は英語かロシア語によって行なわれたが、ソ

連側で用意した同時通訳のすぐれていた ζ とが田

象的であった。

開催期間は月曜日から土曜日までの一週間で、

途中の水曜日にはモスクワ市内の研究所への見学

が組まれていた。大体において午前と午後の前半

は全体会で招待講演等が行なわれ、午後の後半R

ポスターセッションとして各国からの研究発表が

行なわれた。ソ連内研究者による発表が半数を乙

えていたが、我々西側の研究者にとっては普段な

かなか知ることのできない詳しい話を聞くことが

できて、非常に価値のある会議であった。ポスタ

ーセッションでも、ソ連側研究者と西側研究者と

の聞で活発伝討論があちこちで起こり、終了時聞

はしばしば 1時間近くもヲ|き伸ばされるくらいで

あった。

研究所見学は我々にとって会議そのものに劣ら

ず興味深いものであった。個人的にはなかなか見

学が許されない上に写真すらもほとんど公開され

てい伝いだけに、今回の機会は極めて貴重なもの

である。トカマク発生の地クルチャトフ研究所lと

は、論文等で知っている数多くのトカマク装置が

大きな倉庫のような建物の中に並んで置かれてい

る。なかなか壮観t，rながめであった。
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フソレガり ア、 植物生長調節物質K関するシンポジウ

ム

植物生長調節物質に関

するシンポジウムは、

198 1年 10 月 18 ~

2 2日の問、ブルガリア

国Varna市の Intern-

ational House of Journalists において聞かれ

た。 乙のシンポジウムはブルガ 1)ア建国 1300年

と、ブルガリア科学アカデミー植物生理学研究所

の創設者 M.Popov生誕 100年を記念し、同ア

カデミーの主催で聞かれた。 アメ リカ、 日本、西

独、 チェコ、ソ連、ポーラ ンド、イ ギリ ス、東独、

フランス、デンマーク、スエーデン、など 17ヶ

国から約 220名の参会者があり 、40の講演と

1 5 6のポスターが行われた。 ζのうち招待者は

私のほか、アメリカのK.V. Thimann， F. Skoog， 
T. M. Scott， ソ連のV.Kefeliで、 それぞれ招

待講演を行った。公用語は英、露で、同時通訳が

行われたので、意思の疎通がやや困難で、討論が

活発でゐったとは必ずしもいえなかった。

1 0月 17自に多く の参会者がVarna入り し、

会場の MainBuildingのほか、その周辺部の宿

泊施設はチェックイ J し、会議の登録をおえた。

ζの際、外国招待者には M.Building内の大き

な個室が提供8れた。まず第 1日目の 10月18 

日9時から開会式が行われた。績物生理学研究所

長のアカデ E一会員で、シンポジウム主催者の

D. Li lov教授が挨拶、R.Genovがフソレガリア建

国と歴史について講演、M.Popov教授が Meth-

odi Popovの研究について講演を行った。 10: 

30- 11 :00のコ ーヒ ープレイクののち招待講

演の Plenary lec tureがはじまり、まず私が次の

演題で講演した。 Auxin-induc巴dModific-

ations of the Cell羽ia11 Polysacchar ides 

in Azuki Bean Epico ty 1 s. 続いてアメリカ

のK.V. Thimann カリフォルニア大教授(理科

大阪市立大学 増田芳 雄

大学長 )が棄の老化とホルモンについて講演を行

った。

13;OO~15:00 の昼休みののち一般講演に

入り(オーキシン)、私が座長を製jめfこ。

第 2日目以降も少数の招待講演、サイトカイニ

ン、ジペレリン、ア グシジン酸などに関する一般

講演、そしてポスターセ y ションが行われ、21 

日18:3011:.聞かれた閉会式をもってシンポジウ

ムは事実上終了した。閉会式は極めて政治的色彩

が濃く、 K.V. Thiman (アメリカ)、 V.Kefeli 

(ソ連)、私(日本)Iζ続き、東ドイツ、西ドイ

ツ、 テェコの参加者が次々と登壇して挨拶した。

ンンポジウム最終日の22日は黒海沿岸のエクス

カーションがあり、暖かい陽射しのもと、美しい

景色や古代の遺跡を見物した。

会期中はζのほか、19自にオペラ見物、20 

目夕食時にはブルガリア音楽と民族舞踊、そして

2 1日にはお別れ晩さん会と、主催者側はかなり

のサービスに努め、参会者一問、学問的活動だけ

でなく、 ブルガ リアの雰囲気を楽しんだといえよ

O
 

A
ノ

ブルガリアは他の社会主義国とくらべ、物資も

豊富であり、園内の行動も割合自由であった。し

かし、研究所や大学における研究テーマの選定に

はかとfり制限があると洩らす研究者もいた。コミ

ュニストでないと教授に昇絡できないのは事実だ

そうである。彼らの研究条件はあまり良くなく、

研究水準も高いとはいえなかった。彼らの多くは

アメリカや日本との研究交流を望んでいるよ うで

あった。日本からの参会者は私一人であった(現

在 ポーランド留学中の東京農大大学院生石塚君が

2日間だけ参会した)ので、西欧の多くの知人の

ほか、東欧の研究者が多数、私との会話を求めた。

乙の点、私が数年前経験した東ドイツにおける シ

ンポジウムの場合と同機でゐった。
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81-4196 

東ドイツ、第3@国際シンポジウム「細胞表面の生

物物理学」

第 3回の国際シンポジ

ウム「細胞表面の生物物

理学」が、 1981年 11 

月23-2 8日、東独の

Arendseeとい う農村で

聞かれた。ベルリンより西~L約 120km も離れ

たと ζ ろにあり西独との国境に近い、村はずれの

湖畔に建てられたWaldheimという保養所が会場

でゐった。 ζの句ンポジウ ムはユネス コの援劫の

もとに東独の数物生物学アカデミーとフンボルト

大学lζより実施主れている。第 2回のプログラム

を見ると東欧圏の学者の多いζ とが目立ったが、

今回は積極的に西欧閣の学者の参加を求めたよう

で、招待講演者29名の顔ぶれは、英国 5、米国

4、西独・東独・フランス各3、ソ連2、チェコ

2、その他ベルギー ・手← コ'スラピア・ハンガリ

ー・ポーラ ンド・ブルガ リア・メキ シコ・日本各

Iでめった。 学会の chairmanでゐるR.Glaser 

教授から招待状をもらったとき、シンポジウムの

題名が私の専門そのものなので是非出かけたいと

思った。幸い山田科学援興財団に旅費の援助を申

請したと ζ ろ認められたので実現のは乙びとなっ

た。

シンポジウムには 3つのセ y ションがあり 、

A : The control of meml>rane funcl ions by 

eleclric and ionic eventsは、細胞膜やモデル

膜の表面屯位、膜内外の電位差 (これを膜電位と

いう)やイオンの透過怠どと、膜の機能との関係

が主庖であり、巨視的な見方の議論が多い。 B:

Ac-t.i veωd passive chむ:1gesof mechani cal 

membrane proper t. ies， S urface dynami cs and 

t.heir moleClllar basisでは、膜の形、変形能、

可塑性などと膜屯伎や膜内の分子の動きとの関係

が主題で、やはり巨視的な包気化学あるいは力学

的な議論が多く、分子論的な話しは 1つであった。

C:CせIIand membrane contact， recognit-
ion and fnsionは、細胞膜の接着、認識、細胞
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融合ゐるいはモテル脂質膜の融合がそ主題である。

私はインフルエンザウーイルスの細胞内侵入機構に

ついて話した。エンドサイト シスlとより細胞内に

入ったウ イルスは リソブーム之融合する。 リ:ゾ:・メ

ーム内は酸性(p H~ 5 )である ため、ウ ヰルメ

膜と 1)ソゾーム膜が融合して遺伝物質RNAを細

胞質に移すというものでゐる。酸性にするとウイ

ルス膜の融合が著しく促進されるというわれわれ

の発見を基にした説でゐる。各セッションとも特

別講演の他民多数のポスター (全部で 80編)提

示があり 議給された。

学会からうけた印象の一つは、ポーラログラフ

(水銀液滴表面の電気化学 )の創始者である チェ

コのHeyrovs勾教授の匡接・間接の弟子遥が、次

第に細胞膜やモデル援の表面現象lζ注目し研究を

進めーていることでゐる。 ζれは日本や西欧圏の学

会ではあまり 目立っ た乙とではない。細胞表面や

モデル膜で起こ っている乙とを、 E英篭位や表面電

位のような電気化学的な力が膜におよ{ます影響と

してとらえようとする観点、は、いままで私iと欠け

ていたものであった。例えば酸;世にするとウ イル

ス膜の融合が促進されるという現象は、彼らの観

点、からすれば膜電位を変えるためであり、われわ

れの分子論からすればウイルス タンパク質がプロ

トン化して構造が変わるためと考える。

もう一つの印象は、電圧をかけて細胞融合ある

いは膜融合を起乙させる研究が多〈報告されfょこ

とである。 Zimmermarm(西独)、 Berg(東独)

Chizmadshev (ソ連 1 らの話が興味深かった。

電極の聞に細胞を入れて電圧をかけると細胞が電

気力線に沿勺て配向する。 電圧の大きさが適当で

あればこのままでも細胞融合が生じる。めるいは

短いパルスをかけると効率よく融合するというも

のでめる。 電圧の大きさ令選べば細胞に大した損

傷を与えることとtく融合させることができる。ま

た始めに電極面lとA細胞を吸着させついでB細胞

を加え配向させてからパルスを加えると 、AB合



いの子細胞を特異的につくる乙ともできる。

Zimmermarmらは ζの方法でモノクローン抗体

を産生する合いの子細胞をつくれるといっていた。

tL:圧印加による膜融合は、結局のと乙ろ隣接す

る2枚の股が dieleclri c breaktlown 1<::似た状態

になって生じるもの左恩われる。 ζのmechanism

についてゐるl挽 informnlmeclingがもたれた。

Chi zrnadsevらは屯圧固定法を用いてミリ秒オー

ダーの変化を研究し、 Zimmermannらはもっと

近代的な装置を用いてナノ秒オーダーの変化を研

究し、お互いに議論したが、それは感情むき出し

の猛烈俗論戦であった。どうやらずイントは、ど

ちらのタイムスケールて'観測された ζ とが膜融合

に本質的にE重要な過程なのか、あるいはナノ秒T

みられたことがミリ秒の過程を.ひき起こす因であ

るかないかであって、私には平行線と思えたが、

自説を守る、したがって相手の鋭を攻撃するはげ

しさは、ふつう日本人には見られないと ζ ろであ

る。しかし自分の説をもっ乙との大切在、それを

守る乙とのきびし怠は学ぶべき点、がゐろう。，tム毛

学会の後で、西独Giessenにある Institut fur 

Virologie der Justus-Liebig Univ色rsit証t

でセミナーをしたときに、 Rott教授から自分ら

の説(インフルエンザウイルスは中性(p狂7)で

細胞膜と融合してRNAを細胞内に移す)をょう

謹するための攻撃的な質問を矢つぎ早ゃにされて

緊張した思いをした。

Aj'Emdsee-の学会の前には JenaのBerg教授を

訪ね、その後では Glaser教授を・東ベルリンのフ

ンボルト大学に訪ねた。 11月 18日に鉄道で

Gerstungenという駅から東独に入り、 12月l

自に東ベルリンの Friedrichstrasse駅から出国

する 2週間の旅でめった。出入国では荷物の検査

もなくトラブルもなかった。科学者との話しゃっ

き合いでは共産圏を意識する乙とははく、アカデ

ミーの女性秘書たちも親切で暖かく応待してくれ

た。少し感じたことは、必需品あるいはぜいたく

品に対する考え方のちがいであった。東ベルリン

の町も美しょ復興し、国立オぺラ劇場の素晴らし

いふん圏気と オペラは忘れ難いが、 学会でに ぎや

かに話し合・ったポーランドの学者の乙とを思うと

複雑な気持らにとEる。

81-4199 

1 0月5日から 7日ま

で、アメリカ、ぺンシル

パニヤ州立大学において

開催された、地質権造お

よび岩質材料内における

アコースティック・エミッション/微弱震動(A 

E/MAと略記)，1ζ関する第 3回ヨシ フ7 レンス

将、当財団の派遣援助をうけて出席する乙とがで

きfこ。

乙のコンフ 7レンスは土木工学、鉱中学、石油

工学、地質工学、地質学、材料工学の分野におけ

るAE，ノMAIζ関係する研究者が集まり、最近の

3rd Confeience 00 Acoustic Emission/ 

Micros eism~ c Acti.vi ty in Geologic 

S tructures and M叫 erials

京都大学 寺田 字

研究成果を発表するととも K、種々の問題点Kつ

いて気楽に討論できる極めてユニークなコンファ

レンスとして、 2年毎に開催されてきている。

今回の出席者はアメリカ、日本、西独、アフリ

カ、カナダ、英国、スペイン、デンマークおよび

オ-1-トラリヤの各国からの計 40名であった。

会場には、ペシ，シルパニア州立大学のキャンパス

iじ西端』とめる ConferenceCenter ( J， Orvis 

Keller Building )の2階の講演室が使われた。

3日聞にわたヴて行われた出席者全員による各自

2 0分聞の口頭発表は 7セ y ションに分けられ、

それぞれの内容はつぎのとおりでゐる。
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1. 理論的研究(2編)

AEの発生機構とその波動の理論的モテソレ解析、

および 4測点到着時間差による 3次元震源決定法。

2， 計測システムの開発研究(8編〉

ストレ ンゲージを利用した微小震動の検出、 計

測AE波の周波数とピックアップの位置との関係、

微小震動の測定限界、簡単な4要素AE監視シス

テム、オースト ラリヤの炭坑lとおけるAE監視装

置、 計測波形のディ ジタ Jレ記録および処理、 炭層

周辺のボーリングによるAEの計測、および高性

能スペク トル分析器とNASAOASISシステム

によるAEのE十誤U。

3. 実験室的研究 (8編 )

岩石のAE頻度$1J御圧縮試験(筆者)、 自然欠

陥を有する岩盤内の破嬢検出、一軸ゐるいは三紬

圧縮試験下における岩石のAE、一軸荷重lζよる

岩石のAEと組織の変化との関係、節理のめる岩

石の変形時?とおけるAE、ロックボルトの安定性

評価のためのAEの利用、 一軸圧縮試験下の大き

な岩石試料内のAE、および氷塊中におけるAE。

4.野外観測(硬岩〕 に関する研究(6編)

オンタリオ鉱山における山はね制御のためのA

E観測、山はね予知のための実用監視システム、

山はね予知に利用可能な前兆現象、 Blyvoorui-

tzicht金鉱山付近の微小地震観測、北西ケベック

地方の金鉱山lとおける微小地震の多要素観側、お

よび地下深部に水平坑道を有する鉱山の小規模地

震観測網。

5.野外観測(石炭)に関する研究(4編)

炭坑における突出にともなう微小地震、突出を

起乙しやすい炭層内の微小地震、石炭・ ガス突出

防止のための先進ボーリング中のAE、および急

傾斜炭層の水力採炭時に生じる微小地震。

6. 地下備蓄に関する研究(7編)

高圧水注入によ る石炭試料内のAE、石油備蓄

用岩趨洞穴の陥没時に銭測された微小地震、原位

置における岩塩の繰り返えし荷重効果の監視、 岩

塩鉱山の鉱柱の変形と安定の評価、熱の影響iζよ

る岩石のAE、水圧破砕によるAE、および

Ha.ven天然ガス備蓄庫周辺の微小地震の解析。

7 その他の応用研究(4編)

雪崩傾斜面で観測8れたAE、堆積鉱さい内の

AE挙動、 Petite S ismiqueによる岩石の変形

性評価、および坑内採掘による地表抗下に伴うAE。

なお、各セ ヴシg ン毎にかなり長時間にわたっ

て、それぞれの問題点について自由な討論が行わ

れた。その主なものは、 AEの応力波としての伝

播特性、震動の発生機構、破援の前兆としてのA

E/MA挙動、 AE波の周波数スペクト ル、 山は

ねや突出現象の予知法、 AE/MAの定競(震動

の規模、期間、エネルギ一、 トランスデューサ一、

データの処理法)などでゐった。

今回のコンフ 7 レンスに参加して特に有意義で

あった乙とは、世界的なAE/MAR関係してい

る多くの研究者と親しく歓談し、友好を深める機

会を得た乙とである。 ζ 乙に記して、山田科学振

興財団に深く感謝する次第である。

81-4205 

今回山田科学掻興財団

のと援助?とより、上記の

会議(Workshop ) 11:出席

する ことができた。乙の

会は 1972年を第 1回

目として 3年毎に聞かれており、今回が4回目で

ある。会場はアメリカ、 Austinのテキサス大学

アメ リカ、第4回国際レーザ測ie研究会

東京天文台 古 在 由 秀

で、 1981年の 10月 12日から 16日までで、

出席者は 84名で、乙のうち 40名がアメリカで、

フラ ンスからは 11名が出席した。なお、臼本か

らは筆者のほか平山智啓(東京天文台)が出席し、

中国からは米国に滞在中の 3名を含め 5名が参加

した。

会議は初日と最終日をのぞき、Hardwareと
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So f' t wn. relζ分かれ、~を者がHn. rdwo. re IC、平山

カ)Soft ware ICltl tこ。

1 0月 12日は一般的な報告が行われ、 NAS

A、スミソニアン天文台、東ヨーロ yパの Inl-

erωsmω のネットワークの 3つの報告の他、軍

手?がr~，同と日本:の 3 年↑mでの進歩の報告を行った。

1 3日には「光学系と架台」、 「レーザ」、

14 l:Hζは rn測m1J、 「時刻系とキャリブレイ

ションJ、 15臼には「受信系JKついての討議

がHardwareについては行われた。祭蓄は「光学

系と架台」の会の座長をつとめ、乙れについての

総合報告を行勺た。

1 6円には、将来のレーザ測距系の展望につい

ての討議が行われ、会を閉じた。

乙の 3年間での大きな進歩は、中国の三つのレ

ーザ測距装置の存在が明らかになった ζ とで、ま

た中国の研究者と外国との交流が今回はじめて行

われた。

また、 Lageosとよばれる人工衛星に対する測

肢の観劇が数cmの籾度で・実現している ζ とも大き

t.f.進歩で、アメリカでは可動な装置が出現し、 7

カ所に配置されており、オランダとドイツの協力

でもう一つが出現しようとしている。また、イギ

リスのグリニジ天文台にも新しい装置が作られて

おり 、 1982年の春から動きはじめる。

乙れらの観測によって、 Lageosの軌道は 50

omの誤差で決められており、また観測地の座標は

1 0 cmの精度で分ってきている。この座標が時間

とともに変化しているように見えると乙ろがゐる

が、乙れが本当かどうかについての討議が活発に

行われた。

また、 Lageosの観測から、地球の極運動の研

究が行われており、その極の座標が Oケ002の精

度で、 1日の長さが 0.0003秒の精度で求めら

れている。

ζのような世界の状勢のもとで、東京天文台を

中心として行われてきた日本での研究は、まだま

だ遅れているという感じがある。 ζれをどのよう

』とすればよいかについて、今回の会議tζ出席して

多くのζ とに気がついた。

今回は Softwareについての討議も行われ、そ

れぞれの観測所でも勺ている Softwareについて

の情報の交換が行われた。 日本でも人工衛星の観

測から極運動を求める研究がこれから行われる乙

とにとEる。

t.r.お、 乙の会議の Proc.は出版され、世界 17 

ヶ国の 43の観測所からの報告書も載せられる。

81-4207 

乙の国際会議はパドパ

大学で 10月8日と 9日

の両目標記のV.ゴッタ

Jレディー ・パドパ大学教

授の主催で聞かれた。

ゲルからガラスをつくる方法は、ゾルケ:)レ法、

低温ガラス合成法あるいは非溶融ガラス製造法と

も呼ばれるもので、金属アルコキシド(たとえば

Si (OC 2R5 ) 4のような化合物)溶液またはシ

リカ‘ノ.ル(たとえば市販のルドックス)から出発

し、ゲルを経て低温の加熱によって酸化物ガラス

イタリア、国際ワ ーク ショ y プ 「ゲ)レからつくるガ

ラスおよび桔晶化ガラスJ

三重大学 作花済夫

をつくる方法である。 ζの方法でSi02ガラスを

つくるには、 1800.C以上に加熱する従来の方

法に比べて 1000.C以下の加熱で十分である。

また繊維、膜、数cm'，のパJレクなどいろいろの形状

のガラスができる。 ζのため ζζ2， 3年来急に

注白されるようになった。

会議の出席者は予想よりはるかに多くの66名に

達した。遠いヨーロッパで聞かれたので、アメリ

カ人の出席者は4名、日本人の出席者は私を合め

て6名であったが、ヨーロッバの各国からはイタ

リアの 30名を始め、フランス 10名、英国 5名、
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西ドイツ 4名、東ドイツ 3名、ベルギー 1名、ス

イス l名、チェコスロパキア 1名、エ ジプト 1名

位ど多数の出席があった。

出席者の半数以上は正直のと乙ろ現在ゲルから

ガラスをつくる研究をしているわけではないが、

教授の講演はゲJレ法を従来の溶融法とク リテイカ

ルに比較したもので技術的には、ゲル法によって

特色のあるガラス(スペシャルティーガラス〉

をつくることを除いては意味がないのではな

いかと結論した。また、科学的見地から、ゲル法

ζの分野でどういう ζ とが行なわれているか、実 でつくられるガラスが、溶融によってつくられる

用との関連はどうか、将来どのようになるだろう 従来のガラスと同じであるか、異むるかはガラス

かなど情報を集めるためK出席していると恩われ の本性に関わる問題と してきわめて興味があるも

る。 ので、 密度、屈折率、膨張係数などの一般特性は

しかし、興味をもっている人々の範囲が広いだ もちろん、分相、結品化、混合ア ルカリ効果、 4

けで伝く、実際に、ノルゲル法の研究を開始し、自 配位ホウ緊の生成などの特殊な現象について厳密

分の研究分野のーっとして研究を始め、今回新し な比較を行なう ζ とに大きな興味があると述べら

く結果令持参した人が多かったζ とも事実である。 れた。乙れまでの実験結果を概括すると、組成が

カリフォルニア大学のマッケンジ一、フラウンホ

ーフプー研究所のショルツェ、シェッフィ ール ド大

学のロ ーソン等の各教授、西ドイツのカールスル

ー工大学、エジプトのアインシャムズ大学、東ド

イツのフリ ー ドリアヒシラ一大学の研究者が新し

く研究仲間に加わった。とのほかに、すでにζれ

まで研究を進めていたモンぺリ 工大学のザルジキ

ィ一、パドパ大学のゴッタルディ一、サ ンディア

研究所のブリンカー、ラトガース大学のクライン、

ショァト社のディスリッヒ、三重大学の作花など

のクソレープが研究結果を持ち寄った乙とにはる。

特別講演としてマ 7ケンジー教授の「溶融によ

ってつくったガラスとゲルからつくったガラス」、

作花の 「、/ルのゲル化の際の性質の変化とガラス

の調製におけるその意味」 、ザノレ ジキィ一教授の

「ゲルのガラ ス化」の三つが用意きれた。このほ

かに 15の応募講演があったが、乙れらはほぼ上

記三つの招待諮演のいずれかと同じ分野に分類で

きるものであった。特別講演のうちマッケンジー

同じであればゲルからつくっても、溶融によって

つくって も同じ特性を示す。(たとえば同じよう

に分相する〉ガラスが得られるという ζ とになる

ようである。その他の講演からも得るところが多

く、私達の今後の研究の進展に役立つと乙ろが大

であった。

2日間にわたり同じ部屋で講演と討論を行なっ

た後、ゴッタ Jレディー教授はバドパのワ ークショ

ップがゾルーゲル法の第 1回の会議tζf.t， るように

との希望を表明し、ショルツェ 教授は、ノソレーゲ

ル法で使われる用語の定義、たとえばゲルとは何

か、を明確に定義する ζ とが必要であるとの意見

を述べた。またゾルゲル研究者の名簿をつくる乙

とも提案された。これらは流行ではなく、患の長

い研究を人々が目指している証拠だと私は解釈し

た。 なお、本会議で発表された論文は Journal 

of Non -Crystalline Solidsの特集号として

出版される。
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アメリカ、 米国化学会、第 11団東北地区大会他

京都大学 三枝 武夫

昭和56年 10月 17 

日成田空港告出発し、18

日から 4日間、米国、

ROI:hes terで聞かれた米

固化学会のNerm1 1 ( 

The 11th N or theas t Regi onal Mee t i時dおよ

び米国、 ?-lichignn洲AnnArhorで 10月 22日、

2 3日の両日行われた Symosiumon ClIrrent 

Contribution in Polymer Sciencf-' K出席し、

それぞれにおいて招待講演を行い、討論に参加し

た。その後米国内の大学研究所を訪問し、 11月

6日成田帰国、 7自に帰学した。

まず、 Nerm1 1は米国化学会の地方大会では

あったが、非常に盛大に行われた。登録者 1200

名で、招待講演者も米国内全体はもとより、広〈

欧州や日本から選ばれ、その規模は一つの国際研

究集会に匹敵するものであった。これは、地元の

Eas tman Kodak社の後援による所が大きい。

高分子部会における沼待続演、研究発表から興

味あるものをあげると次のようなものである。即

ち、エポキシドの光照射カチオン重合における反

応性と重合機構(A. Le伽ith， Liverpool 大

学)、高分子反応における backboneassistance 

( D. T ir rell ， Carnegi e-Iv!f' 110[1大学)、 オレ

フィンと一酸化炭素との共重合触媒 (A. Sen 

and Ta-wang Lai . Pennsylvania大学)、リン

酸エステル基をもっポリマーによるウラニル塩の

紛送(1. Cabasso， SUNY， Syracuse)、ポリア

セチレンフ ィルム脅カソ ードとする軽量ノ"<";1テリ

一(A. G. MacDiamide他、 Pennsylvania大学)、

電導性有機高分子(ポ リフェニレン)(R. H. 

B札ughrron， All ied Cnem.)であった。

lX:K、Symposiumon Current Contribution 

in Polymer Science は ~lichig回大学のMac

romolecular Research Centelの行事として、

同センターの研究発表 (ポスターセァション)と

招待講演が行われた。 第一回目は アカデミヅク

なテーマについての講演、第2日目は開発基礎研

究に関する講演が行われた。参加者は約 70名。

講演のなかの主ぽものは次の通りである。即ち、

生体膜および細胞のモデ)レとしてのPolymeric 

monolayerと LiposomeCR. Ringsdorf. Mainz 

大学);合成高分子画像形成材料 CR. Daly. 

Eas tman Kodak )、熱可塑性メラミン樹脂(D. 

vVang. Al:arican Cyan阻 lide)でゐる。なお乙

れらのほかtと、“高分子科学および工学における

研究一現状と将来"と題する講演がR. Pariser 

博士(du Pont )とC.G. Overberger教授(

Michigan大学)からのべられた。 ζれは、米国

の大学および企業における高分子関係、の代表的な

研究者 18名がNationalScience Fomldati∞ 
のもとで特別委員会をつくり、約2年間、高分子

科学と工学における研究の現状をまとめ、将来の

重要な研究問題を論じた結果をまとめたものであ

る。ζれら諸問題は日本においても極めて重要で

あって、大いに参考になった。

長量後tζ 乙れらの研究集会への出席旅費を援助し

て頂いた山田科学振興財団に深謝する。
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オランダ、算法言語国際会議

IFIP(情轍蝿国際

連合)主催の算法言語国

際会議(International 

S戸nposiumon Algori-

thmic L但毛田ges)が

1 9 8 1年 10月 26日から 29日までオランダ

アムステルダムのMathema ti cal CentE'rで開か

れた。本会議は、 M札thematicalCenter所長の

Aad v;叩 Wijnε乱arden教授の退官に際して闘かれ

たものである。筆者は、山田科学握興財団の援助

により、本会議に出席する乙とができた。

会議の参加者数は 12 0名で、その内訳は、オ

ランダ 75、アメリカ・カナダ 6、日本3、その

他 36であった。 4日間の総講演数は 21で、そ

の内6件が招待講演であった。

招待講演のほとんどは、 wi炉gaarden教授の I

F I Pへの貢献およびプログラム言語設計に関す

る業績(ALGOL 6 0 ， ALGOL 6 8 ， tw百 le-

vel gr回 mar)に関するものであった。とくに、

全日程の最初と最後に配された、次のふたつの招

待講演は「歴史的証言Jとして興味深いものであ

った。

H. Zernanek: The role of Professor van 

Wijngaard日nin the early history of 

1FIP 

W_ iVL Turski :ALGOL 68 revisi ted tWe-

lve years later， 

or : from A且dLO Ada 

応募論文による一般講演は 15件で、formal

Semant ics， (形式的意味論)、描象データ型、

言語設計、並行処理と いった算法言語に関する話

一102ー

東京大学 佐藤雅彦

題を一通り網羅していた。日本人による講演は、

筆者による

H Sato . M. Hagiya : HYPERL 1 S P 

だけであった。 HYPERLISPは筆者が設計した

LISP型のプログラム吾語であるが、そのデー

タ構造は LISPのデータ構造を数学的に洗練した

ものになっている。このために、 HYPERLISP

はその日mantics(1意味)を数学的に厳密に与え

る乙とが可能である。講演では上記の ζ とを中心

iζ述べ、また言語のいくつかの特徴についても述

べた。

会議のプログラムは、毎日、 tf-!ilhreak， !tl."lch 

break， coff巴ebreakに十分な時聞を とってあり、

この時聞を用いて、出席者の間で親密な議論を行

う乙とができた。筆者の講演に も、 vander Poel 

氏、 deChampeaw氏、 Ollongren氏等が興味を

示8れ、有益な討議を行う ζ とができた。

会議3日目の夜は、アムステルダム市内のレス

トランで conferencedinn~r が開かれ、 その席で

Wilkes 、Dijkstra両氏により Wijngaarden教

授の人柄、業績、指導力をたたえるスピーチが行

なわれた。 Dijkst.ra氏がスヒーテの中で 「私が、

Wi jngaarden教授から学位を授かったのは丁度

2 2年前の今日でした」と述べると、すかさず

Wi jngaarden教授が 「曜日も 、今回と 同じ水曜日

だったよ」と合の子を入れるというほほえましい

場面も見られた。

会議録は

Algorithmic Languages， J. W.d~ Bakkpr， 

J. C. van Vliet edsとして、 North-Hol1and 

杜から出版の予定である。
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アメリカ、 TransmethylationConferece 

メチル転移反応の研究

K携わる医学・築学・生

化学等の巾広い分野の研

究者を一堂に集めた「メ

チル転移反応会議」は、

アメリカ合衆国 Eズリー州のオザーク湖畔で、

1981年 10月26目から 29日まて叩 4日聞にわた

って開催された。会合はセミクロ戸ズドで、合衆

国の参加者の他?と、英国、カナダ、フランス、ド

イツ、イタリア、オランダ、ノルウェ ー、スウェ

ーデン、ベルギー等の各国研究者が150人以上を'

集めた。オザーク朔は合衆国のほぼ中央部に位置

する人造湖で、四季を通じ風光明婦なリブ】トで

ある。折しも季節は秋で、清々 しい大気の中、 色

とりどりの紅葉、黄葉が輝いていた。会議は朝8

時より夜 10時まで食事の時間を除いてびっしり

詰まっており、乙れらの自然の姿を十分楽しめな

かった点はいささか残念であった。

会議は脂質メチル化反応、蛋白質メチル化反応、

核酸メチルイじ反応、低分子物質メチル化反応、メ

テノレ化機椅等を中心課題とした全体会議および各

分野毎の分科会から成っており、筆者は「ホスフ

7 テジルエタノールアミンメチル転移酵素系のマ

ウス肝 Eクロソ "ムからの部分精製と性質 Jにつ

いて分科会で発表を行なった。各講演の内容の詳

細は、約3ヶ月後lζ英国マクミラン社より出版さ

れる予定であり、乙ららを御参照願いたい。

本集会に於けるトピックスの一つは、既KNa-

ture舘上て・対決したHirata，F.簿士と V担 ce，

D. E.樽士の諮演が続けて行なわれた ζ とである。

Hirata博士は、 ホスファチジルエタノールアミ

ンメチル転移酵素系の Sアデノシルメチオニン?と

対するKm値が見かけ上二つ得られた ζ と、それぞ

国立予防衛生研究所 田 中 康 仁

れについて異なる至適pHが得られた ζ と、白血病

細胞で酵素系の部分反応の欠落した変異株が 2種

得られ、両者を invivo及び invi troで fuseさ

せて酵素系の全反応を再特産成できたζ とから、酵

素系が二つの酵素から成っている乙とを示した。

次に、赤血球の実験から、両酵素は細胞膜の内側

と外側に存在し、酵素により膜の内側のホスファ

チジルエタノールアミンがメチルイじされ外側Iζ運

ばれるというモデルを示した。酵素反応lととも伝

って、膜脂質二重層の鰐造が変わり得る ζ とはコ

ンカナパリンA添加による膜流動性上昇とメチル

化活性の上昇が並行して起る ζ と、流動性変化は

メチル化の阻害により阻害される ζ とからも示さ

れた。更?と β受容体とアデニレートサイクラーゼ

のカップリングにも本酵素系が関与し得る ζ とを

再構成実験等から示した。他方Vance博士はホス

ファチジJレコリン合成?と占める本系路の割合は 20 

%以下であり、肝以外の細胞での活性は肝の百か

ら千分の一程度である乙とを示し、本酵素系によ

る膜の変化と生理的意義に異議を唱えた。 Hirata

筒士のモデルがどの程度妥当であるかは、尚今後

の研究の発展を待たねばならないが、脂質メチル

化反応が世界的に注目を集めたのは、彼に負うと

ころ大であると恩われる。

ζの他、結質メチル化に関して、脳の脂質メチ

ルイじ酵素はプラズマローゲンも基質と する事、本

酵素系が神経伝達物質のアセチルコリン供給に寄

与しているというモデル、メチル転移反応とアラ

キドン酸代謝等々、多彩な研究発表がなされた。

私共と同機の研究を行なっている米国等の研究者

と討論の機を得る ζ とができた乙とを寅財団に深

く感謝する。
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イスラエル、第 10回国際原子核ターゲァト開

発会議

1 981年、 10月18

日から 23日までイ スラ

エル国エルサレム市の郊

外にあるKiryatAntW-

imのKibbutzGuest-

houseでワイズマン科学研究所主催による「第10

田原子核ターゲァ ト開発会議」が開催され、筆者

は東大原子核研究所のテクニカル スタッフの 1

人として同会議で国体護素ターゲ y ト製作方法に

ついて発表した。その会議の様子や訪問したイス

ラエル国内の感惣などを述べてみたい。

今回の会議の参加者は地理的条件もあったのか

アメリカ合衆国からの参加者が6名と大へん少な

く、開催国のイスラエル 10名、西ドイ ツ8名、

イギリス 4名、フランス 2名、ベルギ-2名、イ

タリ ア2名、 それに日本から筆者 1人で総勢35 

名で通常のM位であった。今回、カナダ、中園、

東欧諸国及ぴ発展途上国からは誰も参加しなかっ

Tこ。

会議は次K示すようなプログラムの順で和気あ

いあいと集中的に熱心に討論を行った。

プログラムの概要

第一日 ;筆イオンビーム荷電変換用カーポンス 卜

リッパーフオイル

-第二日:キブツ農園及びエルサレムへツアー

第三日:放射性同位元素のターゲy 卜製作技術

第四日;特別ターゲ ットの製作技術

第五日:ワイズマン科学研究所の訪問及びピジネ

スミーティング

筆者は会議の 4日自のセァションでActivated

Reaclive Evaporation ( A R E )方法による固

体窒素薄膜ターゲ ット製作方法について講演発表

を行った。原子核実験における窒素同位体のター

ゲァ 卜は、 通常N2の気体であるために小さなガ

ス容器に閉じ乙めて用いられているが、乙の方法

においては最前方角の測定が困難であり、さらに

この気体を閉じ ζめておくための膜のためにエネ

東京大学 菅井 勲

ルギーの煩失4量生じ実験のエネノレギ一分解能を著

しく悪化させ%比のよい、信頼度の高いデータ

を得るこ とは難しし、。これらの問題は窒素ガスを

固体イじする乙とにより解決される。我々は乙の筒

題を iAREJ方法を用いて固体室紫ターゲット

薄膜作成イじに成功した。すなわち、 電子ビームで

蒸発したTi金属蒸気と窒素ガス分子との化学反応

ぞ促進させるため、 Ti蒸発源の上方に150V'のプ

ロープ電圧をかけてプラズマを発生させてTiNの

化合物金基板上に付着させる。しかし、この状態

だけではプラズマが非常に不安定で長く持続させ

るζ とはむずかしい。我々はプロープ電極の下方

に電子を発生放出させる電子エミッターを設けて

iAREJ方法を行うとプラズマが安定化され、

出来る厚さが数拾μg/arlから数時Icafまで可能であ

る ζ と、~化率の高い高純度の固体窒素ターゲッ

ト(TiN)が製作できる乙とを報告した。報告の

結果iζ対しては大へん興味をもたれ、コピィ ー送

れの催足が6件あった。お互いに窒素ターゲット

製作でいろいろと苦労している人、お互いに関心

をもっ人達と 一緒に宿舎で有益な討論をした。

会議報告の中で荷電変換用カーポンス トリ ッバ

ー膜の開発研究が、主要研究所で、高強度高寿命

イじを目指して目下活発に行なわれており、特tと放

電クラァキング法ぞ用いて作成したカーボン膜(

厚さ 10崎匂)を故意K水で濡らして空圧をか

けてスラ プキ ング化させて重イオンビーム照射に

対して強さをもたせる方法や、開催国のイスラエ

ノレからは伺位体分離器による安定同位元素の製造

及びイオン減速法tとよる直接ターゲ y 卜の製作法

が多数報告され注目された。

会議最終日の翌日の早朝、お世話になったKiι

bbutz Guesthouseを後にして参加者全員パスに

乗ってイスラエルの初代大統領である化学者ハイ

ムワイズマンが設立したワイズマン科学研究所を

訪閉じた。ワイズマン研究所の玄関前には同研究

所のシ ンボルマ ークである南米からもってきた と
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L、う l本の木が青々とあざやかに美しく研究所の

歴史をつげるかのように生えていた。高さ 50rn

のぺレ卜ロン加速器は最近建設されたものらしく

最新鋭の機器が備えられ、一番上には休憩室兼用

のすばらしい展望台があった。ターゲットラボと

ペレトロン加速器内を重点的に見学したが、少数

精鋭で仕事をやっている様子であった。

今回、キブツ農園、壁都エルサレム及びイスラ

エル圏内を訪同して特K印象深〈感じたことはイ

スラエル国土の大半が沙漠か岩肌を{Jき出しfとし

た荒涼たる大地であった。例えば、宿のキブツ農

園はガレ場や山肌を削って開墾したもので生えて

いる縞物の葉などは湾緑であっていたる所にスプ

レーで水を散布していた。聖都エレサレムはパレ

スチナ中央を南北lζ走るユダ丘陵の北端にあり赤

茶けた土君主でゐった。又へブライ大学のゐるスコ

パス丘の後ろには、木一本見ゐたら ないユダ荒野

の白茶けた砂漠が遠く死海の方まで続いていたロ

パスでイスラエル北方のガリリア湖や死海方面へ

ツアーしたとき直径 1Ocm位の水のパイプライン

が道路沿いに敷設されていた。

以上、かいつまんで述べたが、会議に参加した人

数は例年の拍近くではあったが一緒にイスラエル

園内を見物し、寝起きを共にしているうち、実際

面の仕事で苦労している点、困っている面など、

なごやかに、しかもきめこまかく意見を交換しあ

った。とにかく今までに伝い具体的な収穫があり、

それとfりに責任感を強く感じた。

今回のこのような大へん有意義であった国際会

議に参加するために御援助下さった山田科学振興

財団K深く感謝する。

81-4236 

香港、第 9回国際比較内分秘学ンンポジヲム

198 1年 12月7日

か ら5日聞にわたって第

9回目の国際比較内分泌

学シンポジウムが香港の

シェラトンホテルで開

催された。香港は英領であるが、 英国を含めて

2 6ヶ国約 400名の参加者があり、比較内分泌

学各分野の講演およびポスタ ーセッションが行わ

れた。乙のシンポジウムは第 1聞が 19 5 4年英

国のリパプールで、開催され、その後約3年おきに

世界各地で行われ、第 3回は 1961年に我が

国(大磯)で開かれている。当時筆者の専門分野

はこの会議と直接関係はなかったが東大臨海実験

所にいた乙とでお手伝いにかりだされ外国からの

参加者と知り 合うことができた。筆者が国際シ ン

ポジウムの会場に入ったのはこれがはじめてであ

り、現在の研究をはじめたのはその翌年からであ

ったので大磯での会議が筆者の研究方向に大いK

影響をあたえたことは閣遣いない。その後1967

年デリーで聞かれた第5回シンポジウムからは講
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演者として参加するようになったが、乙の分野の

研究が国際的fL盛んにと工り研究人口がとみに増加

したためか、今回の香港でのシンポジウムは参加

者も多く、本来のシンポジウムの考えからはとrれ

て 3会場にわかれた一般学会のような様相を呈し

てきた。その結果、発表者がじっくり話せなくな

り、また会場の関係ですべてのセ y ションに参加

できないとい う乙とにもなり 、残念な気もした。

しかし会場と宿泊するところが同じホテルで、あっ

たので、参加者がお互いの部屋にあつまって夜い

ろいろ話をすることができて大変有益であった。

筆者自身は 3日自の午後 「生殖(U)Jのセ y ション

で座長をつとめた。これは主として無脊推動物の

精子形成や卵形成をあつかったもので、軟体動物

の分野で今後の発展が期待8れた。 翌日の午前の

「卵成熟 ・排卵・産卵Jのセァションでは 「ヒド

デ卵成熟Kおける lーメ チルアデ、ニンの卵表への作

用」という題で卵成熟語担ホルモンと卵表面での

リセプターについて行った最近の研究結果につい

て報告した。卵成熟の機構解析では我々のと乙ろ



が一番進んでいるようで少なからぬ影響をあたえ

たものと自負している。なお今回からζのシンポジウ

ムで 40才未満の比較内分泌学者i乙授与する ζと

になった Pickford賞をカリフォルニア大学(パ

ークレー )のP.Licht教授とテネシー大学の西

村宏子教授が受賞したととは日本人として喜ばし

いことであった。地理的tζ近いζ ともあってか、

日本人の若い学者の参加も多く、各自の専門前分

野において大きな影響を受けた有意義伝学会であ

ったと考えている。今回のシンポ ジウム出席問こ

め援助頂いた山田科学銀興財団に厚〈御礼申上げ

る次第である。

61-4241 

アメリカ、第 4回配向不謹結晶に関するゴードン会

議

日時 19 8 2年1月

1 1日一 15目。

場所:アメリ;カ合察国

カリホJレニア州べ町ンチュ

。
-フ

参加者:約60名 (主な参加国はアメリカ、イ

ギリス、フラ ンス、西ドイツ、カナダ、ベルギー、

オランダ、日本)。

会議の組織:J. A. Morrison ( Chairman，カ

ナダ)， A. Ruller ( Cochairman，酉独). C. 

Garland (Cochirman.アメリカ)。次回の会議

(第 5回)はC.Garlandが Chairmanをつとめ、

M. J.Rowe (アメリヵ)とR.S immons (アメリ

カ)がCochairmanとなって、 19 8 4年 1月に

開催される ζ とになった。

会議の内容.通例のゴードン会議の運営方法K

従い、午前中および夕食後Kセッションが関かれ、

午後の時間は自由討議にゐてられた。セ ァション

は口頻発表とポスターの2本立てで、特にポスタ

ーセ 7 ションは非常に盛会で、午後の自由討議の

時閣を活発にするのに役立った。全体として、口

頭発表では中性子の非弾性散乱を実験的手段とす

る研究が大きな部分を占め、 Jue 1 ich ，Grenoble 

のク'ループが特に活発でゐった。前回までに比較

して今回の特徴は、比較的小さな分子やイオンか

ら成る結晶における配向不整に主力がおかれ、メ

タンおよびその同位体置換分子、シアン化アルカ

リ金属結晶が口頭発表のほぼ半分を占め、 t -ブ

チル化合物、四坂イ己炭紫、塩イじアンモニウムなど、

大震大学 千原秀昭

ζれに次いだ。一方ポスタ ーセ ッションはもっと

複雑な系、ポリフエニル、アダマンタン、チオ尿

索、キノールクラスレ】トなどもとりあげた。

研究内容については、特に分子の回転運動と並

進運動のカ ップリングや、メチル基と分子全体の

競合回転f.tど、二つ以上の運動モードの相関に関

してより詳細な知識を得ょうとする努力が世界的

伝傾向であった。ガラス状態、計算機シミュレ ーシ

ョンによる動力学はそれぞれ半日 のセ y ションで

あったが、出席者の関心を集めた。しかし、相転

移に関する研究、力学的性質、光を用いる分光学、

熱力学的性質など前固までの会議で大きな都分を

占めた研究がほとんどなく、 今回は参加者がかた

よっている乙とを反映していた。 ζれらの分野の

研究者が参加していない ζ とについての批判も出

され、 次回の組織に配慮する乙とが要望された。

興味ある新しい結果を二三記録しておく。約3

kbar以上の圧力、 210K以上の温度で、アンモ

ニア (NRg)の柔粘結晶相の存在が報告された。

常圧ではアンモニアは相転移もな く、あまり注目

きれない物質であったが、今後は高圧下での研究

が急速に進tfものと恩われる 。Li2S04における

Li+イオンの拡散はSO4イオンの回転とカ y プル

しており、回転扉から Liを送り出す機構である ζ

とが示きれた。アクリルア Eドゲルにおける可逆

な相転移のおもしろい実験事実の紹介があった。

従来、分子性結晶について、不整、特に転位を観

察する方法がなかったが、 X線トポグラフイの応

用によ って、有機化合物の単結晶に生じる転位が
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見えるようになり、きれいな写真が紹介された。 で既にそのテーマについてかなりのことが研究さ

今問の会議では日本の科学者 Iも計7名参加した。 れている ζとそ見出す。我々は ζれを大阪マフィ

配向不盤結晶については特に大阪大学において長 アと呼んでいるんだ。 Jと言っていたことが印象

い研究の伝統があり、あるアメリカ人参加者は筆 的であった。

向1ζ 「この分野で研究を しようとすると必ず日本

81-4243 

アメリカ、銀河系中心部tと関するワークショア

プ他

銀河系中心部に関する

ワークショ y プは、 1982

年 1月カリフ才ルニア工

科大学で開催おれた。乙

のヲークショ y プは、電

波 ・赤外線1と加えて、最近発展のあるX線・ r線

の最新データをもとに、理論と観測とのつき合わ

せを行なって、 ζの特異な領域を解明しようとす

るものであっだ。約 70名の天文学者が参加し、

いくつかの興味ある新情報が報告主れた。

電波観測に限って言うと、rlZンチ波での銀河系

中心核の高分解能観測が注目された。特に、近年

成果のめぎましいVL A ( =Very Large Array) 

による連続波の観測結果は、中心核と思われてい

る電波源いて座Aが2本の腕状のフィラメント構

造を持つζ とを示している。乙の 2;.$:の腕はゆる

く巻いたスパイラル状tとほぼ対称に分布しており 、

系外電波銀河のジェ y トに類似している。したが

って、いて座Aもまた、活動的な質量放出などの

現象をひきおζ している可能性が強くなったと言

える。

私は、 1981年9月米国立篭波天文台キァト

ピークの 36フィ ー トEリ波望遠鏡を用いて行

なったRC3N.H2CO 2分子の回転スペクトルに

よるいて座A周辺の分子ガスの観測について報告

した。中心核周辺の特異な輯射場を反映して乙れ

らの分子の存在量に顕著f.l減少の見られることを

各古屋大学 福井康雄

示した。

ワークショ ップを通じて、観測函で力を注ぐ必

要性の感じられた課題の一つは、 ζの領域の分子

ガスの全体像が今だにはっきり確立されていない

ことである。分子ガスの分布を調べる最もよい手

段は、 CO分子の波長 2.6ミリメートルの回転遷

移である。電波望遠鏡の大部分は北半球に存在し、

銀河系中心部は条件の惑い低い高度角で観測せ5

るを得，.[い。このために、乙れまでの co観測は

Cく一部の領域をカバーしたものしかなかった。

代表的な仕事は、米国立電波天文台の36フィー

ト鏡によるリストとパートンの観測であるが、同

競のビームサイズ(視野)は l分角と狭し、。この

ため、 10平方度以上をもれなく観測するのは不

可能に近い。したがって、視野の広い、つまり、

口径の小さいco望遠鏡花よる観測が有効である。

とく最近観測態勢の整った名古屋大学理学部の

1.5m短ミリ波望遠鏡は、 ζのようぽ小口径鏡の

ーっと して 8分角の広い視野をもっ。 1982年

1月末より、 ζの望遠鏡による銀河系中心部の観

測が開始されており、 3月までの結果をまとめる

と、銀河系中心核活動と関連が深いと思われる現

象がい くつか認められている。ヲークショ y プで

の議論と情報は、今後の我が国でのこの領減の探

究ぞすすめていく上で大変有益なものであった。
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81-4245 

アメリカ、銀河系中心部に関するワークショップ他

本年 l月、山田科学娠

興財団の旅費援助により、

パサデナのカリフォル二

| ア工科大学で聞かれた

Ga!actic Center Wo-

rkshop ~ζ 出席する ζ とができた。

銀河中心は、その放出する膨大なエネルギ一、

ブラックホールの存在可能性、等により天文学者

の強い興味をひいている対象である。 ζの銀河中

心について、 X . T線、赤外線、電波等の最新の

観測結果を持ちより、その謎を解明しようという

のがこの会の目的であった。

Workshop は 1 月 7~8 目、カリフ才ルニア工

科大学構内で行なわれた。予想にたがわず、新ら

しいデータが数多くだされ大変興味あるもので

あった。特fζVLBIによる中心核の観測、赤外

線による中心部の構造の観測、 r線 (0.5 M肝)

の観測、等新たな重要な発展がみられた。中心核

を解明するのは未だしではみったが、 プラy クホ

ール及びその周囲の降着目盤の理論的研究も進ん

でお り、 乙れを機会K研究が一層進U乙とが予想

8れた。

我々 は気球に塔載した赤外線望遠鏡により、銀

河中心領域 (!.&1<100
) を波長2.4， 3.4μm， 

で観測した結果を報告した。 我々の結果は直接に

銀河中心核の活動性と結びっくも のではないが、

中心付近で‘の星 とガスの運動、 その相互作用を研

究する上での重要なものとして注目されていた よ

うであった。

今屈の各種研究発表は大変興味あるものであっ

たが、 Oort教授等、ζの分野で侵も活動的に研

究を進めている人達と議論をかわすζ とができた

ζ と、又気球を使って赤外観測を進めている周業

者達と貴重な情報交換を行う ζとができ たζと、

等 も大変有意義な成果であった。

カリフ才ルニ ア工科大学には赤舛線天文学の創

名古屋大学 松本敏雄

始者の一人であるNeugebauer教授がそのグル

ープを率いており、アメリカ西海岸の乙の分野で

の一つの中心となっている。ワークショップ終了

後同教授の研究室を訪れ、 又その招待によりパロ

マ天文台を訪れる機会を得た。実験窒、 及びパロ

マの観測設備は予想に比べてかなり質素なもので

あった。作年夏観測に訪れたスペイ ンのカラ・フ

ル卜天文台(西ドイツのMPI所属 )の設備に比

べれば貧弱とさえいえる ものであった。しかしこ

の装置で世界的な仕事が着実にな されているとい

う事実は、仕事の質は必ずしも投資された金額に

よるものでなく、その利用の仕方、文学聞の蓄積

と力量によるものでゐる ζ と告示しており、大変

興味深かった。

パサデナ市には惑星探査等のスペー スプログラ

ムで有名な J叫 PropulsionLaboratory がある 。

ここではアメリカ、オランダ、イギリス三国共同

プロジェクトとして赤外天文衛星 (IRAS)

の計百が進行している。1RASは液体ヘリウ ム

で望遠鏡全体を冷却する人工衛星であるが、その

低温部門の責任者でゐる Dr.Petracと会 う乙とが

できた。日本の赤外天文クソレープもス ペース ・シ

ャトル塔載をめざ して同様な計画を持っ ており、

無重力下での超流動ヘリ ウムの振舞い等について

貴重な情報交換ぞ行うζ とがで きた。乙の中で感

じた乙 とは、第ーに 日本の赤外天文の周辺技術の

水準がアメ リカ と余 り差がないぐ、らい上った こと、

第三氏アメリ甘のスペース関係の将来計画の見

通しが極めて暗いこと、 であった。特に後者に関

しては Dr.Pe tracが「我々はかつて本当に月に

行っ たのだろうか?Jともらした言葉が印象的で

あった。

約 10日間、アメリカで有意義な日 を過して 1

月 15日日本に帰着した。乙の結果を今後の研究

κ反映させ、一眉研究を発展事せるべく努力し よ

うと考えている。
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81-4247 

イギリス、王立協会講演会

昭和 55年 11月、 R.

Belcher教授(パーミン

グハム大学)と、 T.S. 

W閃 t教度(マコーレー

土俵研究所長)から 「比

度、 TheRoyal Societyがその畏い歴史の闘で

始めて分析化学の鱗演会を催す乙とにな司た。電

気分析化学については寅・下と Vlcek(プラーグ)

とI1uzicka (コペンハーゲン)が予定されている。

会期は昭和56年 12月9， 1 0日である」とい

う手紙が参り、続いて王立協会から組織委員長J.
M. Thomas教授(ケンブリ y ジ大学)の名のもと

に公式の招待状が寄せられた。但しいづれの書翰

tとも渡航費滞在費を負担するが不十分であるから

自国で一部ぞまかなって欲しいと記8れていた。

言王者にとって初めての事であるので、光栄かっ

重任を考え承諮はしたものの、心当りを訊ねてみ

だがそのような経験者の示唆を得るととは出来ぽ

かった。従って Socielyから次々に詳細に指示さ

れる書面に従って準備し、少し余猶をみて 12月

5日に出発することにした。それらの指示の中に

は、鱗演内容は後日 PhilosophicalTransaction 

of the Royal Societyfζ掲載されること、その

為1ζ制上り12頁分のタイプ原稿を講演当日まで

に提出する乙と、乙れは 5字の語tζ換算して7560

語に担当する乙と、といったような各種のもので

ゐった。これらの詳細は省略して次に識演会につ

いて記す。

講演会はCar1 ton House Terraceにある王立

協会の建物の中の最も大きな講堂であるWelcome

Lecture Hallで行われた。第1白目 (1 2月9

日)はThomas教授の「序論と原子分光分析Jct、

う銭拶に始まり、あと各種の分光分析法に関する

講演8件が行なわれたが主として連合王国内の演

者であった。終了後少憩、王立協会内の宴会場に

おいて招待の豪華な晩餐会が儲された ρ

京都大学 藤永太一郎

第2日(1 2月 10日〕午前は電気分析俗学で、

次の 3講演であった。ポーラログラフ分析法の進歩

( Vlcek fと代ってKalvoda)、イオン電極による

電位測定法の進歩(筆者)、フローインジェクシ

ョン法の進歩(Ruzicka)。乙の 3鱗演は今回の中

心的講演?あったので夫々 1時間ずつ当てられて

いたが、話は厳しく 40分lζ隈られ、あと十分の

討論時間がとられていた。筆者らの開発した固体

溶媒膜電極の具体的な製法といった質問はその時

聞に出たが、あと別室?と移ってお茶の時聞があり

その時には、将来の課題、境界領域、新らしい展

開など、ゆっくり議論しあうのであった。これは

我国の忙しい運営の学会では考えられない落着い

てしかも徹底した会議であった。

乙の講演会は公開という ζ とになっているが厳

格に予約申込制ぞとっていて誰でもがのぞくとい

う献にはいかない。しかし先述したように創立以

来始めてという分析化学講演会というので、スコ

アトランドやウエールズからも著名な学者の出席

があり、多分全連合王国の分析化学者が、ニュー

トンやダ』ウイ ンの肖像画の下で楽しくかっ有意

義な会合をもったという事なのであろう。

筆者は、 ζ のあと Aberdeen(スコットランド)

?とマコーレー研究所を訪ね「海洋水のトレ←ス ・

キャラクタリゼーションJfCついて講演した。乙

の閥、英全土が異常低温と大雪fL見舞われ、空の

予定を陸路の旅にせざるを得なくなる江どして、

会議の緊張とともに心身ともに疲れる出張であっ

たが、山田科学娠興財団からの御援助を頂戴した

お陰僚にで、王立協会、土嬢研究所の商講演とも

ゆとりをもって臨むことができ、大役を果し得fこ

と考えている。

ほお今回の講演中特に「イオン電極のボルタン

メトリー的解釈」の章は未発表のものであって今

後に論議を呼ぶものとひそかκ期待している。よ

き機会を与えられた事に感謝する。
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81-4248 

アメリカ、クロスブリァジ会議

1 2月 2目、 3日の両

日、カリ フ1ルニア大学

サンフランシスコ分校医

学部で筋収縮の分子機構

iζ関する会織が開催され、

出席した。 ζの会議は、 M.F. Moralesが主催し、

主と して彼と親しい人遼が講演した。従って、小

さい会議であったが、 普通の学会とは異なって相

互に立ち入った討論の出来るみのりの多いもので

ゐった。

dos Remedios ，Mendelson . Takashiはミオシ

ン頭部およびアクチンの形を電子顕微鏡、 小角X

線散乱、蛍光エネルギ一転移などを用いて研究し

た結果を報告した。 Muhlrad • H ighsmi thはEオ

シン頭部の動的変化を化学修飾と lPMRで浪H定し

た結果について講演した。さらf(、 Cooke• Bo-

大阪大学 庭生村雄治

rejdo ，Ando はEPRおよび蛍光のゆらぎを用い

た筋線維中でのミオシン頭部の運動についての大

変興味のある研究結果を報告した。最後に、私の

ミオ シン頭部の格造と機能に関する特別講演がr~

された。

乙の会議では大変よい雰囲気のもとに相互に忌

憎のない率直な意見の交換が行われ、非常に有意

義でゐ った。新しい物理化学的方法の筋収縮の研

究における有用性が改めて認識させられた。また、

ミオシン頭部の構造と機能についての我々の主張

が、ょうやく出席者のほとんどすべてから受け入

れられ、収縮の分子機構を考える上で基本的に重

要な ものとして認識されたのは婚しい乙とであっ

た。乙のような有益な研究集会への出席を援助し

て下さ った山田科学振興財団に心か ら感謝の意ぞ

表したい。

81-4249 

アメリカ、結晶内分子の姿勢の乱れに関するゴー

ドン会議

昭和57年1月11 日

より 15日の問、アメリ

カ合衆国カリ フォルニア

州ヴ‘ェン卜 pーラで行わ

れた"結晶内分子の姿勢

の乱れ"に関する第4固ゴー ドン会惑に出席したc

この会議は、柔粘性結晶を中心として、結晶内で

分子あるいはイオ ンの盗勢に関する秩序と無秩序、

それに伴う相転移等を理論 ・実験の両面から包括

的f(討議する ζとを目的とし、第2回自にも費財

団のと援助で出席した。

固体メタンは ζの会議tζ集る人々が最も強い関

心ぞ払って来た物質で、私共のグループはζの物

質について理論的な研究を行い、実験fL先行して

数々の理論的予言を行ったが、幸運にも実験によ

京都大学 山本 常 信

って次 と々実証きれる乙とが重り、実験家との密

接な協力を存分に楽しんだ。今回の会議において

も、中性子非弾性散乱の実験家から、固体CR4の

棺 Eにおけるトンネル準位の4oK以下における

特異な温度依存性、及び中性子散乱の form fo.-

ctorが正に計算通りであることが報告され、私

共の研究に一層高い評価が与えられたのを直接自

にすることができた。 ζのような週論と笑験のハ

ネムーンはもうそろそろ終りではえよかろうかと感

じていたが、会議に出席してまだやらねばな らぽ

いという一種の費任感を抱いて帰った。

私自身が行った招待講演では、国体メタン研究

の現状を概観しつつ最近の進歩を平易に解説した

あと、 CH4とKvの固溶体をとりあげ、 ζの系が

温度を下げて行ったとき椙 r:から栢Hへ転移した
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後再び相!へ相転移する現象(数年前に私共が予

言)の詳細な計算結果を発表し、最近イタリーで

行われた NMRの実験がこれを実証したことに触

れ、さらに相 Eではスピン・グラスに相当する状

態が現れるだろう ζ とを予組して、実験家に新し

い実験を注文した。会議の議侵をつとめた Dr.
Morr isonのク'ループが熱測定を行ってくれる ζ

とに広り、その成果を殺しみにしている。

固体メ空ンが多彩f，!面白い性質を示す原因は、

分子の慣性能率が小さいζ・とに加えて、 Pauli

の原理の顕著な働きがあり、具体的には、核スピ

ン種が存在し、日をDで置換えると分子の対称性

が変化し、その結果 5ケの同位体がそれぞれ個性

豊かな物質と uるという ζ とです。このよう u現

象を理解するための最初の垣論的基盤は、寅財団

理事長永富健夫隠士によって築かれたもので、そ

の後の理論的発展を私共のグループが担えた ζ と

を、幸運にも誇りにも思っている。

ゴードン会議は参加者同志の個人的な接触にも

重点をおいており、 5日閣の合宿生活はその意味

で大層有益で、通常の国際会議では得難い交友を

深めることができた。

会議主題の周辺分野からも著名な研究者が招待

されていたので、かなり広い分野にわたって学問

的にもまた個人的にも貧重な経験をした。

貴財団のと援助に心から感謝する。
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79-5046 

陪養細胞内へ注入された外来性遺伝子の発現と

宿主細胞DNAへの組込みの機構

大阪大学

派 遣 期間

研究機関

研究指導者

1 9 79年 12月より山田科学振興財団の援助

を得て、米国 Yale大学 Department of 

Biology部長、 F.H. Ruddle教授の研究

室で仕事をする機会に恵まれ、乙のたび帰国した。

当初、 1年間の予定であったが、仕事の進行情況

より延期を重ね 2年間の留学になってしまった。

当地での研究テーマは「培養細胞内へ注入された

外来性遺伝子の発現と宿主細胞DNAへの組込み

の機格」といい、ζの分野は最近の遺伝子組換え

技術の発展と相まって、急速に発達している分野

となっている。

高等生物細胞を受容細胞(宿主細胞)とする人為

的DNA導入の試みは“ Gene 'l'ransfer " 

と総祢され、従来、受容細胞が溶養細胞の場合.

導入したい遺伝子はリン酸カルシウムと共沈澱さ

せ培養液iζ添加し、細胞側の貧食能を利用して取

り込ませていた。乙の方法だと実験操作自体は簡

単であるが、取り込まれた遺伝子が発現される頻

度が極めて低い乙と、再現性の惑い乙と、定患実

験が困難t，r乙と、受容細胞として使える細胞に制

限のある乙と伝ど多くの問題点があった。とく最

近、微小操作技術の助けを借り 、係微のガラス針

で直接細胞内へ遺伝子を合む外来性物質を注射す

る方法 (Microinjection)が開発8れ、よ

り単純な実験系を使って解析が可能となってきた。

Y乱 1e大学での厳初の 1年はとの顕微鏡下での録

山泉 克

昭和 54年 10月~昭和 56年 JJ月

Depilrtment of Biology. 

Kline Biology Tower. 

Yale University・
Dr. Frank H. Rudd 1 e 

作技術の修得と 1回の注射で注入される液量の決

定K費や8れた。 注射量の決定は乙れまで数人の

先遥によって、放射性同位元素で強〈ラベルされ

たタン白や核酸前駆物質ぞ数千個の細胞に注射し

て得られる総カウント数を注射した細胞数で創っ

て算定されていたが、この方法だと注射が完了す

るまでの時間中、それらの物質が細胞内で分解さ

れる乙とを考慮に入れないため少なめの値がでる

可能性がある。周知のようにジフテリア笥素には

合ン白合成を組害する酵素作用があり 、ζれに基

ず〈細胞毒性のため細胞当り 1分子の注入で致死

効果が表われる乙 とが、 別の方法を使って判明し

ている。従って種々の既知濃度のジフテリア毒素

溶液を結養細胞に微小ガラス針で注射して得られ

る生存曲線より逆算して l回当りの注射量が決定で

きる。 ζの実験の結果. 4 X 1 0 -11 1I1tという値

が得られた。乙のことは lμf(J)サンプルがあれ

ば計算上 2500万個の細胞に注射ができることに

なる。もちろん実際Kは、サ/プル液の注射中lと

おける漏れや針が目詰まりを起す問題があって計

算通りにはゆかぬが、少量のサンプルでどれほど

多数の細胞が処理できるかの一応の目安にはなる

かと思う。次iζζの注入量をもとにして同一方法

で他物毒素リシン (Ricin)を注射して得られ

る生存曲線より細胞当りの致死分子数是調べた所、

乙の場合にも 1分子である乙とが判明した。 ζれ
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らの務素分子が単一分子で致死効果をもたらす乙

とは‘別の見方をすれば細胞内において安定であ

ることを意味しており、起源の異なるこれら二つ

の分子の立体精進にタン自分解酵素の作用をうけ

にくい共通性があるかどうか興味がもたれる。

以との笑験続果から微小ガラス針を用いる直援

注射法によっても定量笑験ができるζ とが判明し

たので、次に本来の研究テーマである“分離され

た遺伝子を注射してその発現及び受容細胞染色体

DNAへの組込みの機織を調べる実験 "を開始し

た。乙乙で使ゥた遺伝子は、 乙の分野の実験では

既に一般的になっているヘルペスウィルスのTK

( Th ym i d i n e K i n a s e )遺伝子で、 ζ の遺

伝子活性の発現は、これに相当する遺伝子活性の

欠損している変異細胞(多くの場合LTKマイナ

スと呼ばれるマウス由来の培養株が使われる)に

導入した場合、その細胞がとの醇棄の基質である

Th ym i d i n e (目印とするため放射性同位元素

でラベルされている jを核に取り込むようになる

かどうか、またHAT培地と呼ばれる特殊伝選択

居地中でその細胞が生育できるようにタるかどう

か (ζの培地中では TK活性のない細胞は生育で

きない)で簡単に検出できる利点を持っている。

実際の実験では、 ζの遺伝子を大量lζ調製する必

要があるため、 pBR322と呼ばれるプラス E

ッドを特殊な制限醇索令用いて切断し、その部位

Iと同一制限~紫で切断した TK遺伝子を婦人して

つなぎ合わせた紐換えプラス~ ，;)ドの型で使う。

ζの基本とぽるプラスミッド(pTKXJと名ず

けられているうの他， DNA型鴎章第ウィルスであ

るポリオーマウィルスのDNAがTK遺伝子の発

現，組換えに及ぼす影響を調べるために、乙の基

本型プラスミッドへ異なる長さのポリオーマウィ

ルスの初期DNAを組み込んだ組換えプラスミ ッ

ドを同時に使った。 ζれらのプラスミッドは、

porITK. pg t ITK. pT4TKと名づけら

れそれぞれ i)ポリオーマウィルスの複製起点(

origin:oriと略)， ii) oriから小中 T
抗原まで、凶)0 r iから小中大T抗原まで

のポリ オーマウィルス DNAを組み込んだもの

である。 T抗原と呼ばれるこれら 3種類の

タン白は、ポリオーマウィルスによって細胞が腫

箆化する際作用し、大T抗原はウィルス DNAが

宿主染色体DNAiと組み込まれる段階で飽き、

中T抗原は細胞が盤湯化した状態を推持するのに

必須で、細胞が騒腐化してしまうと大T抗原は不

必要となちます。 tj¥T抗原の働らきは今の所明ら

かにされていない。 ζれら 8種のポリオーマウィ

ルスの復製起点を含む プラス ミッドを核内jC注射

した場合には 1分子の注射で l日後にはTK活性

が検出きれるのに対して、ポリオーマ部分を欠落

したプラスミッド (pTKXl)では約 30倍の

数を注射しないと TK不活性は検出できない。ま

たこのプラスミ γ ドより TK部分のみを分限精製

して注射してやると、そのTK活性の検出には約

1 0分子のプラスミッ ドが必要でゐる。 ζのζ と

は、ポリ才一マウィルスの or i部分に伺かTK活

性を高めるような働きがあり、またプラスミッ

ドpBR322部分?とはこれを抑える働きがあ

るζ とを示している。これらのプラスミ 7 ドを細

胞質へ注射した場合には、核K注射した時と悶ー

数のTK陽性細胞を得るためには核の場合の数百倍

の数のプラスミ γ ドが必要で、しかも TK遺伝子

が発現されるためには骸?と注射した時よりも長い

期間が必要となる。 ζれらのことから推定すると、

細胞質へ注射きれた ζれらのプラスミッドは自ら

積極的に核内へ移行するのではなく、受容細胞の

細胞分裂を通して、その一部が受動的に核内iと取

り込まれそ ζでTK遺伝子が発現されるように思

われる。 ζれらのTK活性を示す受容細胞(トラ

ンスフォ←マント)では、注射されたプラス Eッ

ドは初期には宿主染色体とは独立した存在状態で

TK活性を示しているわけで、やがて乙れらの細

胞(不安定型トランスフ倉一マノト)の大部分は

細胞分裂を重ねているうちにプラス Eッドが細胞

から放出され、 TK活性が欠奮してゆく。ととろ

が一部のトランスフォーマノトでは、注射された

プラス Eッドが受容細胞染色体DNAK組み込ま

れ、安定位形で子孫、細胞に受けつがれてゆく細胞

(安定型 トラ ンスフォ ーマント :人工的に遺伝形

質を作りかえられた細胞)と伝ってゆく。このよ

うなトランスフォーマントの出現頻度はポリオー

マウ ィルスの復製起点、のみを含むプラスミッド(

porlTK)で飯高の値が得られ 40分子の注射

で約 59ちの割合ででてくるoおもしろいζとに、

ポリオーマ DNA部分が長くなるに従って ζの出
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現頻度は減少し、逆?とポリオーマ DNAを全く 除

いてやると( pTKXIの場合)、出現頻度は ζ

れらのプラスミ γ ドの中で最低となり数百分子注

射しでも O_5 ~ち以下しかでて ζない。ポリオーマ

ウィルスの緩製起点部分に何か特殊な DNA配列

があり、そ乙で宿主DNAとの間で積極的に組換

えを起す色のなのかあるいは別の理由があるのか

は、今後これらトランスフォーマントから得られ

たDNA中で注射されたプラスミ ァドがどのよう

な状態で穿在しているかを詳しく 調べてゆかなけ

ればならない。またポリオーマ DNA部分が長く

なるに従って、安定型トランスフォーマントの出

現頻度が減少する理由としては、乙れら DNAで

コードされる小 ・中 ・大3種のT抗原が細胞内で

合成される とマウス細胞に対して有容に働く 可

能性を考慮している。いずれにして も、 ζのよう

な注入プラスミ γ ドの宿主DNAへの組込みは注

射後 3日以前から始まり選侭培地という特殊環境

下では 6日以内に完了するようである。

人工的に導入された遺伝子が宿主細胞の中でど

のようにその発現を調節され、また宿主DNAへ

の組込みはどのよ うなメカニズムで起るのか、ζ

れらの研究は今やっと始まったばかりでゐる。遺

伝子の細胞内への直接注入による研究法は遺伝子

操作技術の急速な発達と並行して、現代生物学の

主要テーマの一つで‘ある発癌機構を含めた遺缶子

発現機構の解明?と今後有力な方法となる色のと確

信している。更に品種改良を含む実用面での有用

性も将来ますます高くなってゆ くだろう。

時間的な制約から、取り残してしまっておもし

ろい部分や、もっと詳細につめておきたかった実

験など、心残りは大きいものがある。しかし何よ

りも乙の 2年間の米国滞在中に、我々とは異なる

アメリカ人の考え方、生き方を自分の自を通して

知るこ とができた ことは私の一生において大きな

収穫になるものと確信している。綾後}となったが、

ζのような機会を与えていただいた山田科学振興

財団、岡田善雄教授、 Ruddle教授に深〈感謝

いたしたい。

80-5001 

単肢高混海流情療Rよる悪性黒色蹟細胞の変化ー電子顕微鏡及び蛍光法による観察ー

申請時の目的・ 色素性母斑における滴落現象の解析)

大阪市立大学 石 井 正 光

派遣期間

研究機 関

研究指導者

ー 114-

臨日55年 11月18日~明日56年 10月28日

M el anoma ":'R.es ear ch -Labor a tor y， 

Deparlment for Clinical and 

Experimental Dermatology. 

C enter of Dermatology. 

Andrology and Venerology. 

Gaffkystraβe 14. 
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I 緒言

1 9 6 7年、 Stehlinらは四肢の悪性黒色

撞の泌流情療法?と付け加えて、海流液を高温にし

て行う単肢高温濯旅法を創始した。以来多くの研

究者から、高温濯流lとよる悪性黒色瞳の治療の報

告がなされてきた。彼らの報告によれば、転移巣

をもった患者の 5年生存率は高温を用いずに行っ

た単なる単肢縫流促比較して著明に延長しており、

明らかな延命効果がみとめられる。又、臨床的に

腫療に対する効果も大きく、多くの例において瞳

療の大ききに 505あ以上の縮少がみとめられてい

る。筆者は、 ζの高温潜疏法が個々の悪性黒色盤

細胞に対してどのような変化をもたらすか、ひい

ては、どのように腫癌の退縮をまねくのかを検討

するために転移巣をもっ 18人の悪性黒色腫患者

の 43個の in -t r a n s i t r~転移巣について、

鐙光顕微鏡法を用いて、又 3人の患者の 6恒の転

移巣Kついて電子顕微鏡的に高温・濯流治療後の変

化を検索した。

E 対象と方法

1 8例の悪性黒色腫患者の上下肢に発生した43

個の転移巣に対して体外から高温潜流治療を施行

した。 濃流液中の化学療法剤としては、melphalan.

actinomycinD. DTIC、cis-pl at inum 

を単独又は併用 して投与した。濯流の方法は

Stehlinらの方法に準じて行な った。 港旅液

の温度は 40 'C~4 L5'Cにて 2時間濯流した。

潅流治療後これらの転移巣R:っきすぐiζ切除せず

治療効果の判定を行った 。切除は4日巨から臨床

的反応が良い場合Kは最大 100日迄の聞の種々

の期聞において行った。切除した 43個の ln-

transitの小転移巣 については Fa1 ck -

Hillarpの蛍光法を用いて観察 し、 そのうち

3症例の6個の小転移業については電子顕微鏡法

を用いて高温濯流治療後の黒色腫細胞の変化を観

察した。

主査光法 (Falck-Hillarp. Falckら)j 

被験材料を isopentene中iと漫演 しながら、

-3 5'C、 10--8Torrで5日間凍結乾燥 した

のち、 8O'Cで 8時間 formalin蒸気に て処

理をする (H[kanson & Sund 1 e r )。つい

で、流動ペラフ ィンと，"1ラフィンK包壊 し (

P a u 1 -)、 10μの厚さに薄切し、流動バラフ

ィンに封入して蛍光顕微鏡下R観察した。

鏡検に際して、 or t h 0 1 u x --0 r t h 0 m a tlc::て

写真撮影した。紫外線光源はPloem-Opakを

用い、 filterはBG12とK530を使用し

た。

電子顕微鏡法;

被験材料を 2分し l部を蛍光法iζ供して残りの

1部を速やかに細切し、 2.5%グルタールアルデ

ヒド及び 2%オスミウム酸の 2重固定を行なった。

アルコール上昇系列にて脱水後、 Durcupan⑪

iζ旬壊し、超薄切片を作製し、酢酸 ウラン及びク

エン酸鉛の二重染色を施し、 Phillips201 

型電子顕微鏡を用いて観察した。

E 結果

l 高温濯流治療による置場の臨床的変化

すべての症例において腫療の縮少が観察さ れた。

縮少の程度は症例によってかなり異なっており 、

約 10 ~ち から 90%位の退縮率を示した。

2 高温濯流治療前後における告を光法の所見

対照として行った治療前の切除標本についてY行っTこ

鍾光法では、 l孟ぽ総ての黒色腫細胞に黄緑色ない

し黄色の鐙光を観察することができた。 ζれにひ

きかえ、 高温濯流治療後数日で切除した標本にお

いては、瞳湯巣のかなりの部分について、蛍光は

減弱するか又は消失しており 、匿窮細胞の損傷又

は破壊が広範囲にお ζっている事が示された。

細胞破襲の局在は特徴的な分布を示し、 比較的

疎 な細胞巣においては細胞の損傷 (蛍光の減弱

又は消失 )は軽度であるが、密な置場細胞巣の中

心部?とおいては顕著な損傷がみとめら れたロ

3. 電子顕微鏡的な所見

護流後数日から 10日位のものについて多 くの

特徴的な細胞の変化を観察した。すなわち、核の

変化としては a)空胞化、内包物質の出現、b)ク

ロマチ ンの凝縮及び周辺イじc)分葉、延長、陥入、

d)核融解をみとめた。 又、細胞質の変化と して

は、a)~トコ ン ドリアの空胞化、 b) 内包物質の

出現、 c)空胞化、 d)細胞膜の崩壊、などがみと

められた。これらの変化は一弾の麗痕細胞のすべ

てにわたって観察される部分もSうれば、一見無損

傷の腫軍事細胞の聞に点々と存在している乙 とちあ
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るなど、濯流による影響が全腫軍事細胞に一様にあ

らわれるものでない乙とを恩わせた。どの症例に

おいても、すべての腫易細胞が完全に破壊されっ

くしているわけではないので、早い色のではj謹流

後 2週間で新しい腫場細胞の増殖をみとめるよう

になった。乙の時期lζは、もはや腫湯細胞の破壊

像はみとめられなかった。ある症例では濯流後再

び増殖する転移巣に多数の巨細胞の出現をみとめ

た。

E 考察

Stehlinらは悪性黒色腫の濯流治療法民、

m e 1 p h a 1 a n 11:加えて 40.Cの熱を与える ζと

により、 stageNAの患者の 5年生存率を 22.2

9ちから 7Hちに上げる ζ とに成功した。その他即研

究者達からも高温濯流治療についての臨床的な有

効例が多数報告されているが、本法を実施したと

きの悪性黒色匿細胞の変化について形態的K詳細

に検討を加えた報告はみられないようである。

著者は、鐙光法を用いることにより、 in vivo 

における悪性黒色腫iζ対する高温i謹流の損傷効果

が、すべての腫鹿細胞に対して一様にあるのでは

なく、腫窃細胞の分布、存在状態に深く関係して

いることを明かにした。すなわち、密な瞳箆細胞

巣の中心部において変性が強くおζ り、疎lと存在

している腫軍事細胞は変化をうけにくい乙とが示8

れた。 ζのような現象は実験的陸湯を用いて行っ

たOvergaardらの報告においてもみられてお

旬、それは熱量が不充分の時iとみられるとしてい

る。著者らは熱や化学療法剤の組織内分布を規定

する腫軍事部の血流網になんらかの原因があるの

ではないかと錦定している。 著者は電子顕微鏡的

に高温t砕流治療後の悪性黒色匝細胞の変化を初め

て明らかにした。皇室光法の所見から予想される如

く、濯流後にみられる歯易細胞の変化は各細胞に

よってかなり 異っており、 変化の少ないものでは

ミトコンドリ アの空胞化や核の変形、細胞質及び

核内の inclusion bodyの増加などにとど

まっていたロ一方、変化の大きなものでは、細胞

質及び核の空胞変性や核内クロマチンの凝縮と周

辺化が強くみられ、最終的iLは核及び細胞質の融

解から明らかな細胞死の像を多数みとめた。これ

らの像は埜光法の場合と周様lζ濯流後数日から 10

日位の聞のものに限ってみられた。 細胞死を示す

像は蛍光法でみられた所見iと一致するかのよう K、

多数の細胞が同時化同じような細胞破壊像を示す

場合と、変化の少佐い細胞群の中に散在して細胞

死の像を示す場合があるのが観察された。

従来、高温潜流による悪性腫癌細胞の変化を電顕

的に観察した報告はOvergaardらによってな

されており、 ly s 0 s omeの発達が特徴的なもの

とされているが、著者はそのような変化を観察し

得なかった。これは著者が高温だけでなくcytostatic

a g en t sを併用しているからかもしれない。

悪性黒色腫lと対する高温と cy七os t.aもic 

agentsの併用による濯流後の変化を電顕的1と

観察した報告は今迄?となく、さらに症例を重ねて

の詳細な検討をなすべきであろう。

現在のと ζろでは、著者の観察した細胞死に至る

種々の変イヒが高温1<:よるものかあるいはcy~ostatic

agentsによる色のか又はその両者の相加、相

乗効果でゐるかは判定できない。

残念なことには、電顕レベルでもあまり損傷を受

けていない黒色腫細胞がかなりみ とめ られ、港旅

後 2~3週間を過ぎてくると多数の巨細胞化した

瞳軍事細胞をみとめる例がまれながら存在するなど

の所見がある。 5年生存率の延長効果があるとは

言う ものの、本療法が板本的な治療法とはな り得

ていないきらし、があ旬、今後さらに強力な cytosta悦c

agentsの使用などの経験をつみ重ねて、より

有効t，r高温滋流法の開発をはかつていく 必要があ

ると考えられる。

本論文の要旨の一部は班rd European 

Workshop on Mammalian Melanin 

Pigmenta.tion. September， 28-

Oc tober.1， 1981 .Prague において発表

した。又一昔Eは克江 Jnternational

Congres8 of Dermatology.May， 

23 -28，1982 .Tokyo，において発表を予定

してL、る。

文献は省略。
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DUMANDプロジェクトの予備研究

“A Proto-typed DUMAND Project" 

(ニュー トリノよ、 ハヲ イで会おう )

実験目的の概要

東京大学

派趨 期間

研究機関

研究指導者

光学望遠-鏡による観測器系を基礎にして発達し

てきた天文学K、戦後は更に電波、赤外線、宇宙

線等々の新しい観測手段が加わって、その宇宙{像

は大きく変革し発展してきた。さ らに素松子物理

と天体物理の教えると ζろによると 、との宇宙lと

はニa ートリノが一番多く充満している。そして

天体には、非常に低い領威から非常に高いエネル

ギー領滅のニュ ート リノ源lとなっている志のが数

多くゐるはずだとしている。 DUMAND(Deep

Underwaler Muon And Neutrino 

Detection)計画とは、真R:ζの天体ニュー

トリノを観測しよ うとするプロジェク卜である。

ニ ュート リノ(中性微子〉は、その名前から推

察できるように、荷電をもたない中性で、その質

量も零かも知れないほど小さく、物質と殆んど相

互作用をお ζ さない。そのためにニ ュートリ ノを

検出する ζ とは難かしし、。 ζれを検出するために

は非常に大きい体積をもっ検出装置を必要とする。

ζの検出装置として、 巨大な海水の体積を利用し

ようというのがζの計画である。二三一トリノは

海水中の原子核内の陽子又は中性子と衝突して何

個かの荷電粒子を発生する。この荷電組子はその

エネルギーに応じて、海水中の原子核と衝突して

カスケ ード的iζ沢山の粒子を発生して最終的には

しぼんでしまう。しかしそのカスケード粒子の中

の荷定綾子の一個一個は 、チェレンコフ光と名付

けられる可視光より短い波長範囲の光を放射する。

深海の海水は、非常に透明で、 ζの波長の光は何

川島祥孝

昭和56年8月4日~昭和57年7月1日(予定)

Hawaii DUMAND Center. 

Universily of Hawaii. 

Honolulu.Hawaii， U.S.A. 

Prof. John G Learned 

十米も縫れた場所』と逮するこ とができる。それで

例えば、 50m間隔でチ ェレンコ フ光検出器を絡

子状Iζ点々と置く ζ とによって、非常に膨大な量

の海水をタ ーゲットとして利用することが可能に

なる 。

1 973年花、国際協力を求めてこの提案がな

され、以来主として米国と日本によって検討8れ

てきた。このプ ロジェ クトは、天体物理 としての

課題以外にも、宇宙線、 高エネルギー物理、 海洋

物理、生物学、エンジニアリングなどの多くの部

門の問題を含む。特にだんだん大型化して、一国

家予算でまかえEいきれな くなった加速罷を必要と

する高エネルギ一物理にとっては、その伺十分の

ーの予算で超高エネルギ一二三一トリノ物理実験

ができる乙とは大きとE魅力である。とはい うもの

の最初K立案された lkm立方という提案は 100

億円を超過し、実現化の面においても未解決の問

題が残されているので、当面は 250mX250

m、高さ 500mの海水を利用する案を、ハ ワイ

マウイ島沖で実施する提案としてまとめられた。

そしてハワ イ大学ILDUMANDセンタ ーか設置

されて、米圏、日本以外にも 西独、ソ連、ス イス

伝どの参加が表明されている。

上記のDUMAND計画を実現するために、解

決しておかねばなら とEい問題

1. 簡単で(低予算)能率の良いテェレンコフ

検出鰭の開発

2目 そのチェレンコフ検出器を用いた荷電粒子

の検出能率のおJ定
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3目 雑音として邪魔になる深海における生物光

や他の光の測定

4 検出器を海底lζ設置する方法の探索

の目的をもった予備実験が計画されて、今回私が日

本側からの参加研究者として、山田科学振興財団

の御援助を得て派趨された。乙の予備実験が成功

してはじめて、次々と大型七でき、最終のDUMAND

計画に達する ζ とができる。こうして最初の第一

歩のDUMAND実験が発足したわけである。

到着そして生活

1 9 8 I年8月5目、日本を後にハワイのオア

フ島?と来た。到着後すぐ研究室に案内されDUMAND
センターのスタッフに紹介された。部屋も用意さ

れ、すぐ研究できる体制でハワイ DUMANDセ

ンターが迎えてくれた。 3階の部屋から見る眺め

は熱得の典型的な風療で、大学キャンバス内IL林

立するヤシの木が貿易風で常に東から西になびき、

すべてが珍しく興味がつきとZかった。午後より下

見のため技官の仕事を手伝ったのがと ζでの仕事

始めとなった。到着後一週間、大学内のYMCA
で学部の学生と寝起きを共?としアメリカの大学生

の生活を身をもって体験する ζ とができた。

一週間後、アメリカ人青年と二人でアパートを借

り住む乙ととなった。生活も安定し研究室の様子

がわかってくると実験全体を把握するため実験装

置を働かせる計算機のプログラミングのソフト部

分と装置自体のハード部門の両面化積極的?と乗り

出し、自分で働かせテストしてみた。しかし ζの

積極性が災いして、ある教授の仕事領域iζ侵入し

反発をくら った ζ ともあった。各人自分の仕事分

担がはっきりしていて、他人の侵入令極度』ζ鎌う

傾向が強〈感じられた。しかしそれぞれの担当を

合体させ働かせた時、異常事態が発生しても自分

の正しさの主張ばかりまかり通り自ら調べよう と

しないのには困惑した。後日のζ とになるが、 ζ

ういう困難に直面した場合、最初他人の領域に侵

入していろいろ知識を得ていたおかげで・両者の仲

介役としてのり出し、困難を解決してゆく ζ とが

できるようになった。しかし異常事態が発生する

と、自分の仕事で忙しい時も呼び出され、よりい

っそう忙しくなったのはうれしい悲鳴であった。

実験装置

私の担当は今回の実験で海中のチェレンコフ光

を観測するために用いる耐圧容患に収容された光

電子僧樋管を 5個、その回路系とコンピェーター

を連絡させて働かせる乙とであった。実験で用い

る光電子増幅管は直径約 33 cmとー殻の実験に

用いるものと比較し、有効面積が非常に広く作ら

れている。 ζれは海中でいろいろな方向から来

る宇宙線 Eュ一組子やニュー トリノで発生した荷

電位子から放射されるテェレンコフ光を捕える能

率を良くするためである。深海における数百気圧

という水圧より光電子増幅管を保護するため、厚

み1.2 7 cm、直径約 40cmの球型ガラス容器

中Icすっぽりと入れられるよう高耐圧ガラス容器が

用意された。これらを 5個用意し 5m間隔で上下

に並べられ、それ4の上方には 3備のアルミ製球

型容器があり、装置全体を働かす電源、コンピュ

ーターそして光電子糟幅管から来る情報を処理す

るカマックモジュールがととろ狭しと並べられて

いる。各光電子増幅管とアルミ 製球型容器は耐水

圧用ケーブルと結ばれている。船の上からは耐水

圧用ケーブルを通して 60ヘルツの交流 400ボ

ルトが海中の装置に送られる。 高い電源電圧は数

km下の海中に送られたとき、電圧降下が生じる

のを考慮したもので、海中の装置が受ける時には

200ボルト近くまで下がる。それを通常の 1t 5 

ボルトに変換して使用する。

船には別のコンピューターがあり、 ζれと海中

の装置中にあるコンピューターは 3メガヘルツの

周波数を用いて電源用ケーブルて・結ばれ、互いに

通じている。必要とあらば船上のコンピューター

を通じ海中の装置のいろいろな測定条件を変える

ζ とができるし、逆にカマックモジ品 ールで、処理

されたヂータ→立、電源用ケーブルを通して船上の

コンピューターに送られ、時々刻々のデーターが

ブラウン管上に表示されるようになっている。
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耐水圧テスト

「パールハーパー」 ζの名は日本人、いやむし

ろアメリカ人にとって忘れるζ とのできない名前

であろう。現地時間で I2月7日はパールハーパ

ーで配念式典が催され、アメリカの 3大テレピ局

はバールハーパー特集を組み、どの新聞も大きい

見出しで日本の攻墜について論評していた。私は

研究室で一人日本人とい うことで、バールハーパ

ー問題につき いろいろ質問8れた。ある教授は日

本の行為を強い調子で非難したし、別の教授は私

を弁護して戦後生まれの人lと罪はないし、むしろ

現在のアメ リカ及び世界的軍備泊強を憂える発言

でバ ールハ ーパーについての研究室での議論は終

わった。 12月7目前後はアメリカ f[来て最もい

やな思い出の日々であった。

耐水圧テストは別の場所で装置を借用して 3度行

なわれ、初めの 2度は単に装置が 200気圧の水

圧に耐えられるかどうかのテス トで、3度目は耐

圧ガラス容器に光電子増幅管を全てセットした。

実験室で全て働く ζ とをチェックしたものの不安

の面持ちで研究室で待ち続けていた私に、 電話で

全てうまく働き、おまけに宇宙線 Eューオ ンまで

観測できたと喜びのメフセージを送ってくれたと

きは、それまでの緊張は安堵に変わり 、乙れまで

の疲労の蓄積でその後 2日程高熱で寝込んでしま

った。幸~'I[軽くすみ、 また元気に本番に向かつ

て研究を続ける ζ とができた。

海上ての予備テスト

本番実験を前iと、慣れない船上での仕事と船酔

いのテストを兼ね、装置全体の申身を全て取り除

き外部関係の標兵のみ持ってハワイ大学海洋セン

ターに所属する飴に乗る ζとになった。本蕃同様

Iζ出航の前日、岩壁で総て組み立ていま出発、研

究員の一人が成功を祈ってハワイの美しい蘭の花

でできたレイで装置を飾った。レイといえば、 ζ

ζハヲイの州議会で知事が演説する時、ζの美し

いレイを首にかけているのはなんとも微笑ましい

光景である。日本の国会なら穣K鉢巻というと ζ

ろであろうか。

少し風波のある海上を紛はオア フ島の南西海域

の実験地点に跡い、超音波受信装置は除々に海底

が深くなっていることを示していた。水深3000III 

の地点で船は静止、漂流する。本番同様に初めに

重町を放り込み、 続いて球型耐圧ガラ ス容器を 5

m間隔で 5個、 最後に電源等の入る予定になる 8

個のアルミ製容容が一体となったものが海中深〈

沈む、約 1500mtむんだと ζ ろで止めてそのま

まで待つζ と8時間程、そして 2時間程かけて引

き上げ海水の漏れ令チェック 、完全であった。と

ζろが光電子増幅管の信号用ケープル!r.伺らかの

力が加わり 2本断線していた。 ζれは本番で改善

すべき点として残事れた。装置全体は 1500m海

中でも十分である乙とが実証された。しかし肝心

の人間の方に船酔い者続出、 ζれが最大の問題点

であろう。

本番実験

1 2月 16日本番実験のため総勢 12人lともの

ぼる物理屋と技術屋が集まった。中でも注目され

るのはDUMAND実験のアメリカ側のリーダー

であり世界で初めてニュートリノを実験的に検証

して有名位、カリフォルニア大学のライネス教授

が初めての DUMAND実験とあって、はるばる

ハワイに来られ参加した ζとである。

さすがに常夏の国ハワイ 、 12月でも海岸は海

水浴客でいっぱい、我々も半ズボンにティ ーシャ

ツという 出立ちであった。

実験場所は前回の予備テストと同じオアフ島の

南西海上に決定、その日の午後には到着、予備テ

ストの時と同じI1頂序でまず 1トン程もゐる重りを

海の申へ、続いて耐圧ガラスに入った光電子増幅

管を 5個慎重に海中へ、最後に最も重い電源その

他の入った装置を海中へ、そして電源供給とデー

タ一通信を兼ねたケーブルを鋼鉄のワイヤ ーと問

時に注意深く時聞をかけて作業を行った。約4時

間くらいで海中 900ml[到着した。今回の実験

は電源供給用ケ ープルが 1000m しか用意でき

なかったため約 900mの深海でt実験を行なうこと

となった。従って昼間の白射しを避ける ζ とにし

た。 900m R達した時iζ澄みきった熱帯の夕空

に太陽がいままきに沈るうとしていた。

夜の帳がおり、夜空には冬の星座が満天に輝や

き天の川はまるで白いレースを敷いたように大き

く天上をまたいでいた。

金光電子増幅管f[高官E圧をかける時がきた。
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これまでの苦労が実を結」誌かどうか、とりわけ私

の場合乙れらを初めから最後まで一人で準備して

きたため極度に緊張していた。高電圧供給開始、

その後 5分もすると各光電子増幅管からの信号を

処理したデーターがテレビのブラウン管上に現わ

れてきた。不安と期待が交差するなか、皆がブラ

ウン管上を注視、 lつの光電子地中富管からの信号

が全〈ない、他の4つは働いているようだ、自ら

船上のコンピューターを通じ 1つの光電子増幅管

に各種コマンドを送る ζと20分余旬、全く反応

なし。その時点で明確な原因はつかめないが、海

中に沈める直前までテストして働いていたのだか

ら、多分海水が侵入し内部の回路が援れたもの

と予鋼、 ζれは後で引き上げたとき的中していた。

気を取り直し、残り 4個の光電子培幅管が完全に

働作しているかどうか調べる作業や開始。それが

終了するとそれぞれの光電子増幅管に適した高電

臣告与えるテスト、 ζれは海水に含まれる放射性

同位元素ポタシウム 40のベータ一樹綾を用いる。

lリットルの海水中で 1秒間に約 13個のポタシ

ウム 40が自然崩穣し、その際電子が放出され

海水中でチェレンコフ光を出す。 ζの頻度を高電

圧を変えながら数えていると 一定になる領域が存

在し、その中心電庄ぞ最適値として採用するので

める。 ζの作業は長時闘を要し、決定した時には

すでに深夜になろうとしていた。連日の徹夜で、

みんなそれぞれのソファーの上や椅子Kすわった

まま居眠句を始めていた。実験の責任者ラニード

教授は、私と共に朝まで一睡もせず実験を見守る

こととなった。実験は続けられ時々刻々ヂ-~ー

がブラウン管上に出たり消えたりしていた。

データーとして最も重要な 4つの光電子増幅管

が、ほぼ同一時刻fe光を感じたという事象のみ十

分蓄積された頃を見計らって、光の強度毎iとデー

ターを集計しグラフにする作業をコンピューター

に命令し、ブラウン管上に出・8せた。なんと地上

で我々がシンチレーターと光電子増幅管ぞ用いて

宇宙線 Eュー粒子を測定し得られるヂーターと全

く同じものではないか。 ζれはま ~Iζ海水を検出

器として用い宇宙線 Eューオンを測定したデータ

ーである。寝ずに見守り続けていたら、 4人で動

物が吠えるような奇声を出して騒ぎたて互いに喜

び合った。ラーニド教授がさっそく冷えたビール

を持って来て乾杯した時はすでに午前 3時を過乞

ていた。

次にテストする ζとは海水がどれだけ光を吸収

するかである。 DUMAND装置は何年聞にもわ

たって実験が続けられるので、今回の主なテスト

の一つである太陽光線の影響を調べる実験は、船

上は特に明るい電灯をつけたり消したりして 900

皿下にある光電子摺幅管の信号が増加または減少

するかどうか調べた。結果は船上の光は全く届か

ないζとがわかった。同様のテストを今度は早朝

の太陽の下で全装債を 25mずつ上げながら光電

子堵幅管の信号の変化を深さと関連させて情報を

得るととができた。しかし今回、生物光に関する

情報告得るための装置の準備がまにあわなかった

ので次固に持越された。

予定の実験が終了し、全装置を引き上げたのは

その日の午後であった。船は実験が順調にゆかな

い場合を考慮してもう一日借りていたがうまくい

ったため港に帰る ζ とになった。我々のメンパー

の中で援年長者のライネス教授は、最後まで船酔

いと戦いながら見守句続け、時には海水lζ濡れな

がら作業を手伝ってくれたのは印象深かった。

夜も暮れて港』ζ着き、船から装置を陸f(上げて

全て片付けた後、ラーニド教授がシャンペンを買

ってきてみんなで祝杯をした。その際 IKawashima，
Good JobJと視福され、それまでの疲れもす

っかり忘れ去った。

i尋られたデーターは乙れから進行する DUMA}m

計画の俵初のページを飾るものであり、それに私

の名を連ねる ζ とができたととは、山田科学振興

財団の御援助の御蔭であ句、心より感謝し乙の報

告を終わる。

追記

ハワイ島沖第2回目実験は、残念ながら途中で

ロープ切断、装置全部海~Ié沈むという事故に遭

い、現在再起をはかつているという報告があった。

現在のと ζ ろ6月か7月に帰国の予定である。
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Marburg から

第 1信

信州大学

派 遣 期 間

研 究機 関

共同研究者

住 居

研究主題 Coulomb相互作用の定量的計算。

2陽子の相関関数を記述するKoonin公式の修正。

小生は 1980年10月 I自の午後無事にMarburg

k到着レ大学宿舎に落着きました。時差ば(:t解消

と土、日曜日が休日の為 10月 5日共同研究者で

ある Prof.s. Weiner (ヲイナー教授)に後拶芳

々研究計画の認をしました。

美谷島 実

昭和56年10月1日~昭和57年 9月25日

Department of Physics， Universi ty 

of Marb町 g，D 3 5 5 Marb urg， W-G ermany 

P rof. B.. Weiner 

Uni -G込stehAus，Honsenhauser Weg. 11， 
D 355 Marburg， W-Germaoy 

ワイナー教授も小生が山田科学振興財団に提出

した研究計画である「高エネルギー索位子及び原

子核諸反応、における同種也子効果」の中で、特tζ

終状態相互作用の重要性に閲怠しました。

( Coulomb相互作用と Coherenceの度合)

10F.l26日小生の今までの研究成果をゼミで報告

する予定です。 昭和56年10月16日

North Carolirぬから

第 1信

東京大学久原孝俊

派遣 期閣 昭和56f手10月10日~昭和57年10月9日

研究機関 Division Qf Immunology 

Duke Uni versiもyMedica.l Center Durham， 

NC27710 U.S.A. 

研究指導者 David W. Scott 

P rofessor of 1 mmunology 

住 所 3011-I Prott Street 

Durham， NC 27 7 05 U. S . A . 

このたびは長期派遣の御媛助をいただき‘ゐり

がとうとさ'いまレた。大変に渥くなりまレたが、

「第一報」をお送り致します。

した後、 10月26自に留学先の Duke大学に到着し

まレた。乙 ζDurhamCダラム)市はメ変tζ小さ

とよ町ですが、周囲を森に囲まれた、静かな美しい

たたずまいの町です。 一方、大学は規模の大きな

大学で、研究室には若い人が多く皆、大変に親切

に世話をしてくれますので、助かります。大学の

10月108fζ東京を出発レ、途中、スタ ンフ才一

ド大学、 トロント大学、ニぇーヨ ーク州立大学、

ロッ クフエラー大学、 コロンピア大学などを見学
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附属病院には日本人も何人か居るようですが、乙

ちらの研究郎では臼本人は私一人だけです。こち

らに来て既に 8ヶ月経ち、乙ちらw生活にも慣れ、

毎日元気に過Cしております。

賞財団の趣旨に沿い、当初の目的を達成できる

よう努力したいと思っていますので、今後ともよ

ろしくお願い致します。 昭和57年 2月 4日

研究主題:免疫寛容の細胞性および分子論的機構

( C ellula.r and Molecular Mechanisms of 

Immunological Tolerance) 

当面の研究の進め方;

Bリンパ球は種々の細胞表面抗原をもっており、

それらは個体発生において、ある一定の順序で出

現してくることが知られている。それらの細抱表

面抗原のあるあのはその機舘がある程度解明きれ

てきたが、一方、機能が殆ど分からとtい細胞表面

抗原も寄在する。異なったBリンパ球琵集団、あ

るいは分化の異伝った段階にあるBリンパ僚は、

いくつかの異な ・った細胞表面抗原をもら、またそ

れらの異なヲたBリンパ球集団は、免疫寛容誘導

性および免疫応答能も異なっていることが知られ

ている。したがって、 Bリンパ球の寛容誘導およ

び免疫応答において、これら細胞表面抗原が何ら

かの役割を果レている乙とは充分に考えられるこ

とである。毒Z実、いくつかの研究グループによヲ

て、成熟マワスの Bリンパ涼を抗 d(1 gD)で処

理すると、通常では免疫寛容に陥らない程度の寛

容原の量で、乙れらのBリンパ球に免疫寛容を誘

導できることが示された。乙の実験結果はBリン

パ球の個体発生におりる IgDの出現時期とも良

く一致している。即ら、新生仔の Bリンパ球は表

面 IgDを殆どあるいは全くるヲておらず、免疫

寛容に非常に陥りやすい。 一方、 成熟マウスの B

リンパ球は大部分表面IgDを表現しており、免疫

寛容に対しては抵抗性を示す。しかレ、その後、

いくつかの研究グループtとよりIgDの害在のみで

は、 Bリンパ球を寛容に対して抵抗佳にするには

不充分であることを示すデータが提出されてきた。

ζのことに関しでは2つの可能性が考えられる。

その一つは抗8血清が、米だ巨匠されていない膜

拘京に対する反応性をもっているかもしれない乙

とでめり、らう 一つ は、抗B処理により、 IgDと

密接に関連した他の細胞表面抗原も何らかの影響

を受けるかもレれたZいということである。乙れら

の可能性は笑験tとより解明されなければならぽい

が、特K後者の可能性は単に興味深いばかりでな

く、充分に考えられる可能性でもある。なぜ'なら、

マイトージェン (mitogen)に対するレセプター

が IgDとco-cappingをお乙レたという報告が

ゐるからである。今日で1立、これら種々の細胞表

面抗原のそれぞれに対して、いくつかの

monoclonal抗体が作製されている。例えば、抗

la 、抗H-2、抗Lyb(特に抗Lyb3および抗

Lyb 5/7が有用であろう)、抗マイトージェン・

レセプター活性t;Iどそもったm∞oclonal抗体が

作製されている。当面の板間計画としては、乙れ

らのmODoclonal抗体を用いて、よ述レTご可能性

〔特に二番目の可能性)を解明する乙とである。

実験計醤を簡略に述べると、成熟マウスから、

DNPーゼラチンを用いて、 DNP特異的Bリン

パ球を精製レ、乙れをマイクロタイタ ー・プレー

トて培養する。 Bリンパ球にハプテン(D N P ) 

特異的な免疫寛容を誘導するためには、超遠心上

清のDNP-HGGあるいは DNPーマウス Tグ

ロプリンぞ寛容原と して用いる。このようとよ問

1) J troの寛容誘導系あるいは抗体産生系に上記の

囚 onoclonal抗Oのみを加えるか、あるいは抗。

抗体と他の monoclonal抗体の一つを同時に加え

て、それらの抗体が寛容誘導あるいは抗体産生花

及ぼす効果を調べる。

また、 Bリンパ球に寛容を誘導する際に‘ヘノレ

バーT細飽が存在すると、寛容が誘導8れにくく

なるという報告が位されているが、乙の点?と関し

ても、研究者によってまちまちの実験結果が提出

されており、検討し直す必要があ Q。実験の方法

はよ述したように、 DNPーゼラチンを用いて、

DNP特異的Bリンパ球を精製し 、これをマイク

ロタイター・ プレ ートで寛容原と共に熔養する。

このような '" "lIl t r 0の寛容誘導系にヘルパ-T
細胞を加え、ヘルパ-T細胞が寛容誘導に及ぼす

効果を調べる。当研究室では、継代可能なキャリ

アー (KLHあるいはHGG)特異的fd.ヘルパ-T
細胞の培養株が多数樹立されており、とれらのキ

ャリア ー特異的へJレパーT細胞をよ記の in'l) it yc 
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の寛容誘導系に加えて、寛容誘導に及ぼす効果を

調べる。乙のようtζ、抗原(ハプテン)符異的な

Bリンパf求および抗原(キャリアー)待異的なへ

ノレパ-T細胞を用いることにより、ヘルパ-T細

胞が Bリンパ球の寛容誘導に及ぼす効果について、

より明確な結果が得られるであろう。

追記:久原氏は留学先きのデューク大学で野崎

泰彦教授を訪ね、歓談レた街、同教授は小川専務

理事の大学での級友である。

Orsayより

東京 大学

派遣期間

研究機関

鹿児島誠一

昭和57年 2月1日~昭和58年 1月9日

Laboratoire de Physiquedes 

Solides， B'atiment. 510， 
Universite de Paris-Sud， 91405 

研究指導者 o r. R 0 b e r t C 0 me S 

Orsay-Cedex. France 

氏
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所住

第 1信

私のフラ J ス長期滞在につき、御援助いただき

ありがとう Cざいます。 予定 (57.2.1-58.1.9) 

どおり日本をたち、 2月2日にパリに到着しまレ

た。到着後ただちにバリ南大学団体物理学研究所

にて着任手続きをすませ、アパート授レにかかり

ました。 ζの時期は中途半織な時期ですので、大

学の滞在施般に空きがなく 、新聞広告ででもアパ

ートを捜さねばな らとよいと ころでレたが、乙ちら

の大学のあっせん機関を通じて有利な条件でアパ

ートを見つける乙とができまレた。ただし、その

アパートは 3月 l白から入居できる乙 とに伝って

いますので、それまでは長殿滞在用のホテルに住

んでいます。

以下に、研究内容につき記します。夏Cろには

「中間報告Jをお送 b致します。

昭手応7年 2月15日

研究主題;一次元導体の様造的研究

当面の研究の進め方:一次元理主気伝導体に特徴

的な構造的、電気的椙転移現象をX線回折と散乱

の手法を用いて構造的側面から研究する。現在ま

でに知られている一次元導体の大部分については

徳造的研究が成功し、電子の一次元性に起因する

相転移の性質が一応は解明されて きている。しか

しながら 、ー認の物質(叫t[TTF-TCNQ，
TMTT .F-Bromanile等)については、 電気的、

磁気的には他の物質と類似の性質を示すにもかか

わらず、構造的には何唇も発見でき泣いままにな

っている。もし、構造的に何事も生じないことが

正レいならば、新しい相変イじ機構を考え出さねば

えrらはい。乙の「何事も生むない物質」 につい て

は、私自身の日本での研究と当地の所属グループ

の研究とが相繍的関係にあるので、 ζ 乙で当地の

グループの研究設備と手法 Cx線写真法〉を用い

てクロステェ 7 クを行いたい。

ζの研究が終了した後は、私自身が日本で推進

中の、 LixV20S f"rどの構造侶転移について、当

地で別の角度から問題をさぐる。乙の物質での問

題は、電子のバンド伝導や通常のホコ ピング伝導

でI.J.い、 2.-jfーラロン束縛状態での伝導という新

しい一次元電気伝導機構が実際に存在するかどう

かという ζ とである。日本ではX線カウンタ一法

による研究を進めているので、私は当地でカウン

タ-~去と相補的1，[写真法で研究をすすめる。当地

クソレープの協力を得て問題の理解を深めてゆきた

L、。

さらに、一次元導体の研究分野では、研究対象
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の新物質が次々と登場するので、状況に応じ、随 時当地のめレープの研究テーマに参加してゆきたい。

Bethesdaから

東北大学

Natiooa.l Institutes of Health 

(N IH)は、ワ シントン DCの北西部に隣接す

るメリーランド州ベセスダ市に存在する進路医学

及び生命科学総合研究機関の総称で、主11:12の研

究所と附属痛院とから構成されています。 NIH

は国際的な巨大研究機関と呼ぶにふ 8わしく、世

界各国から毎年多数の外国人研究者が訪問してお

り、 1982年 3月10日現在で1，050名がアメリカ

合衆国以外の国から研究計画に参加しております。

その中で、日本人研究者が 164名で、日本はイン

ド(93人〉、イ タリア(83人〉、英国 (61人〉

に大差をつりで、研究者供給国第1位の地位を維

持しております。さらに日本人(あるいは日本人

であった人)で、永久識のポストを得て、研究の

指導κ従事レておられる人が他に数名おる乙とか

らも、 NIH内での日本人研究者に対する評判が

決して悪くない乙とが領はますロさで、 NIH内

でのこの超多数派が、昨年12月26自に数年ぶりに、

NIH日本人研究者忘年会を行ないまレた。会費

はひとり 2ドル(主に会場費にあてる)で、食物

やアルコール類は各家庭が持ち寄る形式のとの忘

年会に、研究者約90人とその家族を合わせて、

200名近くの日本人が集まりました。 NIHの申

では、めったに会う ζ とのない日本人にとっては、

お互いを知り合い、また親睦を深める絶好の機会

であった様です。筆者も知人が乙の忘年会の企画

者のひとりであったことから、受付係を手伝う乙

とになり.そのお篠で、大学院卒業以来 4年樹、

音沙汰の絶えていた友人と偶然に再会で診た乙と

は、大きな収獲でありました。

年が改たまった 1月4目、筆者は、フロリダ州

京都大学井上級機(財団ニ ュース通巻 10号

P.58参照)から、イギリス、 Londoo0)研究所

へ移って、約半年間滞在予定で従来の研究テーマ

を続行する旨の 56年 12月 21日付音憶を受けま

レfこ。

北村昭 夫(財団ニュース11号P80参照)

のマイアミ大学附属“分子・細胞進化研究所 "K

Metz博士を訪問する機会を得ました。 Metz博

士は、 筆者が乙の10年閣追求レ続けている研究の

大 先達でもあり.近年は、ウニやマウスモ実験材

料として、主に免疫学的方法で受精機構を研究し

ておられ、筆者のNIHでの研究計画に強い関心

と透轄とを示して下さいました。 Metz ~書士との

親交に望外の喜びを感じ、ワシントン空港に戻り、

地下鉄を利用して帰宅した筆者にとって、そのわ

ずかl週閣後に重な って発生した大事故ーワ シン

トン空港際陸直後のエ ア・フロリダ機のポトマ J

クJI114番橋激突と地下鉄の脱線事故ーは、より一

層現実的な篤怖感を与えるものとなりました。

その後ζ の地方を襲ちた世紀的な異常低温と 、

折からのレーガン大統領による予算の大幅削減と

で、 NIH内外は凍結ムードで支配される状態と

位りました。ちなみに、筆者の所属する研究所で

は、 1982年度は、総額 130万ドルの研究費が

削減される予定で、研究旅費、書籍鰐入費、コン

ピュータ ー使用料、消耗品費、人件貨等、光熱賓

を除くすべての研究費での節約が確実ととZりまし

た。持IL大型備品購入費は、昨年度の 180万 ド

ルからわずか16万ドルに減少される予定であり、

研究活動への大きな彫響も予想されています。乙

の様な厳しい状況の中で、こちらでの研究が、ほ

ほ予定通りに順調に進展してくれたことは、筆者

にとって最大の収獲と思われます。

あと数週舗で;jfトマフク河畔に満開の桜を望め

る頃となりました。残された後半の派遣期間を有

意義に過Cレたいと考えております。

昭和 57年 3周 22日

次の方々からお心のこもったクリスマスカード・

お年賀状をお寄せ下さいました。

ありがとうとき.いました。

Dr. F. &ohrbach (昭和 56年度短期招吋、援

助)、美谷島実(在西主主人 JII島祥孝(在米〉、

入村達郎(在米)、北沢俊雄(在米)の皆様。
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第 4回事業報告書(昭和55年度)完成発信

長期間沼へい、クラーソン博士とき田宏教授財団へ来訪

山田コ ンフ 7レンス日 プロシーディングス翁l箸

文部省へ試験研究法人である ζ との証明書申請提出

福井謙一京都大学教授ノーベル化学賞受賞発表、祝電灯篭

第 1 回臨待忽~会 : r分子線結晶成長装置J(MB E )機器購入他

昭和56年度研究援助推薦〆切

試験研究法人である乙との証明容を文部省より下付

選考打合会

第 2回選考委員会:担当審判決定

関西学院寄腿用MBE購入に関する物品買入契約書を業者伯東株式会社との聞に締結

山田コン フ7 レンスv(点格子欠陥国際会議〉京都市・京都会館に於て開催

理事懇談会 :MBE、記念の集L1，56年度媛助研究者の発表 等

関西学院に対しMBE寄悶願発信

財団ニュースi重巻第11号完成発信

選考打合会

昭和57年度招へい、長期派遺申請〆切

第 8回選考委員会 :研究援助の選考委員会答申案作成

第 l回臨時理事会:向上答申案の審議

来年2月20日当財団「設立 5周年記念の集い」招待状発信

選考打合会

事務長、文部省、臼本学士院、日本学術会議、日本学術振興会等を歴訪、 f記念の集は

の招待状を届ける

事務長、 京都大学総長、大阪大学学長等を歴訪、同よ招待状を届ける

関西学院より当財団宛MBE機器寄贈の受諾及び礼状受領

永富理事長、日刊工業記者と会見(於 大阪サイエンスクラブ)M BE寄贈の件、 5周

年記念行事等ぞ説明

選考打合会:沼へい ・長期派遣等の決定

記念刊行物「山田科学蛋興財団の5年J完成 500冊財団へ納品

理事懇談会:永宮理事長、神谷痩事の日本学士院新会員選出に祝意を表す、「記念の集

L、」の準備中間報告

永富理事長、文部省訪問

専務理事、短井謙一京都大学教授訪問、英文財団紹介書完成350冊納品

記念刊行物筏郎 300冊、 「記念の集い」会場へ級入

当財団「設立溺5周年記念の集いJ開催(P. 6参照)、 参会者IL記念刊行物「山田科

学振興財団の5年」を買露呈

第 2回評緩員会、理事会..本年度研究援助等の決定、本年度のその他の援助事業報告、

役員・選考委員選任、明年度事業計画・ 予算、事業活動予定、第 4固研究交歓会、明年

度援助方針承認、出席者へ英文財団紹介書を賠呈
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新聞関係へ本年度研究援助概説伝達

「記念の集心、Jfζ関する礼状及び記念刊行物各方面発送開始

選考打合会

選考打合会

事務局、ロート製薬社皇内に於て事務室移転

昭和56年度決算実施

昭和57年度研究毘助推薦要領及び推薦書、昭和58年度派遣、来日、集会申請要領庇"申

請事発信

事務局辞令交付

2: .22 

2 .23 

2: .26 

& .19 

3 .24 

3 .31 

4 • 1 

「分子線結晶成長装置 J(阻E)寄贈の件、関西学院において公表 次例のように新聞に掲載された。

(例示:神戸新聞56年12月25日版 )

金E冒目昭和56年 12月25日毘罰来斤.Fコ手申
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山田コンファレンス=ユース

1. 昭和57年度には山田コ ンファレンス羽が飽かれます。

会名 中性子散乱国際会議

Yamada ConferenceVl on Neutron Scattedng of Condensed 

Matter 

会 期 9 月 1 日 ~9 月 4 日 4 日間

会 場 神奈川県箱棋町箱根観光ホテル

申筒者 星埜演男(東京大学物性研究所)

2. Proc. of YaOlada Conference 1vの出版

昭和 55年9月8日-10目、仙台市、仙台市民会館で聞かれた第4固山田コンファレンス 〈層状物質

の物理と俗学)の財団とレてのProceedingsが昨年10月に完成、出版されました。 527頁か ら成

る議事録です。 ζの集会の速報は財団ニュース通巻第9号 6頁に、成果報告は第4回事業報告書55-

58頁にのせました。お問い合せは東北大学金属材料研究所仁科雄一郎先生(電話 0222-27-6200) 
，、、。

Proceedings ofthe 
Yamada Conference IV on 

Physics and Chemistty 
of Layered Materials 
Sendai， Japan 
8-10 September 1980 
Editors: 

Y. Nishina 
T1It1 Rnlllfch Inst;tIItt1 101 Ilon. 
Steel & Orhel M!tiJ/s 
TO:loku Ur;iVt1fSity 
SendJi， JapiJn 

昭和56年度研究援助きまる

S.Tanuma 
Tht1 Institutt1 101 SoIid State Physi.四
Tht: Uniyersity 01 Tokyo 
Rop，ρongi， MifUI to・Icu
Tool:yo. Japdn 

H.W.Myron 
F布陣ysicsL"bOTiJtory 
Uni同 fsiry0' Nijmegen 
The NerhcrlanG歯

募集開始昭和56年4用 1日

間〆切り 同年 10月27日

選考委員会第 I回 5月17日

第2回 11月7日

推薦依頼学(協)会 25学(協)会(次記) 第 S回 12月12日

最終決定公表 回和57年 2月21日

援助 研 究 18件 (次記)

媛助 総 額 l億 1，990万円
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推薦学 会
代表研究者

研 究 題
援助金額l'h 

所属・氏名
目

(万円)

日本物 理学会
大阪大学理学部

短寿命偏極核の非対称ベータ崩壊 1，500 
司 南 関忠則

|北海道大学応用電気研究所 ランダム磁性体1とおける動的臨界現
2 日本物 理学会 350 

勝又紘一 象の研究

早稲田大学理工学 部 低エネルギー・超高真空・電界放射型
3 応用物 埋学会 走査電子顕微鏡の新技術開発とそれ 1，250 

市ノ川竹男 による置体表面のミクロ構造の軍航解析

日本地 球電気 東 京大 学理 学部 希ガス同位体1ζ基づいた惑星大気進
4 

磁気学会 320 
鴨 稔 化の研究

京 都大 学工 学部 水溶液における稼水位相互作用の熱
5 日本化学会

申西浩一郎 量測定と計算機実験
790 

日本化学会
長岡技術科学大学工学部

積層ポルフィリンの合成とその応用6 600 
生越久靖

東京大学工学部 金属錯体を用いた三重結合をもっ小
7 日本化学会 300 

干鯛鍵 信 分子N2およびcoの固定

日本化学会
広島大学工学部 多層化合物の合成、構造、物性の研

8 350 
大坪徹夫 究

高 分子学会
大阪大学理学部 高感度ESRキマピティーによる重 l

9 350 
野桜俊一 合ラジカル種の研究

10 日本薬学会
大阪大学薬学部 円二色世による核酸の構造活性相関

1，350 
池原森 男 の研究

日本生化学会
東京大学理学部 条件性嫌気性細菌の畿素適応と呼段

11 800 
安 楽 泰 宏 鎖の遺伝生化学的研究

東京大学教養学部 筋小飽体カルシウム能動槍送系の分
12 日本生化学 会

子構築と反応、機借
390 

川 富田 正夫

徳島大学医 学部 カテプシン B，L及びHとそれらの
13 日本生化学 会

勝沼信彦
内在位インヒピターの性質・構造t，; 350 
らびに機能

14 日本生理学会
大 阪大学基鑓工学部

塚原{中晃
学習のシナプス機稽の研究 1，000 
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代表研究者 援助金額トゐ J陸路学会 研 究 題 自
所属 ・氏名

(万円)

日本細菌学会
大阪大学微生物病研究所 ヌードマウスによるらいの化学療法15 

390 高 坂 鍵 It関する研究

国立がんセンター研究所 無アルブミン血'症ラ ァトにおけるア
16 日本分子生扱序会 ルブミン欠損の分子生物学的機構解

350 江角浩 安 明とメ y センジ守 -RNAスプライ
シングの綴構'tJ関する研究

日本動物学会
京都大学理学部 ピコ秒レーザー閃光分解法による視

750 
17 

吉津 透 覚の初期過程の研究

東京都立大学題学高官 フィト クロム分子の細胞内存在状態18 日本程的生理学会
800 和田正三 の解析

なお贈呈式に代る研究交歓会は明 58年春に聞く予定です。

推 薦学(飽)会

日本天文学会

日本物理学会

応用物理学会

日本化学会

高分子 学会

日本分析他学会

日本生化学会 臼本遺伝学会 日本植物生理学会

日本薬理学会 日本分子生物学会 臼本箱物学会

日本生理学会 日本 動物 学 会

電子通 信 学 会 日本農芸化学会 日本解剖学会 日本細胞生物学会

日本金属学会 日本築学会 日本病理学会 日本生物物理学会

日本地球電気磁気学会 日本細菌学会 日本発生生物学会

昭和56年度諸援助のまとめ

0自然科学の研究を行う内外研究者の集会に対する援助

昭和55年 4月より募集を開始し、昭和55年 9月末日の締切り迄に昭和56年度分として総計12件の

申請をうけ、 5件 500万円の援助を行った。

0自然科学の研究を行う外国人の招へい・受け入れ及び我が国の研究者の海外派遣等に対する援助

昭和56年 4月より募策を開始し、 年度末迄K招へい ・派遣あのせて総計357件の申請ぞう け、招へ

い16件 1，333万円、海外派遣 82件 2，974万円の援助を行った。

O自然科学に関する務演会、討論会等の開催

山田コンファレンス vr点格子欠陥国際会磁Jを開催し、 1件 1，200万 円の事業を実施した。

援 助 名 実抱 件 数 援助金 (万円) I 
招 長 期 2 2 80 --... 

短 期 1 4 1. 0 5 3 

派 長 期 6 8 5 1 

遣 短 期 7 6 2.1 2 3 

集 会 5 500 

山田コ ンファレンス 1 1，2 0 0 

研究 援助(前出) 1 8 1 1，9 9 0 

総 計 122 1 7，9 9 7 
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ちなみに過去3ヶ年の事業費は次の Cとくです。

(単位:万円)

九内----訳::---.._九年----度
る4年度 55年度 56年度

金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数

招 長 臨 80 182 280 2 
........ 
し、 短 期 837 1 4 935 1 0 1.053 1 4 

派 長 崩 884 7 1.027 6 8 5 1 6 

遺 短 期 2，2 1 0 7 2 2，2 1 6 80 2，1 23 7 6 

集 会 1.025 1 0 900 8 500 5 

山田コンファレンス他 1.6 45 2 1.0 53 1.20 0 I 

研 A 8，865 1 0 9.790 1 0 8，840 9 

究 B 3，295 1 0 2.770 9 3，1 50 9 

総 計 1 8.8 4 1 1 8.8 7 3 1 7，9 9 7 I 

昭和57年度事業 活 動 予 定 表

年 月 日 :fj 事 事業活動内容

57年
9夕.5方刷

5月15日間
第 4回研究交歓会 20演題

5月16日(日) 10刷 理 事 会 昭 和 56年度事業報告、 決算報告、
第 1回評議員会 本年度事業活動予定表、選考方針

4 PM 選考委員会 等審議

7月17日比) 第 3回長期間派遣者研究交歓会

8月26日附 山田科学長興財団 創立 5周年記念国際シンポジウ ム

-8月28日出
細胞工学シンポジウム

於 神戸国際会議場

9月 1日附 山田コンファレンス VI・中性子散乱医際会議
-9月 4日同 於 箱根観光ホテル

9月30日同 学術交流集会の〆切 C58年 4 月 ~59年 3 用分)

10月25日開) 研究援助申請〆切

11月 6日出 l-「1.5 PM~夕方
第 2回選考委員会 研究援助審判の 基準 審議

審判の手 順 等

11月30日開 短期来日、長期派遣〆切 C58年 4月 -59年 S月分)

1 0刷
第 3回選考委員会 研究援助最終審議、報告書作成

12月11日比j
4 PM 

4 PM 

5附
臨時理事会 報告書に基づく理事会の審議

理事会 次期選考委員等改選
58年 2月19日同

第 2回評議員会 本年度事業 のまとめ直王報室告

ーーーー」ーーー
明年度事業計画及 墾霊童

58年 5月中旬
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第 3園長期間氏遺者研究交歓会開催

日時 昭和57年7月17日比} PM 1 : 00 -PM 5 : 00 

場所 薬業年金会館 (大阪市南区谷町 6丁目 地下鉄谷町線谷町6丁目駅南詰〕

研究成果発表者昨年6月以降帰朝の長期間派趨援助者(3名程度予定)

申誇要領等改訂のお知らせ

ζ の度、次記のよう に研究援助推薦要領及び推潟替、来日・派遣及ひ築会の援助申請要領及び申請書

を改訂しまレTニ。

援 助 名 募 集 開 始 締 切 日

釆 日

( 58年 4月-59年 3月分)
57年 4月 1日 57年 11月 30日

長 期 間 派 遺

( 58年4月-59年 8月分)
57年 4月 1日 57年 11月 30日

短 期 間 派 違
出発月の4カ月前の15日が締切臼

(例:57年10月出発の場合57年6月15日が締切日〉

学術交 流集 会

( 58年4月→9年 3月分)
57年 4月 1日 57年 9月 30日

研 究 緩 助 57年 4月 1日 57年 10月 25日

昭和 51年度 役員・評鰭員・遷芳委員等の決定

役員 (昭和 56・57年度)の異動

新任理事 福井謙 一 京都大学名誉教授(昭和 57年 4月 1日付)

選考委員(昭和 57年度)

天 野 恒久 国立大阪病院院長

飯野徹雄 東京大学理学部敬授

音 在 清輝 神声女子大学家政学部教授

加藤範夫 名古屋大学工学部教授

神谷宣 ~B 大阪大学名誉教授

熊田 誠 京都大学工学部教授

芝 哲夫 大阪大学理学部教授

関 集 三 関西学院大学理学都数授

高 村 仁 京都大学工学部教授

伊達宗行 大阪大学理学部教授

殿村縫治 大阪大学理学音轍授

西 原 宏 京都大学工学郎教授

沼 正作 京都大学医学部教授

野島庄七 東京大学薬学部教授

井 利 夫 大阪大学基礎工学部教授

山崎敏光 東京大学理学部教授

山田安定 大阪大学基礎工学部教授(昭和57年 4月 1日付 )
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今回の改選に際し、福井謙一京都大学名誉教授が新たに理事をお引受け下さいました。

また永富健夫理事長は財団設立以来選考委員長として C尽力賜むりましたが、此の度選考委員を辞任さ

れ、山田安定理事が新たに選考委員をお引受け下さいます。選考委員長には評議員兼選考委員の関集三

先生がcge任いた-:(ζ とと f.Iりまレた。

人事消息

1. 56年11月9日、本財団選考蚕員天野恒久先生は、国立大阪病院院長に就任8れまレた。

2. 56年11月16日、 当財団の資産寄贈者ロート製薬株式会社山田輝郎会長は、米寿を迎えられ、お侃

品贈呈。

3. 56年11月19日、 江崎盟事帰拐の機に、 「分子線結晶成長装置Jを購入、関西学院に寄贈する件に

ついて、本件提唱者である同理事は永富理事長他と会合、理事懇談会を開催、審議されました。

4. 当財団とと縁の深い京都大学工学部復井謙一教授は、ノィ〈ル化学賞を受賞され、 56年12月10日ス

トフクホルムに於る授賞式K参列されました。

5. 56年12月12目、 当財団永宮健夫理事長及び神谷宣郎理事は、日本学士院新会員に選ばれまレTこ0

6. 事務局 朝比奈久枝さんは 56年12月28日結婚の為退職されまレた。(挙式 57年8月13日)

後任は飛田澄江さん(56年12用16日常勤嘱託として採用)です。

編 集 後 ~è 
本号には通巻第11号に引きつづいて昨年 10月以降本年3月迄の聞に集録した短期間箔へい及び派遣

成果報告、長期間招へい及び派遣成果報告、中間報告・短信t.lどをお知らせします。

なお、本年2月20自には“山田科学振興財団設立5周年記念の集い"を開催レ、お蔭さまで盛会裡

に終える乙とが出来ましたが、本号(通巻12号)では速報の掲載に留め、第5回事業報告書 (本年10月

頃完成予定)に詳細を載せる予定にいたしております。
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財団法人 山田科学掻興財団

〒544 大阪市生野区巽西1丁目 8番 1号

ロート製薬検式会社内

電話大阪(06)758局 1231 ロート製薬株式会社呼出

Yamada Science Founda tion 

。/0 Rohto Pharmaceutical Co吋 Ltd.
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